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巻  頭  言  

 

北海道旭川西高等学校長  大  槻  健  治     

 

スーパーサイエンス･ハイスクールⅢ期目の指定を受け，３年目を迎えた今年度は中間

評価が実施されました。その冒頭で説明した総括の要約を次に示します。  

Ⅰ「旭川西カリキュラム」の実践と評価を一体化したカリキュラムマネジメントの実現  

３期目に入り普通科における取組が活性化されたが ,その要因の一つに ,１年次全クラ

スで実施している課題発見プログラムでの成果が挙げられる。一方で ,結論を活用する

力 ,要点を整理する力 ,企画・管理する力の伸びには課題がある。つまり，データを分析

して活用する力が不十分との見立てから，今年度は，データサイエンスで学んだことを

通常の授業で活用することを意識した授業改善に取り組んだ。また理数科１年次では ,

課題発見プログラムを基盤にした課題の焦点化にも取り組んだ。さらに ,理数科と普通科

の交流機会を増やしたことで，研究テーマの交流が始まっている。  

Ⅱ新しい価値を創造する科学技術人材育成システムの研究開発  

授業を補う目的で課外活動にも積極的に取り組んだ。３期目では３年間の課外活動の

実績に対して，普通科・理数科各１名を年度末に校内で表彰する西高ＳＳトップランナ

ー制度がある。これについて当初の計画書では修得単位の増単につなげる計画であった

が，現在は生徒の意欲に直接結びつくような新たなシステムを構築することにしている。

また ,普通科の探究活動における外部発表（含学会発表）件数が順調に増加しており ,高

い評価を得る研究班も現れている。サイエンスボランティアとして普通科の研究班も参

加しはじめた。  

Ⅲ地域における学校種を超えた人材育成コンソーシアムの構築  

本校の近隣には，教育大学旭川校，旭川市科学館，旭川市庁，旭川市教育委員会など

の学術研究機関が隣接している。この「地の利」を活かすことで効率的にコンソーシア

ムの構築が可能である。現在は，生徒の研究テーマに応じて研究機関に協力依頼を呼び

かけながら探究活動に協力いただいている。コロナ禍で出遅れている感は否めないが ,

次年度には西高 SSH コンソーシアムが始動する。  

最後になりますが，事業を支えてくださった運営指導委員の皆さまをはじめ，今年度

新たに御協力頂いた事業所や企業の皆様，北海道大学，旭川医科大学，北海道教育大学

等，各大学関係者の皆様，また，旭川市役所，旭山動物園，北海道地図株式会社，北海

道教育委員会等多くの皆様のご厚意に改めて深く感謝申し上げます。  
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別紙様式１－１ 

北海道旭川西高等学校 指定第Ⅲ期目 03～07 

❶令和５年度ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ研究開発実施報告（要約） 

 ① 研究開発課題  

「新しい価値を創造する科学技術人材の育成と，地域と共創する旭西ｶﾘｷｭﾗﾑの研究･開発」 

 ② 研究開発の概要  

第Ⅱ期で開発した教科を横断した系統的な探究型学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを発展させ，地域と共に実践す

る。また，ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの視点に立って事業の長期的･継続的評価を確立する。さらに，地域

と中高大を通じて成果を普及し共有することで，人材育成ｺﾝｿｰｼｱﾑを構築し，新しい価値を創造

する科学技術人材の育成を目指す。 

Ⅰ「旭西ｶﾘｷｭﾗﾑ」の実践と評価を一体化した，ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの実現 

探究型学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実践と評価を一体化させ，その効果を継続的に検証する。 

Ⅱ 新しい価値を創造する科学技術人材育成ｼｽﾃﾑの研究開発 

科学技術人材育成に向けた課外活動への参加を推進･支援し，活動実績に応じて単位を認定･

表彰する制度の効果を継続的に検証する。 

Ⅲ 地域における学校種を超えた人材育成ｺﾝｿｰｼｱﾑの構築 

本校の探究活動を中核とした人材育成ｺﾝｿｰｼｱﾑを構築し，成果を普及し共有するｼｽﾃﾑのあり方

を管理機関と検証する。 

上記Ⅰ～Ⅲの取組によって，探究する力，対話する力，協働して創り出す力，自律的に活動する

心を身に付けた科学技術人材を育成する。 

 ③ 令和５年度実施規模  

課程（全日制課程）学科･学年別生徒数及び学級数（令和５年５月１日現在） 

学科 
第１年次 第２年次 第３年次 計 

実施規模 
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

普通科 160 ４ 159 ４ 155 ４ 474 12 全校生徒

を対象に

実施 

理数科 40 １ 40 １ 37 １ 117 ３ 

課程ごとの計 200 ５ 199 ５ 192 ５ 591 15 
 

 ④ 研究開発の内容  

○研究開発計画 

第１年次（令和３年度）１年生の探究型学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの系統的実施に関わる研究開発 

Ⅰ 探究基礎･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ･ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽの系統的実施･課題探究中間報告会の実施 

Ⅱ 「西高 SS ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ」表彰制度の先行実施･SSH ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの構築 

Ⅲ 北海道教育大学旭川校とのｶﾘｷｭﾗﾑ接続, 旭川市との学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの共創 

旭川西高校 SSH 生徒研究発表･交流会，教員研修を管理機関と共創 

第２年次（令和４年度）１･２年次の探究型学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの系統的実施に関わる研究開発 

Ⅰ 探究基礎･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ･ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ･課題探究の系統的実施 

Ⅱ SSH ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの構築と運用，単位認定制度の構築･表彰制度の実施 

Ⅲ 課題探究･ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽにおける旭川市との学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑと発表会の共創 

生徒研究発表･交流会への他校生徒･教員の参加，教員研修，卒業生追跡調査 

第３年次（令和５年度）第Ⅲ期研究開発の総括と事業評価による課題抽出 

Ⅰ SS 研究Ⅲ･課題研究英語発表会における国際的な研究交流を導入したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ改善 

Ⅱ SSH ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ･単位認定制度･表彰制度の運用 

Ⅲ 他校を加えた生徒研究発表･交流会の実施，教員研修，卒業生追跡調査, 効果測定の研究 

第４年次（令和６年度）文部科学省中間評価と事業評価を踏まえた研究開発事項の見直し 

第５年次（令和７年度）５年間の指定期間における総括と成果の発信，課題解決の方法を提案 
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○教育課程上の特例 

学科 
開設する  

教科･科目等  
代替される  
教科･科目等  対  象  

教科･科目名  単 位数 教科･科目名  単 位数 

普通科 
理数科 
共通 

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ １  情報Ⅰ  １  １年次  
探究基礎  １  

総合的な探究の時間  
１  １年次  

課題探究  ２  ２  ２年次  
ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ２  保健  ２  １･２年次  

理数科 

SS研究Ⅰ  １  理数探究基礎  １  １年次  
SS研究Ⅱ  １  理数探究  １  ２年次  
SS研究Ⅲ  １  課題研究  １  ３年次  
SS数学Ⅰ  ５  理数数学Ⅰ  ５  １年次  

SS数学Ⅱ  ６  
理数数学Ⅱ  ４  

２年次  
理数数学特論  ２  

SS数学Ⅲ  ７  
理数数学Ⅱ  ４  

３年次  
理数数学特論  ３  

SS英語Ⅰ  ５  
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ  ３  

１年次  
論理･表現Ⅰ  ２  

SS化学  ２  理数化学  ２  
１年次  

SS生物  ２  理数生物  ２  
SS物理  

６  

理数物理  0,2,3 

２年次  
SS化学  理数化学  0,1 
SS生物  理数生物  0,1 
SS地学  理数地学  0,2,3 
SS物理  

８  

理数物理  0,1,3 

３年次  
SS化学  理数化学  0,1,4 
SS生物  理数生物  0,1,3 
SS地学  理数地学  0,1,4 

○令和５年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 

学 科 
第 1 学年 第２学年 第３学年 

対象 
科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数 

理数科 SS 研究Ⅰ １ SS 研究Ⅱ １ SS 研究Ⅲ １ 
理数科 
全員 

普通科 
理数科 
共通 

探究基礎 １ 
課題探究 ２ 

なし 
理数科 
普通科 
全員 

ﾃﾞｰﾀ 
ｻｲｴﾝｽ 

１ 

ﾗｲﾌ 
ｻｲｴﾝｽ 

１ 
ﾗｲﾌ 

ｻｲｴﾝｽ 
１ 

課題探究 １～２ 該当者 

○具体的な研究事項･活動内容 

研究開発ﾃｰﾏⅠ～Ⅲについて令和５年度の具体的な研究事項･活動内容を，研究計画の項目ごとに示

す。 

Ⅰ「旭西ｶﾘｷｭﾗﾑ」の実践と評価を一体化した，ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの実現 
研究計画の項目･事業名 令和５年度の主な研究事項･活動内容 
ｱ 探究基礎 

普通科･理数科  １年次 
通年（１単位） 

･全 32 ｺﾏ（１ｺﾏ 55 分）の授業･実習･発表会の実施 
･課題発見ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ（Ⅰ 校舎周辺，Ⅱ 旭山動物園） 
･生徒研究発表･交流会における「研究ﾃﾞｻﾞｲﾝ」の発表 

ｲ ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ 
普通科･理数科  １年次 
後期（１単位） 

･全 32 ｺﾏ（１ｺﾏ 55 分）の授業･実習･発表会の実施 
･探究基礎「研究ﾃﾞｻﾞｲﾝ」の単元と連動 
･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾃｽﾄの作成と実施 

ｳ ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ 
普通科･理数科 １･２年次 
通年（各１単位 or 計２単位） 

･全 32 ｺﾏ（１ｺﾏ 55 分）の授業･実習･発表会の実施 
･ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅠ（薬物乱用防止講話） 
･ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅡ（思春期講話）の実施 

ｴ 課題探究 
普通科･理数科  ２年次 
通年（２単位） 

･全 64 ｺﾏ（１ｺﾏ 55 分）の授業･実習･発表会の実施 
･普通科課題探究中間報告会，ﾒﾝﾀｰ･TA による支援 
･生徒研究発表･交流会における口頭･ﾎﾟｽﾀｰ発表 

ｵ 生徒参加型 SSH ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 
普通科･理数科 １･２年次 

･SSH 講演会「ｳｲﾙｽの生態を解き明かす」 
北海道大学 准教授 梶原 将大 氏 
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･すずらん塾 演題「小さな町が挑むまちづくり」 
東川町 町長 菊地 伸 氏（本校卒業生） 
※両講演会とも，講演会後に座談会の実施 

ｶ ＳＳ研究Ⅰ 
理数科１年次 
通年（１単位） 

･全 32 ｺﾏ（１ｺﾏ 55 分）の授業･実習･発表会の実施 
･地域巡検Ⅰ･Ⅱ（ﾚﾎﾟｰﾄ･ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの作成） 
･研究課題提案会，課題研究ﾁｰﾑ編成，研究課題検討会 

ｷ ＳＳ研究Ⅱ 
理数科２年次 
通年（１単位） 

･全 32 ｺﾏ（１ｺﾏ 55 分）の授業･実習･発表会の実施 
･課題研究中間報告会（７月，11 月）２回実施 
･課題研究基礎実験，課題研究英訳作業 

ｸ ＳＳ研究Ⅲ 
理数科３年次 
通年（１単位） 

･全 32 ｺﾏ（１ｺﾏ 55 分）の授業･実習･発表会の実施 
･課題研究英語ﾎﾟｽﾀｰ･ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの作成 
･理数科課題研究英語ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ 

ｹ ＳＳ特別講座 
理数科１･２･３年次 

･ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅠ～Ⅳ･英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ講座･英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
講座･英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ実践講座･研究ﾃｰﾏ相談会･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ
講座 

Ⅱ 新しい価値を創造する科学技術人材育成ｼｽﾃﾑの研究開発 
研究計画の項目･事業名 令和５年度の主な研究事項･活動内容 
ｱ 科学系部活動の推進 ･令和５年度高文連上川支部理科研究発表大会（物理部･生物部･化学部） 

･令和５年度高文連全道理科研究発表大会（物理部･生物部･化学部） 
･日本動物学会第 94 回山形大会 2023（生物部） 
･日本動物学会北海道支部 67 回大会（生物部） 
･日本金属学会 2024 年春期第 174 回講演大会高校生ﾎﾟｽﾀｰ
ｾｯｼｮﾝ発表高校･高専学生ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ 

ｲ ｻｲｴﾝｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ ･旭川学生の科学展 2024（生物部･化学部） 
･わくわくｻｲｴﾝｽ in 科学館（物理部･生物部･化学部） 
･ｻｲｴﾝｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（旭川市立近文小学校１年生向けの実験教室）  
･旭川市冬まつり支援事業「ﾋｶﾘ輝け！Snow Town in Tokiwa2024」 

（普通科２年生課題探究 ３ﾁｰﾑが参加） 

ｳ 国際科学ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ， 
科学の甲子園への参加 

･数学ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ（５名） 
･科学の甲子園（４ﾁｰﾑ，24 名） 

ｴ ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰ ･ｻｲｴﾝｽﾂｱｰ なよろ市立天文台 
本校生徒 13 名，ｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀｰ７名参加 

･ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅠ 北海道教育大学旭川校 
本校生徒６名，ｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀｰ 10 名参加 

･ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅡ 旭川医科大学 
本校生徒 11 名，ｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀｰ３名参加 

･ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅢ 旭川医科大学 
･ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅣ 札幌市立大学  

※Ⅲ，Ⅳについては３月中旬実施予定 
ｵ 大学研修 ･道外大学研修（筑波大，東京大学大気海洋研究所， 

東京大，法政大，千葉大，東京海洋大）  30 名参加 
･道内大学研修 

北海道大学研修（理学，農学，工学，獣医学，人獣共通 
感染症国際共同研） 23 名参加 

旭川市立大学研修（保健福祉学部看護学部）   22 名参加  
旭川医科大学研修（解剖学，先進医工学，先端医科学）

19 名参加 
ｶ 科学ｺﾝﾃｽﾄ，学会， 

国際的な研究交流への参加 
学会発表（52 件） ※参加予定数を含む 
科学ｺﾝﾃｽﾄ･外部発表会等（51 件＋α）  

※個人参加件数は不明のため＋αと表記 
ｷ ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ（SSH）の活用 「西高 SS ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ」表彰 

探究部門１名･理数部門１名 
Ⅲ 地域における学校種を超えた人材育成ｺﾝｿｰｼｱﾑの構築 
研究計画の項目･事業名 令和５年度の主な研究事項･活動内容 
ｱ 他の高校を加えた課題研究発表会の開催 ･SSH 課題研究英語発表会での名寄高校参加 

･道北圏探究ﾌｫｰﾗﾑ 2023 実施 
旭川市内高校４，上川管内高校２校，SSH 校３校， 
旭川市内中学校１校 研究発表･交流会，講演会 

･SSH 校（北見北斗高校）との交流促進 
ｲ 旭川市との探究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ及び 

対話集会の共創 
･課題発見ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅡ（旭山動物園） 
･ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅡ（母乳育児相談室きらり）課題探究
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における研究課題の共有･提案 
･旭川ｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞｺﾝｿｰｼｱﾑ主催 合同成果発表会 
･あさひかわみらい会議主催 まちなかｷｬﾝﾊﾟｽ 2023 
･旭川市冬まつり支援事業「ﾋｶﾘ輝け！Snow Town in Tokiwa2024」  

ｳ 北海道教育大学旭川校と高大を接続した 
探究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの共創とｶﾘｷｭﾗﾑ接続 

･４年生教職実践演習に本校探究活動支援ﾃｨｰﾁﾝｸﾞｱｼｽ
ﾀﾝﾄ（TA）選択ｺｰｽ設置（３年目） 
受講生徒：４年生３名 
聴講生徒：４年生１名，３年生１名，２年生２名，１年生４名 

ｴ ｻｲｴﾝｽｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀｰ ･本校 Web ﾍﾟｰｼﾞで登録 
･ｻｲｴﾝｽﾂｱｰ，ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅠ～Ⅳ参加 

ｵ ｻｲｴﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ ･北海道ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｻｲｴﾝｽﾌｪｱ（HISF）と併せて開催 
（会場：北海道札幌啓成高等学校，札幌日大高等学校） 

ｶ ｻｲｴﾝｽﾘﾝｸ協議会 ･校長分科会･主担当者分科会（課題の共有と情報交換）  
ｷ 教員研修 ･SSH 情報交換会においてﾃｰﾏ「地域との共創」におい

て代表校として実践事例紹介 
･北海道立教育研究所「総合的な探究の時間実践研修」
及び「理数探究ｾﾐﾅｰ」 
･教員研修は３回実施 
①「令和５年度旭川西高等学校 SSH 第Ⅲ期の概要と今
年度の課題」について，年度始職員会議にて研究開発
ｸﾞﾙｰﾌﾟから事業内容についての説明 
②「研究倫理」について，林要喜知氏（北都保健福祉
専門学校校長）を講師として招聘し，説明および研究
協議 
③「３期目 SSH 事業における中間評価および事業分
析」について，本校校長，教頭，SSH 担当が中心とな
って研究協議（３月実施予定） 
※中間ﾋｱﾘﾝｸﾞを受けて評価内容の共有と SWOT 分析に
よる本校事業課題の分析 

ｸ 評価方法の研究 ･Google Forms による自己評価･相互評価の効率化 
ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾃｽﾄの実施 
･Ｚ会ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ基礎学力ｱｾｽﾒﾝﾄｼﾘｰｽﾞ LIPHARE「課題
発見･解決能力ﾃｽﾄ」の実施 
･１年次は標準，２年次は応用ｺｰｽによる効果測定 

ｹ ICT を活用した成果の普及 ･課題研究英語発表会の YouTube 配信 
･ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙにおける探究授業･発表会の様子，SSH 事
業の概要を動画で紹介 
･旭川西高校 SSH 生徒研究発表･交流会の動画公開 
･教員研修における研究論文･ﾎﾟｽﾀｰ等成果物の活用 

 

 ⑤ 研究開発の成果と課題  

○研究成果の普及について 

･課題研究英語発表会，生徒研究発表交流会を本校 Web ｻｲﾄで公開〔ﾃｰﾏⅠｸ〕 

･生徒研究発表･交流会を道内高校教員や管内中学校の教員に公開〔ﾃｰﾏⅠｴ〕 

･本校 Web ｻｲﾄから生徒研究発表･交流会の動画を公開〔ﾃｰﾏⅠｴ〕 

･教員研修における研究論文･ﾎﾟｽﾀｰ等成果物の活用〔ﾃｰﾏⅢｷ〕   

･本校ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙにおいて中学生と保護者，引率教員に対し探究内容の発表〔ﾃｰﾏⅢｹ〕 

･学校視察訪問の受け入れ及び授業公開〔ﾃｰﾏⅢｱ〕 

･本校の SSH 事業を紹介する TV 番組 

･活動の様子を紹介した書籍等 

○実施による成果とその評価 

研究開発ﾃｰﾏⅠ～Ⅲについて，令和５年度取組の実施による成果とその評価は次の通りである。 

Ⅰ 旭西ｶﾘｷｭﾗﾑの実践と評価を一体化した, ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの実現 

ｱ）課題発見ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸでは，１回目から旭山動物園で行い，疑問や問題を持ちやすくなるよう工夫

することができた。理数科については一人一人が「動物の行動観察」の視点を持ち，仮説に基づ

いて２回のﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸを実施した。「研究ﾃﾞｻﾞｲﾝ」において，研究ﾃﾞｻﾞｲﾝｼｰﾄ作成時に TA や３年

次生理数科ﾒﾝﾀｰに相談できる機会を創出することができた。研究ﾌﾟﾗﾝ作成と研究ﾁｰﾑ形成では，

ﾛｲﾛﾉｰﾄを活用し効率良く協働作業ができるようﾃﾞｰﾀや写真を共有しながら，Google ｽﾗｲﾄﾞで研究
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ﾌﾟﾗﾝを作成し発表することで，研究ﾌﾟﾗﾝを洗練し，研究ﾃｰﾏ設定に繋がるように工夫することが

できた。 

ｲ）数学Ⅰで扱うような統計学的内容について，表計算ｿﾌﾄｳｪｱの関数を用いた計算および表やｸﾞﾗﾌ

を作成することでﾃﾞｰﾀ分析実習を行い,ﾃﾞｰﾀから課題を発見する力を育成した。 

ｳ）「思春期講話」「薬物乱用防止講話」は外部人材を活用しｾﾐﾅｰを実施することができた。それ

ぞれ外部講師による講義の後，「思春期講話」では，普通科探究ﾁｰﾑを講師として簡単な講義を

行い，「薬物乱用防止教室」では，ﾜｰｸｼｰﾄを用いて，ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを行うことによって，考

察を深めることができた。 

ｴ）研究の質の向上を図る目的で，２年次普通科「課題探究中間報告会」を例年より早めて７月に

実施した。研究手法や調査活動，今後の方向性などをﾎﾟｽﾀｰにまとめ，企業，市役所，地域の方

々，卒業生，北海道教育大学旭川校の学生，運営指導委員，研究協力者，近隣高校教諭の前で発

表し，地域との共創へと発展させた。普通科代表ﾁｰﾑの発表は，内容とともにﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの質は

年々向上が見られた。今年度から普通科も研究論文を作成し，根拠となる実験のﾃﾞｰﾀや表を用い

てまとめ，研究論文の質も向上させることができた。 

ｵ）「生徒参加型 SSH ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ」は２回実施することができた。２回とも外部人材による対話型

講演を行うとともに講演後の座談会も実施した。 

ｶ～ｸ）双方向ｵﾝﾗｲﾝを活用した研究活動を実施した。「課題研究英語発表会」では，名寄高校が口

頭発表の参加と発表会全体を参観し，英語発表会では本校 SSH 指定後初めてとなった。千歳科学

技術大学からｶｰﾄﾊｳｽ･ｵﾗﾌ氏を講師に招き，「ﾏｲｸﾛﾌﾟﾗｽﾁｯｸ」に関する環境問題について英語での

講話を実施し，科学人材の育成を図った。 

ｹ）ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰ４回，英語特別講座それぞれ１回ずつ計３回，研究ﾃｰﾏ相談会･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ講座全てを

行うことができた。 

Ⅱ 新しい価値を創造する科学技術人材育成ｼｽﾃﾑの研究開発 

ｱ）発表実績として，日本動物学会第 94 回山形大会 2023 にてﾎﾟｽﾀｰ発表，令和５年度高文連全道理

科研究発表大会（函館市）にて口頭発表，日本金属学会 2024 年春期第 174 回講演大会高校生ﾎﾟ

ｽﾀｰｾｯｼｮﾝにて口頭発表など行った。 

ｲ）理科部が「旭川学生の科学展」「わくわくｻｲｴﾝｽ」に参加，普通科２年次課題探究ﾁｰﾑが旭川市

冬まつり支援事業「ﾋｶﾘ輝け！Snow Town in Tokiwa2024」に参加した。また，旭川市立近文小学

校における実験教室を実施し，ｱｼｽﾀﾝﾄは普通科２年次生徒 12 名が参加した。 

ｳ）数学ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ（５名），科学の甲子園（４ﾁｰﾑ，24 名）が参加した。 

ｴ）ｻｲｴﾝｽﾂｱｰを１回，ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰを４回実施した。 

ｵ）道外大学研修は，筑波大学，東京大学大気海洋研究所，東京大学，東京海洋大学，千葉大学，

法政大学で，道内大学研修は，北海道大学，旭川医科大学，旭川市立大学で実施できた。 

ｶ）普通科の課題探究ﾁｰﾑ「割れにくいｼｬﾎﾞﾝ玉」ﾁｰﾑ（普通科３年次生）が本校で初めて雪氷学会北

海道支部にて口頭発表および論文を紀要した。理数科２年次生の課題探究ﾁｰﾑ「糸状菌の菌種の

違いによる生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの分解能力の差について(第２報)」の成果が「探究ﾁｬﾚﾝｼﾞ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ」

北海道代表に推薦され，口頭発表を行いﾆﾄﾘ賞を受賞した。 

ｷ）Google ｱｶｳﾝﾄを活用して Google ﾄﾞﾗｲﾌﾞにﾃﾞｰﾀを保存し共有機能を活用した。 

Ⅲ 地域における学校種を超えた人材育成ｺﾝｿｰｼｱﾑの構築 

ｱ）６月の英語発表会において名寄高校の研究ﾁｰﾑがｽﾃｰｼﾞにおける口頭発表の参加を皮切りに，12

月「道北圏探究ﾌｫｰﾗﾑ 2023」を開催し，合計 10 校が参加した。 

ｲ）地域の人材を招き探究型の授業を実施。北海道地図株式会社，あさひかわみらい会議主催の「ま

ちなかｷｬﾝﾊﾟｽ 2023」，旭川ｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞ･ｺﾝｿｰｼｱﾑ主催の「合同成果発表会」，旭川青年会議所主

催の旭川市冬まつり支援事業「ﾋｶﾘ輝け！Snow Town in Tokiwa2024」などに参加した。 

ｳ）北海道教育大学旭川校とのｶﾘｷｭﾗﾑ接続の取組は今年度４年目で，教育大学４年生３名の受講，

４年生１名，３年生１名，２年生２名，１年生３名が聴講生として参加した。 

ｴ）今年度は３期目最多の 18 名が登録し，昨年度登録の中学生４名のうち，２名が再登録した。 

ｵ）札幌啓成高校でｻｲｴﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙが開催され，本校普通科２ﾁｰﾑ，理数科３ﾁｰﾑが参加した。 

ｶ）主担当者分科会は，令和２年度から文書で情報交換した。 

ｷ）運営指導委員北都保健福祉専門学校校長林要喜知氏を講師として「研究倫理」をﾃｰﾏに講義して

頂いた。また，SSH 情報交換会「地域との共創」で SSH 校を代表して実践事例発表した。 

ｸ）現２年次が１年次に実施した基礎ﾃｽﾄの結果は昨年度との比較で多くの項目で上昇した。 

ｹ）１年次では Google classroom とﾛｲﾛﾉｰﾄ，２年次は全て Google classroom を活用して探究活動

を実施した。発表会と交流会の様子はｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ形式で学校 HP 上に公開した。北海道放送「ﾏｲﾀｳ



- 6 - 

 

ﾝあさひかわ」で特色のある教育活動として紹介され，YouTube 配信の再生回数は 3000 回を超え

た。令和６年度高校入学者選抜試験の志願者は，理数科出願倍率が昨年度 1.1 倍から今年度当初

出願で 1.6 倍と上昇し，北海道内の理数科設置校で最高倍率となり，上川管内の他校，他学科と

比べて最も高い倍率であった。この２年間の SSH 事業の成果発信が効果である。 

○実施上の課題と今後の取組 

研究開発ﾃｰﾏⅠ～Ⅲの令和５年度における各取組について，研究開発の課題は次の通りである。 

ﾃｰﾏⅠ 旭西ｶﾘｷｭﾗﾑの実践と評価を一体化した, ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの実現 

ｱ）ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸやﾜｰｸｼｰﾄの形式を１人１台端末に対応させ，効果的かつ効率の良い方法に移行する。

（継続） 

ｲ）ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀの活用に関する講座を北海道地図株式会社と協働して理数科１年次を対象に実施しﾃﾞ

ｰﾀを収集･分析し，可視化するｽｷﾙを習得させ，研究活動の質の向上を図る。（継続） 

ｳ）１･２年次共通科目である利点を活かして，ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅡのように，ﾃｰﾏに関して意見を交流

する機会や生徒が講義をして一体となって考える機会を設定する。 

ｴ）普通科と理数科が相互に研究の質を高め合うために，研究交流の機会を設定する。 

ｵ）講師と生徒の質疑応答や生徒間の対話や意見交流の活性化を図る。 

ｶ～ｸ）理数科１年次～３年次の意見交流や研究交流の機会を充実させ，縦のつながりを強化するた

めﾒﾝﾀｰの増加を目指す。（継続） 

ｹ）普通科に対象を広げることを検討する。 

ﾃｰﾏⅡ 新しい価値を創造する科学技術人材育成ｼｽﾃﾑの研究開発 

ｱ）研究手法や技術の向上及び研究内容の深化と充実を図るため，科学系部活動の研究を大学や専

門機関と継続的に行うとともに新規開拓を行う。 

ｲ）課題探究の全ﾁｰﾑが，研究の成果を活かし広く地域ｲﾍﾞﾝﾄに参加し，地域の小中学生に自然科学

の興味･関心を高める活動を支援し活性化を図る。 

ｳ）講習会や事前指導を行い成果につなげる。 

ｴ）平日の放課後開催や，代替日の柔軟な設定を行う。 

ｵ）状況に応じて開催形態を工夫しながら，訪問大学の新規開拓を行う。  

ｶ）優れた研究成果に対して，科学ｺﾝﾃｽﾄへの参加や学会発表，国際的な研究交流等をどのように支

援するか検討する。 

ｷ）課外等での活動実績を学校代表として表彰する制度を整備する。 

ﾃｰﾏⅢ 地域における学校種を超えた人材育成ｺﾝｿｰｼｱﾑの構築 

ｱ）年度当初に生徒研究発表･交流会，道北圏探究ﾌｫｰﾗﾑの日程と会場を確定し，複数回，市内中学

校，市内高校に事前に案内することで参加を募るとともに，教員間で意見交流や情報交換ができ

る機会を設定する。（継続） 

ｲ）地域課題に取り組んでいる探究ﾁｰﾑと旭川市や関係機関と研究成果を共有する機会を設定する。

また，旭川ﾃﾞｻﾞｲﾝｳｨｰｸなど地域ｲﾍﾞﾝﾄへの参加を支援し，自ら研究成果を普及する。ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽｾﾐ

ﾅｰ等において，旭川市や自治体だけではなく，地域の人材を積極的に活用し探究型の授業を共創

する。（継続） 

ｳ）北海道教育大学旭川校の全専攻から募集しており，専門分野の多様性を活かした支援や研修を

組み込むことで，探究活動支援や事例研究の質の向上を図る。また，本校卒業生が活動に参加で

きる体制を整備する。（継続） 

ｴ）本校の発表会や生徒の活動の一部を動画配信し，新たな取組によって活動を拡大する。また，

旭川工業高等専門学校や旭川市科学館，旭川医科大学などと連携したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの構築を行う。 

ｵ）開催日程･形態及び，参加形態を検討する必要がある。 

ｶ）ｻｲｴﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙと主担当者分科会の開催日程と形態を検討する。 

ｷ）次年度以降も継続して，北海道教育委員会及び北海道立教育研究所と連携し，課題探究をはじ

めとした本校の探究活動や研究発表をﾓﾃﾞﾙとして研修を実施することで, 本校のこれまでの研

究開発の成果を普及するとともに，指導力向上を図る。 

ｸ）自作する課題発見ﾃｽﾄと民間の課題発見･解決能力ﾃｽﾄを探究の授業に位置づけて実施するととも

に，効果を検証する。第Ⅱ期で実施した卒業生ｱﾝｹｰﾄを発展させ，卒業生の追跡調査を行い SSH

事業評価の研究を行う。 

ｹ）発表会の動画配信や双方向ｵﾝﾗｲﾝ型の交流会や研修会を継続して研究開発していく。１人１台端

末を活用した探究型学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑについて，研究開発しながら発信する。（継続） 
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別紙様式２－１ 

北海道旭川西高等学校 指定第Ⅲ期目 03～07 

❷令和５年度ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ研究開発の成果と課題 

 ① 研究開発の成果 （根拠となるﾃﾞｰﾀ等を「❹関係資料」に掲載すること。） 

研究開発ﾃｰﾏⅠ～Ⅲについて，令和５年度取組の実施による成果とその評価は次の通りである。 

Ⅰ 旭西ｶﾘｷｭﾗﾑの実践と評価を一体化した, ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの実現 

ｱ 「探究基礎」普通科･理数科共通 １年次生（１単位）次の①～③の単元で構成されている。 

① 課題発見ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ 

生徒が興味を持ったものを撮影した写真を用い，生徒間で疑問や問題を共有することで，

社会や実生活の問題に結びつけるとともに，学術･研究分野や先行研究の調査方法を主体的･

対話的に学ぶことで，探究ｽｷﾙの基礎を身に付けることを目的としている。今年度は，１回

目のﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸから旭山動物園で行い，疑問や問題を持ちやすくなる工夫をした。理数科に

ついては一人一人が観察の視点を持ち，仮説を立て３回のﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸを行った。 

② 研究ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸと先行研究調査を経て，一人一人が見出した仮説や検証方法を「研究ﾃﾞｻﾞｲﾝ」

としてまとめた。研究ﾃﾞｻﾞｲﾝの作成時に TA や３年次生理数科ﾒﾝﾀｰに相談できる機会をつく

り，生徒研究発表･交流会では２年次生へ発表することで，指導･助言をもらえるようにした。

先行研究調査の論文ﾘｽﾄや研究ﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾟｽﾀｰをﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀとして作成するため，ﾛｲﾛﾉｰﾄを使用

し，「研究ﾃﾞｻﾞｲﾝ」を作成する上で十分に活用することができた。 

③ 研究ﾌﾟﾗﾝの作成と研究ﾁｰﾑ形成 

研究ﾁｰﾑやｾﾞﾐ内でｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを重ね，研究課題を明確にして研究ﾌﾟﾗﾝを作成すると

ともに，生徒間で対話･議論しながら主体的に調査研究活動を行う集団を形成する。ﾛｲﾛﾉｰﾄ

で協働作業が効率良くできるようﾃﾞｰﾀや写真を共有しながら，Google ｽﾗｲﾄﾞで研究ﾌﾟﾗﾝを作

成し発表することで，研究ﾌﾟﾗﾝを洗練し研究ﾃｰﾏ設定につなげた。 

ｲ 「ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ」普通科･理数科共通 １年次（後期１単位） 

様々な分野において，ﾃﾞｰﾀを収集し分析する手法や統計処理の方法についての基礎を学習し

た。数学Ⅰで扱う統計学的内容について，表計算ｿﾌﾄｳｪｱの関数を用いた計算および表やｸﾞﾗﾌ

を作成することでﾃﾞｰﾀ処理の基本ｽｷﾙを身に付けることができた。また，ﾃﾞｰﾀ分析実習を行い,

ﾃﾞｰﾀから課題を発見する力の育成を図った。 

ｳ 「ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ」普通科･理数科共通 １･２年生次（１単位） 

生徒の健康･安全に関わる講演会である「思春期講話」と「薬物乱用防止講話」をﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

ｾﾐﾅｰとして実施した。覚醒剤や麻薬，危険ﾄﾞﾗｯｸﾞを含めた違法薬物の影響や危険性について講

話を実施し，巻き込まれないためにはどうすべきかをﾜｰｸｼｰﾄにまとめて，振り返りと発表活動

を行った。 

ｴ 「課題探究」普通科･理数科共通 ２年次（２単位） 

普通科は各ﾁｰﾑに一人ずつｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰとして教員を配置し，３年次生「ﾒﾝﾀｰ」を普通科課題探

究の各ｾﾞﾐに配置した。先輩からの研究内容に関する質問によって考えを掘り下げることなど，

学年の枠を越えた学びがあった。研究の質の向上を図る目的で，普通科「課題探究中間報告会」

を実施し，研究手法や調査活動，今後の方向性などをﾎﾟｽﾀｰにまとめて発表した。地域企業や

市役所，地域の方々，本校卒業生，北海道教育大学旭川校の学生，運営指導委員，研究協力者，

近隣高校教諭の参加で非常に実りある報告会となり，地域との共創へと繋がった。12 月の生

徒研究発表･交流会は,１日目に校内での口頭発表･生徒相互評価，２日目の午前にﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ，

午後に代表ﾁｰﾑによる口頭発表を旭川市公会堂にて実施した。普通科代表ﾁｰﾑによる発表は今年

度で４年目となり，発表内容とともにﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの質は年々向上している。大舞台での発表

は生徒にとって魅力であり，原動力となっている。普通科全 32 ﾁｰﾑ，理数科全８ﾁｰﾑの計 40 ﾁ

ｰﾑ，延べ 134 ﾁｰﾑが学会や外部発表会へ参加し，今年度より普通科も研究論文を作成し，根拠

となる実験のﾃﾞｰﾀや表を用いてまとめ，研究論文の質向上に貢献した。 

ｵ 「生徒参加型 SSH ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ」普通科･理数科 １･２年次 

１回目の「生徒参加型 SSH ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ」は「先端科学移動大学」と連動して，11 月 17 日（金）

に実施した。講師はｱﾌﾘｶで感染症調査をしている北海道大学准教授梶原将大氏に依頼し，感

染症の危険性やｳｲﾙｽが伝染するﾒｶﾆｽﾞﾑについて講義を受けた。講演と質疑に加え，研究者に

なった経緯や研究のやりがいについて直接話す座談会の時間も設けた。２回目は本校卒業生
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を講師として迎える「すずらん塾」において，「小さな町が挑むまちづくり」というﾃｰﾏで講

演および座談会を行った。旭川市の隣にある東川町長を務める菊地伸氏を講師に招き，地域を

活性化するため移住の促進や地域資源を活用に尽力されている経験などを講話していただい

た。全校体制での探究活動が社会においてどのように役立つかを知る機会となった。 

ｶ 「ＳＳ研究Ⅰ」理数科１年次（１単位） 

地域巡検Ⅰ･Ⅱでは事前学習から疑問点を見出し共有するｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸを大幅に増やし実施し

た。地域巡検Ⅰでは，嵐山と神居古潭の植生や地形，地質などを観察することにより見出した

疑問点･問題点を共有することで，個人の気付きから科学的な見方や考え方ができるように指

導や振り返りを工夫した。個人ﾚﾎﾟｰﾄは，観察の記載だけでなく自ら調査し考察した内容を表

現するものとし，ﾛｲﾛﾉｰﾄを用いﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀで提出させた。地域巡検Ⅱでは，旭山動物園の全面

協力で，動物の行動観察の意味と手法についての講義を受け，観察する際の注目すべき観点を

設定し行動観察を行いﾃﾞｰﾀの収集を行った。ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝでは，仮説を立て，検証と考察

を重ね，ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝとしてまとめ，課題探究で必要となる科学的手法を身に付けた。 

ｷ 「ＳＳ研究Ⅱ」理数科２年次（１単位） 

課題研究中間報告会を７月と 11 月に２回実施し，大学や企業，研究機関の研究者，旭山動

物園の職員の方に助言をいただくことで研究の深化を図ることができた。研究者からのﾌｨｰﾄﾞ

ﾊﾞｯｸを受け課題を明確にし，専門性の高い研究に発展させることができた。課題探究を行う

上で，生徒が主体的に活動し新たな仮説を立てるために，検証結果を分析･解釈して，『探

究する力』および科学的手法を身に付けることができた。今年度は全ての項目について生徒

評価が上がっている。これは，基礎実験や報告会でｸﾞﾙｰﾌﾟ間での交流を多く持ったこと，３

年次の課題研究英語発表会に向けた事前準備や実施することの意図の説明を行ったことで

育成されたことに加え，お互いに認め合い，協働する関係が構築した結果とも考えらえる。

11 月の課題研究中間報告会では，研究の現状をまとめ発表し，助言者だけでなくｸﾞﾙｰﾌﾟ間の

交流も図り，12 月の課題研究発表会に向けて行うべきことが明確になった。そのため，実験

手法の工夫や仮説を再提示し研究を検証するなど，ｸﾞﾙｰﾌﾟで研究の深化を図ることができ

た。課題研究中間報告会等における生徒同士の対話や議論する機会が，ｸﾞﾙｰﾌﾟ間で相互に研

究の質を高める主体的活動につながっている。 

ｸ 「ＳＳ研究Ⅲ」理数科３年次（１単位） 

今年度も旭川市民文化会館大ﾎｰﾙにおいて「課題研究英語発表会」を実施した。全校生徒に

対して大型ｽｸﾘｰﾝにﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ資料を映し，英語による口頭発表を行い，発表する側，質問す

る側双方向での英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝをすることで，科学的な視点とともに，英語的な発想で議論で

きる「対話する力」と「自律して活動する心」，および国際的な言語文化への興味･関心と国

際的な視点を養うことができた。１･２年次生から非常に積極的な英語での質問が飛び交い，

活発な議論が行われる発表会となった。また，今回は北海道名寄高等学校から口頭発表への参

加と発表会全体の参観があり，英語発表会では本校 SSH 指定後初めてとなる共創形式をとっ

た。他校生徒が参加することで，発表者の緊張感は高まり，質疑の場面でも積極的な意見交流

の姿が見られた。 

さらに，千歳科学技術大学からｶｰﾄﾊｳｽ ｵﾗﾌ氏を講師に招き，「ﾏｲｸﾛﾌﾟﾗｽﾁｯｸ」に関する環境

問題について英語での講話をいただき，質疑応答も英語で行われたため，講師の先生からは傾

聴姿勢だけではなく英語による対話力についても高く評価された。 

昨年度課題として挙げた「地域社会との連携のもと科学技術人材の育成および国際化に対応

できる地域社会の創造者の育成」に向けて，今年度の英語発表会は大きな役割を果たすことが

できる発表会へ進化していっていると評価している。 

Ⅱ 新しい価値を創造する科学技術人材育成ｼｽﾃﾑの研究開発 

ｱ 「科学系部活動の推進」 

【生物部】･日本動物学会第 94 回山形大会 2023 ﾎﾟｽﾀｰ発表 

･令和５年度高文連全道理科研究発表大会（函館市）口頭発表 努力賞 

･日本動物学会北海道支部第 68 回大会 

【化学部】･日本金属学会 2024 年春期第 174 回講演大会高校生ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ発表 

･令和５年度高文連全道理科研究発表大会（函館市）研究発表 展示賞，ﾎﾟｽﾀｰ賞 

【物理部】･令和５年度高文連全道理科研究発表大会（函館市）努力賞  

ｲ 「ｻｲｴﾝｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ」（希望者対象） 

旭川市科学館ｻｲﾊﾟﾙで開催された「旭川学生の科学展」「わくわくｻｲｴﾝｽ」において，本校の
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物理部･生物部･化学部がｻｲｴﾝｽﾌﾞｰｽを展開し，科学への興味やﾛﾏﾝを育む活動を行い，地域の子

供たちに知的好奇心や探究心･想像力を醸成した。また，昨年度に引き続き，普通科２年次の

課題探究ﾁｰﾑが旭川市冬まつり支援事業「ﾋｶﾘ輝け！Snow Town in Tokiwa2024」に参加し，研

究成果の普及に努めた。青年会議所の協力で生徒の考案したｽｲｰﾂの販売や，子どもに冬まつり

用にｱﾚﾝｼﾞしたﾒｲｸを施し会場を盛り上げた。活動を行った２日間における来場者は 2,000 人に

も上り，影響は大きなものとなった。さらに，今年度初めてｻｲｴﾝｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとして旭川市立近文

小学校にて出張授業を行い，ｱｼｽﾀﾝﾄとして普通科２年次生徒が参加した。旭川市科学館や旭川

市が主催するｲﾍﾞﾝﾄに参加していることは大きな成果の普及につながっている。今後も，校外

活動を拡大させ，小中学生の自然科学への興味･関心を高める活動し，活性化を図る。 

ｳ 「国際科学ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ，科学の甲子園への参加」 

数学ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ（５名），科学の甲子園（４ﾁｰﾑ，24 名）参加 

ｴ 「ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰ」（希望者対象） 

ｻｲｴﾝｽﾂｱｰを１回，ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰを４回実施し，昨年度に引き続き先端的な科学技術や自然科学

に対する興味･関心をより向上させる仕組みを構築した。今後の活動を持続的にするために，

運営指導委員や研究助言者を中心としてｾﾐﾅｰの講師を依頼した。生徒ｱﾝｹｰﾄでは，天文学や宇

宙物理学など授業や日常的に触れることができない分野での開講を望む声が多いため，分野の

偏りが生じないように４領域（天文学，物理学，化学，医学）でｾﾐﾅｰを開講した。また，講義

形式のｾﾐﾅｰより実験や実際の体験活動の満足度が高いことから，次年度以降も体験型ｾﾐﾅｰの実

施を検討する。 

ｵ 「大学研修」（１･２年次生希望者対象） 

道外大学研修では，東京大学大気海洋研究所，東京大学，東京海洋大学，千葉大学，法政大

学の五大学に研修の依頼をし，生徒が体験する科学分野の選択肢を増やした。筑波大学では，

研修で学んだことをｸﾞﾙｰﾌﾟごとにﾎﾟｽﾀｰにまとめ，発表，ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを行い，研修内容を深化さ

せた。活動を通して本校が育成を目指す「対話する力」が磨かれ，ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の向上につ

ながった。また，作成したﾎﾟｽﾀｰを高校内に展示し，参加生徒以外にも研修内容を共有するこ

とができた。大学研修後，ＪＡＸＡ筑波宇宙ｾﾝﾀｰ見学を行い，各大学で研究されている科学が

実生活でどのように活用されているのか学ぶことができた。 

道内大学研修において，北海道大学では，昨年度に引き続き，全体研修の形態で実施し，参

加生徒の事後ﾚﾎﾟｰﾄから，科学分野の専門的な知識に触れたことにより，事前ﾚﾎﾟｰﾄの内容より

深化が見られた。旭川市立大学では，看護分野に関する講座を中心に研修を実施し，KJ 法に

よるまとめ等をとおして多くの気付きが生まれ，生徒の変化が顕著に見られた。４年ぶりの旭

川医科大学での研修では，電子顕微鏡を用いた細胞小器官の観察，ﾚｰｻﾞｰﾒｽを使った鶏肉の切

開・縫合体験など，最先端の技術に触れることで理科的な興味・感心を醸成することができた。

どの研修も，道外大学研修と同様に，研修で学んだことをｸﾞﾙｰﾌﾟごとにﾎﾟｽﾀｰにまとめ，その

内容を共有する発表を行うことで研修内容の深化を図り，その後の学校生活や進路意識も向上

しており，具体的に学びたい分野を踏まえながら，進学を希望する大学について考えられるよ

うになった。 

ｶ 「科学ｺﾝﾃｽﾄ，学会，国際的な研究交流への参加」 

今年度も非常に多くの課題探究ﾁｰﾑが学会やｺﾝﾃｽﾄ等への参加を果たした。その中でも顕著な

活躍としては２つ挙げられる。１つ目としては，普通科の課題探究ﾁｰﾑ「割れにくいｼｬﾎﾞﾝ玉」

ﾁｰﾑ（普通科３年次生）が雪氷学会北海道支部にて口頭発表および論文の紀要を行った。北海

道大学工学研究院の内田努准教授の目に留まり，実験の協力をしていただいた。普通科の課題

探究のﾃｰﾏが科学系の学会で発表を行い，論文を紀要したのは本校 SSH 事業にては初となった。

２つ目としては，理数科２年次生の課題探究ﾁｰﾑ「糸状菌の菌種の違いによる生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯ

ｸの分解能力の差について(第２報)」の成果が，北海道教育委員会主催「S-TEAM 教育推進事業

「社会との共創」推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ兼「探究ﾁｬﾚﾝｼﾞ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ」」において，科学技術活用型の分野

で北海道代表に推薦された。この研究は現３年次生がｽﾀｰﾄさせ，その継続研究で，酪農学園大

学の協力のもとで実験を行い，DNA の配列などに違いを見出し高い評価に繋げることができ

た。両ﾁｰﾑ共通点は，外部発表等で指摘を受け再調査するなど研究を重ね，大学に実験協力を

してもらうことで科学的なﾃﾞｰﾀや根拠を示すことができた点である。本校が３期目１，２年目

に外部発表を活性化させて，多くのﾁｰﾑを参加させたことが成果に繋がった。 

 ｷ 「ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの活用」 

探究基礎･課題探究等のﾜｰｸｼｰﾄや論文ﾘｽﾄ，研究ﾃﾞｻﾞｲﾝｼｰﾄ，ﾎﾟｽﾀｰ，ｽﾗｲﾄﾞ等の成果物と，１
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年次生から３年次生までの自己評価や相互評価は，活動時に生徒と教員が参照できるようﾌｧｲ

ﾙに綴じて保管している。また，生徒の Google ｱｶｳﾝﾄを活用して Google ﾄﾞﾗｲﾌﾞにﾃﾞｰﾀを保存し

共有機能を活用し，端末さえあればいつでも研究内容を更新可能にしたことで，生徒がﾃﾞｰﾀ

などをすぐに目にする機会が増え，研究に対する取り組み姿勢にも変化が見られた。今年度も

Google ﾄﾞﾗｲﾌﾞに情報を集約しており，各種活動のﾃﾞｰﾀ管理が可能となった。 

Ⅲ 地域における学校種を超えた人材育成ｺﾝｿｰｼｱﾑの構築 

ｱ 「他の高校を加えた課題研究発表会の開催」 

「SSH 課題研究発表会」，「SSH 生徒研究発表･交流会」は，他校共創がなかなか実現できず

にいたが，今年度は管内の高校および中学校に対して年度当初から呼びかけたことで，６月の

英語発表会において北海道名寄高等学校の研究ﾁｰﾑがｽﾃｰｼﾞにおける口頭発表に参加した。ま

た，12 月には本校が培ってきた探究ｽｷﾙの還元や道北地区各校の課題探究の質やﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

力の向上を図る目的で「道北圏探究ﾌｫｰﾗﾑ 2023」を開催した。本校からは合計 20 ﾁｰﾑ（普通科

12 ﾁｰﾑ，理数科全８ﾁｰﾑ）が参加し，口頭発表やﾎﾟｽﾀｰ発表を行った。参加者のｱﾝｹｰﾄでは，「SSH

校の口頭発表が研究活動や発表活動が参考になる」，「ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝの満足度が高い」，「次年

度以降も参加してみたい」との回答が多く，継続して実施する必要性を感じた。 

ｲ 「旭川市との探究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ及び対話集会の共創」 

１年次「探究基礎（課題発見ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅡ）」，「ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅡ（思春期講話）」におい

て，地域の人材を招き探究型の授業を実施することができた。また，３月に，理数科１年次に，

北海道地図株式会社から講師を招いて，地理情報ｼｽﾃﾑ（ＧＩＳ）の活用や研究ﾃﾞｰﾀの分析方法

ついての講義を行う予定である。２年次の「課題探究」では，地域課題を研究するﾁｰﾑによる

旭川市へ提案や提言を行う機会として，あさひかわみらい会議主催の「まちなかｷｬﾝﾊﾟｽ 2023」

や旭川ｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞ･ｺﾝｿｰｼｱﾑ主催の「合同成果発表会」，旭川青年会議所主催の旭川市冬まつり

支援事業「ﾋｶﾘ輝け！Snow Town in Tokiwa2024」などに参加し，研究内容を広く発信した。 

ｳ 「北海道教育大学旭川校と高大を接続した探究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの共創とｶﾘｷｭﾗﾑ接続」 

北海道教育大学旭川校とのｶﾘｷｭﾗﾑ接続の取組は今年度４年目を迎えた。教育大学４年次必履

修科目である教職実践演習に，本校で探究活動支援のﾃｨｰﾁﾝｸﾞｱｼｽﾀﾝﾄ（TA）を実践するｺｰｽを設

定し，今年度は４年生３名の受講に加えて，４年生１名，３年生１名，２年生２名，１年生３

名が聴講生として参加した。主に生徒との対話を通じて探究活動支援を行うとともに，事例研

究を行い，その成果を発表した。本校教員は，大学生の活動と事例研究を評価し，それをもと

に教育大学が単位を認定した。北海道教育大学旭川校の全専攻から募集しており，専門分野の

多様性を活かした支援や研修を組み込むことで，探究活動支援や事例研究の質の向上を図っ

た。 

ｴ 「ｻｲｴﾝｽｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀｰ」 

今年度は，ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙに合わせて活動の様子を紹介し，各学校の教頭または進路担当教員に

ﾒｰﾙを送付し，本校 Web ｻｲﾄにおいて宣伝することで，ここ数年で最も多いｻｲｴﾝｽｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀｰの

登録があった。特に，昨年度参加していた中学生１･２年生４名のうち，２名が再登録してい

ることからも関心の高さがうかがえる。今年度もｻｲｴﾝｽﾂｱｰやｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰに帯同する形で活動を

行い，中学校の授業では体験できない実験活動など高い評価を得た。 

ｵ 「北海道ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｻｲｴﾝｽﾌｪｱ（HISF 及び未来創造探究ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ兼 HOKKAIDO ｻｲｴﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ」 

開催時期が例年より早く，本校の生徒交流発表会からの時間が短いため，英語に翻訳する時

間が少なかったが，発表自体は非常に優れたものが多く見られ，本校生徒が非常に勉強になる

ｻｲｴﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙとなった。 

ｶ 「ｻｲｴﾝｽﾘﾝｸ協議会」 

次年度ｻｲｴﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙの開催日程と形態を検討する必要がある。主担当者分科会は，令和２

年度から文書での情報交換のみとなっており，次年度以降の開催時期･形態についても検討が

必要である。 

ｷ 「教員研修」 

「研究倫理」をﾃｰﾏに，運営指導員である北都保健福祉専門学校 校長 林 要喜知 氏を講

師として招き，講義を行っていただいた。研究ﾃｰﾏによっては人体実験になる場合があるとい

う事例を交え研究倫理について研修を行った。例年行っている北海道教育委員会及び北海道立

教育研究所と連携した教員研修については，「総合的な探究の時間実践研修」（北海道立教育

研究所主催）と「理数探究ｾﾐﾅｰ」（北海道立教育研究所主催）にそれぞれ１名参加し，教員に

還元することで研究活動の指導力向上を図った。 
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ｸ 「評価方法の研究」 

今年度は，現２年次生が１年次に実施した Z 会の「課題発見･解決能力ﾃｽﾄ」標準ﾚﾍﾞﾙとの相

対的な評価を得ることができた。多くの項目で数値の上昇がみられる。顕著なのが「課題分析

･情報収集力」「論理を構築する力」「意見を構築する力」の３項目で，１年次はＡ２（基礎

段階の学習者）がﾎﾞﾘｭｰﾑｿﾞｰﾝ（100 名以上）であったが，それぞれＣ１（熟練した学習者），

Ｂ２（自立した学習者）へとｱｯﾌﾟした。３期目から実践している探究基礎の「課題発見ﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾑ」および課題探究の「調査･研究活動」によって生徒の探究学習ｽｷﾙが向上していることがう

かがえる。 

ｹ 「ICT を活用した成果の普及」 

１年次「探究基礎」においては Google classroom とﾛｲﾛﾉｰﾄで，２年次「課題探究」におい

ては全て Google classroom で行い，発表資料は Google ｽﾗｲﾄﾞを用いて作成し，情報共有を行

った。課題研究英語発表会，生徒研究発表交流会の様子を，ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ形式で学校 HP 上に公開

した。また，SNS を活用した情報発信は１つの投稿に対して数百件のｱｸｾｽが見られた。さらに，

HBC 北海道放送「ﾏｲﾀｳﾝあさひかわ」では特色のある教育活動ということで紹介され，YouTube

にも配信もされた。動画再生は 3000 回を超えている。令和６年度高校入学者選抜試験の志願

者は，昨年度の理数科（定員 40 名）出願倍率が 1.1 倍なのに対し，今年度は当初出願で 1.6

倍と，北海道内の理数科設置校での最高倍率となり，上川管内の他校，他学科と比べても最も

高かった。この２年間の SSH 事業の成果発信が，効果を発揮していると考える。 

 ② 研究開発の課題  （根拠となるﾃﾞｰﾀ等を「❹関係資料」に掲載すること。） 

(１) ﾃｰﾏⅠ 旭西ｶﾘｷｭﾗﾑの実践と評価を一体化した, ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの実現 

ｱ 「探究基礎」普通科･理数科共通 １年次（１単位） 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸやﾜｰｸｼｰﾄの形式を１人１台端末に対応させ，効果的かつ効率の良い方法に移行す

る。（継続） 

ｲ 「ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ」普通科･理数科共通 １年次（１単位） 

ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀの活用に関する講座を北海道地図株式会社と協働して理数科１年次を対象に実施

し，ﾃﾞｰﾀを収集･分析し，可視化するｽｷﾙを習得させ，研究活動の質の向上を図る。（継続） 

ｳ 「ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ」普通科･理数科共通 １･２年次（１単位） 

１･２年次共通科目である利点を活かして，ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅡのように，ﾃｰﾏに関して意見を交

流する機会や生徒が講義をして一体となって考える機会を設定する。 

ｴ 「課題探究」普通科･理数科共通 ２年次（２単位） 

普通科と理数科が相互に研究の質を高め合うために，研究交流の機会を設定する。 

ｵ 「生徒参加型 SSH ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ」普通科･理数科 １･２年次 

講師と生徒の質疑応答や生徒間の対話や意見交流の活性化を図る。 

ｶ～ｸ 「SS 研究Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ」理数科１･２･３年次（各１単位） 

理数科１年次～３年次の意見交流や研究交流の機会を充実させ，縦のつながりを強化するた

めﾒﾝﾀｰの増加を目指す。（継続） 

ｹ 「SS 特別講座」理数科１･２･３年次（SS を付した科目で実施） 

普通科に対象を広げることを検討する。 

 (２) ﾃｰﾏⅡ 新しい価値を創造する科学技術人材育成ｼｽﾃﾑの研究開発 

ｱ 「科学系部活動の推進」 

研究手法や技術の向上及び研究内容の深化と充実を図るため，科学系部活動の研究を大学や

専門機関と継続的に行うとともに新規開拓を行う。 

ｲ 「ｻｲｴﾝｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ」（希望者対象） 

課題探究の全ﾁｰﾑが，研究の成果を活かし広く地域ｲﾍﾞﾝﾄに参加し，地域の小中学生に自然科

学の興味･関心を高める活動を支援し活性化を図る。 

ｳ 「国際科学ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ，科学の甲子園への参加」 

講習会や事前指導を行い成果につなげる。 

ｴ 「ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰ」（希望者対象） 

平日の放課後開催や，代替日の柔軟な設定を行う。 

ｵ 「大学研修」（１･２年次希望者対象） 

状況に応じて開催形態を工夫しながら，訪問大学の新規開拓を行う。  

ｶ 「科学ｺﾝﾃｽﾄ，学会，国際的な研究交流への参加」 

優れた研究成果に対して，科学ｺﾝﾃｽﾄへの参加や学会発表，国際的な研究交流等をどのよう
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に支援するか検討する必要である。 

ｷ 「ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの活用」 

課外等での活動実績を学校代表として表彰する制度を整備する。 

(３) ﾃｰﾏⅢ 地域における学校種を超えた人材育成ｺﾝｿｰｼｱﾑの構築 

ｱ 「他の高校を加えた課題研究発表会の開催」 

年度当初に生徒研究発表･交流会，道北圏探究ﾌｫｰﾗﾑの日程と会場を確定し，複数回，市内中

学校，市内高校に事前に案内することで参加を募るとともに，教員間で意見交流や情報交換が

できる機会を設定する。（継続） 

ｲ 「旭川市との探究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑおよび対話集会の共創」 

地域課題に取り組んでいる研究ﾁｰﾑと旭川市や関係機関と研究成果を共有する機会を設定す

る。また，旭川ﾃﾞｻﾞｲﾝｳｨｰｸなど地域ｲﾍﾞﾝﾄへの参加を支援し，自ら研究成果を普及する。ﾗｲﾌｻ

ｲｴﾝｽｾﾐﾅｰ等において，旭川市や自治体だけではなく，地域の人材を積極的に活用し探究型の授

業を共創する。（継続） 

ｳ 「北海道教育大学旭川校と高大接続した探究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの共創とｶﾘｷｭﾗﾑ接続」 

北海道教育大学旭川校の全専攻から募集しており，専門分野の多様性を活かした支援や研修

を組み込むことで，探究活動支援や事例研究の質の向上を図る。また，本校卒業生が活動に参

加できる体制を整備する。（継続） 

ｴ 「ｻｲｴﾝｽｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀｰ」 

本校の発表会や生徒の活動の一部を動画配信するなど，新たな取組によって活動を拡大す

る。また，旭川工業高等専門学校や旭川市科学館，旭川医科大学などと連携したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの構

築を行う。 

ｵ 「ｻｲｴﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ」  

開催日程･形態及び，参加形態を検討する必要がある。 

ｶ 「ｻｲｴﾝｽﾘﾝｸ協議会」 

ｻｲｴﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙと主担当者分科会の開催日程と形態を検討する。 

ｷ 「教員研修」 

次年度以降も継続して，北海道教育委員会及び北海道立教育研究所と連携し，課題研究をは

じめとした本校の探究活動や研究発表をﾓﾃﾞﾙとして研修を実施することで, 本校のこれまで

の研究開発の成果を普及するとともに，指導力向上を図る。 

ｸ 「評価方法の研究」 

自作する課題発見ﾃｽﾄと民間の課題発見･解決能力ﾃｽﾄを探究の授業に位置づけて実施すると

ともに，効果を検証する。第Ⅱ期で実施した卒業生ｱﾝｹｰﾄを発展させ，卒業生の追跡調査を行

い SSH 事業評価の研究を行う。 

ｹ 「ICT を活用した成果の普及」 

発表会の動画配信や双方向ｵﾝﾗｲﾝ型の交流会や研修会を継続して研究開発していく。１人１

台端末を活用した探究型学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑについて，研究開発しながら発信する。（継続） 
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➌ 実施報告書（本文） 

１ 研究開発の課題 

 「新しい価値を創造する科学技術人材の育成と，地域と共創する旭西ｶﾘｷｭﾗﾑの研究･開発」 

(1) 研究開発の目標 

新しい価値を創造する科学技術人材を育成するために，「探究する力」，「対話する力」，「協

働して創り出す力」，「自律的に活動する心」（図１）を育てる旭西ｶﾘｷｭﾗﾑを地域と共に実践し，

その成果を普及し共有することで人材育成ｺﾝｿｰｼｱﾑの構築を目指す。 

研究開発ﾃｰﾏ 

Ⅰ 旭西ｶﾘｷｭﾗﾑの実践と評価を一体化した, ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの実現 

Ⅱ 新しい価値を創造する科学技術人材育成ｼｽﾃﾑの研究開発 

Ⅲ 地域における学校種を超えた人材育成ｺﾝｿｰｼｱﾑの構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 育成する「３つの力と１つの心」及び それらを具現化した「12 の力と心」 

  

(2) 研究開発の仮説 

第Ⅱ期までの成果と課題をもとに，研究開発のﾃｰﾏⅠ～Ⅲそれぞれについて，仮説Ⅰ～Ⅲを設定

した。統合的な視点から実生活や実社会を見つめ，主体的･対話的に探究を深めていく過程で課題

発見力が養われ，地域との接点を拡大することで結論を活用する力を育成することができる。ま

た，科学技術人材に必要な資質･能力を育てる課外活動の実績と評価を生徒と教員が共有すること

で，科学技術人材育成を促進することができると考えている。 

第３期 研究開発の仮説 

仮説Ⅰ 探究基礎における「課題発見ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」を教科横断的に実施し，統合的な視点から課題

を発見する「課題を見出す力」を育成する。また，対話をとおして課題を共有する範囲

を広げることで，本質を見出す過程を段階的に重ね「探究する力」，「対話する力」，

「協働して創り出す力」を育成する。これらの長期的･継続的な評価とﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの改善を

重ねることで課題研究の質を高めることができる。 

仮説Ⅱ 科学技術人材に必要な資質･能力の向上に関わる課外活動を系統立て，継続的な参加を

推進･支援し，国際的でより高いﾚﾍﾞﾙの「結論を活用する力」を育成することができる。

また，その活動実績と評価を記録･蓄積し，生徒と教員が共有し，活動実績に応じて単

位を認定するとともに，顕著に優秀な活動に対して表彰する制度を構築することで，

「探究し続ける心」を持った科学技術人材を育成することができる。 

仮説Ⅲ 旭西ｶﾘｷｭﾗﾑを中核として,地域（小中学校･自治体･企業）や高校，大学とのつながりを

拡充することで，対話しながら「３つの力と１つの心」を相互に養う人材育成ｺﾝｿｰｼｱﾑ

を構築することができる。 
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 (3) 研究開発の概略 

第Ⅱ期で開発した教科を横断した系統的な探究型学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを発展させ，地域と共に実践す

る。また，ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの視点に立って事業の長期的･継続的評価を確立する。さらに，地域

と中高大を通じて成果を普及し共有することで，人材育成ｺﾝｿｰｼｱﾑを構築し，新しい価値を創造

する科学技術人材の育成を目指す。次に示す研究開発ﾃｰﾏⅠ～Ⅲの主な事業や取組によって，探

究する力，対話する力，協働して創り出す力，自律的に活動する心を育成する。 

 

Ⅰ 「旭西ｶﾘｷｭﾗﾑ」の実践と評価を一体化した，ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの実現 

探究型学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実践と評価を一体化させ，その効果を継続的に検証する。 

ﾃｰﾏⅠ 事業･取組 対 象 単位 

ｱ 探究基礎 普通科･理数科１年次 １単位 

ｲ ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ 普通科･理数科１年次 １単位 

ｳ ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ 普通科･理数科１･２年次 ２単位 

ｴ 課題探究 普通科･理数科２年次 ２単位 

ｵ 生徒参加型 SSH ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 普通科･理数科１･２年次 -- 

ｶ SS 研究Ⅰ 理数科１年次 １単位 

ｷ SS 研究Ⅱ 理数科２年次 １単位 

ｸ SS 研究Ⅲ 理数科３年次 １単位 

ｹ SS 特別講座 理数科１･２･３年次 

（SS 科目で実施） 

-- 

 

Ⅱ 新しい価値を創造する科学技術人材育成ｼｽﾃﾑの研究開発 

科学技術人材育成に向けた課外活動への参加を推進･支援し，活動実績に応じて単位を認定･

表彰する制度の効果を継続的に検証する。 

ﾃｰﾏⅡ 事業･取組 時期 対象 換算時数 

ｱ 科学系部活動の推進 通年 希望者 -- 

ｲ ｻｲｴﾝｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 通年 希望者 最大 20 

ｳ 国際科学ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ，科学の甲子園への参加 随時 希望者 最大 10 

ｴ ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰ 通年 希望者 ２～８ 

ｵ 大学研修Ⅰ（筑波大学，東京大学，東京海洋大学他３校） ９月 希望者 18 

 大学研修Ⅱ（北海道大学） 11 月 希望者 12 

 大学研修Ⅲ（旭川医科大学･旭川市立大学） １月 希望者 ６ 

ｶ 科学ｺﾝﾃｽﾄ，学会，国際的な研究交流への参加 随時 希望者 最大 20 

ｷ ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ（SSH）の活用 通年 全員 -- 

※ 換算時数：「課題探究」増単における授業時数の目安 

 

Ⅲ 地域における学校種を超えた人材育成ｺﾝｿｰｼｱﾑの構築 

本校の探究活動を中核とした人材育成ｺﾝｿｰｼｱﾑを構築し，成果を普及し共有するｼｽﾃﾑのあり

方を管理機関と検証する。 

ﾃｰﾏⅢ 事業･取組 時期 連携･接続機関 

ｱ 他の高校を加えた生徒研究発表･交流会の開催 

（道北圏探究ﾌｫー ﾗﾑの開催） 

12 月 市内近郊高等学校 

道北中学高校，SSH 指定校 

ｲ 旭川市との探究ﾌ゚ ﾛｸ゙ ﾗﾑ及び対話集会の共創 随時 旭川市 

ｳ 北海道教育大学旭川校とのｶﾘｷｭﾗﾑ接続 ９～12 月 北海道教育大学旭川校 

ｴ ｻｲｴﾝｽｼ゙ ｭﾆｱﾄ゙ ｸﾀー  通年 市内近郊中学校 

ｵ ｻｲｴﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊ゙ ﾙ ２月 SSH 指定校 

ｶ ｻｲｴﾝｽﾘﾝｸ協議会 通年 北海道 SSH 指定校 

ｷ 教員研修 通年 北海道教育委員会，北海道立教育研究所 

北海道教育委員会，北海道立教育研究所  

北海道教育委員会，北海道立教育研究所  

ｸ 評価方法の研究 通年 

ｹ ICT を活用した成果の普及 通年 
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２ 研究開発の経緯 

年 月 日 曜日 内容 

５ ４ 11 

14 

17 

火 

金 

月 

･学校設定科目「課題探究」開始（理数科･普通科２年次） 

･学校設定科目「SS 研究Ⅲ」開始（理数科３年次） 

･学校設定科目「SS 研究Ⅰ」開始（理数科１年次） 

･学校設定科目「SS 研究Ⅱ」開始（理数科２年次） 

 ５ ２ 

11 

22 

 

30 

火 

木 

月 

 

火 

･「SS 研究Ⅰ」地域巡検Ⅰ〈北邦野草園･神居古潭〉 

･LIPHARE 課題発見･解決能力ﾃｽﾄ（標準ﾚﾍﾞﾙ） １年次 200 名 受験。 

･校内研修「研究倫理」について 

講師 北都保健福祉専門学校 校長 林 要喜知 氏（運営指導委員） 

･学校設定科目「探究基礎」開始（理数科･普通科１年次） 

 ６ ５ 

 

７ 

８ 

 

12 

17～18 

 

 

 

 

18 

 

19 

 

30 

月 

 

水 

木 

 

月 

土～日 

 

 

 

 

日 

 

月 

 

金 

･第３回全国高校生ﾌﾟﾚｾﾞﾝ甲子園 ２年次「動物園通り盛り上げ隊」 

北海道･東北ﾌﾞﾛｯｸ大会 優秀賞受賞 

･探究基礎「旭山動物園ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ」事前講話，旭山動物園園長 坂東 元 氏 

･SS 研究ⅢSS 特別講座「英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ講座」（ｵﾝﾗｲﾝ） 

講師 （有）ｲﾝｽﾊﾟｲｱ 副代表 ｳﾞｨｱﾍﾗｰ幸代 氏 

･探究基礎「旭山動物園ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ」（普通科１年次･理数科１年次） 

･まちなかｷｬﾝﾊﾟｽ 2023 ２年次７名，３年次 10 名参加。 

ﾃｰﾏ「不思議な科学体験および未来への提案」 

普通科３年次「まるで魔法!?つかめる消毒液」「割れにくいｼｬﾎﾞﾝ玉をつくろう！」

「松ぼっくりは次世代の木炭になるのか？！」「その皮，捨てないで！～皮も美味

しく食べちゃおう！～」の４班による共同参加。優秀賞を受賞。 

･わくわくｻｲｴﾝｽ（旭川市科学館ｻｲﾊﾟﾙ） 

ｻｲｴﾝｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとして物理部･化学部参加。 

･SSH 課題研究英語発表会（理数科３年次全ﾁｰﾑ･普通科３年次代表ﾁｰﾑが発表） 

第１回運営指導委員会，名寄高校生が口頭発表および参観，本校生徒との研究交流。 

･「ｻｲｴﾝｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ」～近文小学校出張授業～ 近文小学校で出張授業 

実験ｱｼｽﾀﾝﾄとして２年次 12 名参加。小学校１年生対象。 

 ７ 19 

 

 

20 

水 

 

 

木 

･課題研究中間報告会･ﾎﾟｽﾀｰ発表 普通科２年次 159 名，理数科２年次 40 名(4h)，１年

次 200 名，３年次ﾒﾝﾀｰ 25 名，保護者，西高 OB･OG，課題探究関係･協力者，市役所･

青年会議所，商工会など SSH 指定校教員，管内他校教員，運営指導委員 

･課題研究中間報告会･ﾎﾟｽﾀｰ発表（理数科２年次発表，理数科１年次参加） 

課題探究関係･協力者，運営指導委員 

 ８ ４ 

９～10 

 

19 

22 

 

 

 

金 

水～木 

 

土 

火 

 

 

 

･酪農大学研修 生物部４名参加 

･令和５年度ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ生徒研究発表会（神戸市） 

理数科３年次「植物の違いによる糸状菌の生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの分解調査」 

･ｻｲｴﾝｽﾌﾌｧｰﾑ 2023 理数科２年次５ﾁｰﾑ 24 名参加。 

･出張授業「第 11 回創造力，無限大∞高校生ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝ･ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ」 

普通科３年次 14 名参加。 

講師 株式会社日本政策金融公庫国民生活事業本部 

北海道創業支援ｾﾝﾀｰ 山崎 公寿 氏 

 ９ １ 

３ 

５ 

８ 

金 

日 

火 

金 

･ｱｲﾃﾞｱｺﾝﾎﾟｽﾄ 普通科２年次９ﾁｰﾑ 24 名参加。 

･LIP ﾌｪｽ in 東川 普通科２年次６名参加。 

･学校設定科目「ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ」開始（１年次） 

･「SS 研究Ⅰ」地域巡検Ⅱ（旭山動物園）（理数科１年次） 

 



- 16 - 

年 月 日 曜日 内容 

５ ９ ９ 

 

13～15 

 

25 

26 

土 

 

水～金 

 

月 

火 

･日本動物学会 第 94 回 山形大会 2023 

生物部「旭川西高校周辺のﾏﾒｼｼﾞﾐ類の分布と飼育について」 

･道外大学研修（２泊３日，筑波大学，東京大学，法政大学，千葉大学，東京海洋大，

東京大学大気海洋研究所，宇宙航空研究開発機構）２年次理数科 22 名，普通科８名参加。 

･高文連支部大会 物理･化学･生物部出場 

･SSH 指定校北海道北見北斗高等学校との研究交流会 ２年次理数科 40 名参加。 

 10 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

12 

 

12～13 

23 

29 

日 

 

木 

 

木～金 

月 

日 

･ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ･ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ国際会議 2024 学生招待ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ第４回ＳＢ Student Ambassador 

北海道大会 １年次１名，２年次２名，３年次２名参加。 

･北海道教育大学旭川校探究活動支援 TA 開始（受講生徒：４年生３名 聴講生徒：４年

生１名，３年生１名，２年生２名，１年生３名参加） 

･高文連全道大会 物理･化学･生物部出場 

･地域巡検Ⅱ発表会（理数科１年次），助言者 旭山動物園 佐賀 真一 氏 

･科学の甲子園北海道大会１次予選（会場提供および運営） 

 11 ２ 

 

10 

 

11 

 

17 

 

25･26 

 

 

木 

 

金 

 

土 

 

金 

 

土日 

 

･「対話の場づくり基礎講座 聞く問うﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ」 

講師 任意団体 snug 代表 長谷川 友子 氏 

･課題研究中間報告会･口頭発表（理数科２年次） 

課題探究関係･協力者，運営指導委員 

･ｻｲｴﾝｽﾂｱｰ「『秋の夜長に星空観察』～なよろ市立天文台 きたすばるへ～」 

ｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀｰ中学生７名，本校１年次６名，本校２年次７名参加。 

･SSH 講演会（先端科学移動大学講演会） 全校生徒参加 

北海道大学 人獣共通感染症国際共同研究所 准教授 梶原 将大 氏  

･道内大学研修（１泊２日，北海道大） 本校１年次 23 名参加。 

講師 准教授 内田 努 氏，教授 稲津 將 氏，教授 奥山 正幸 氏 

准教授 磯野 拓也 氏，准教授 中尾 亮 氏，助教 林田 京子 氏 

 12 ２ 

 

 

 

14･15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土 

 

 

 

木金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

･ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅠ「固体中を伝わる波の様子をｼﾐｭﾚｰｼｮﾝしてみよう」 

〜水面を伝わる波と固体中を伝わる波はどう違う！？ 〜 

ｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀｰ中学生 10 名，本校２年次６名 

北海道教育大学旭川校 教授 田中 之博 氏，教授 永山 昌史 氏 

･令和５年度北海道旭川西高等学校 SSH 生徒研究発表･交流会 

【１日目】 

旭山動物園研修報告 口頭発表     １ﾁｰﾑ(理数科１年次) 

道外大学研修報告  口頭発表     ２ﾁｰﾑ（１，２年次） 

普通科･理数科１年次 「探究基礎」研究ﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾟｽﾀｰ発表 200 名 

普通科２年次 課題探究「課題探究」口頭発表 33 ﾁｰﾑ(158 名) 

理数科２年次 課題研究･SS 研究Ⅱ「課題研究」口頭発表 ７ﾁｰﾑ(35 名) 

【２日目】 

理科部成果発表   口頭発表     物理･化学･生物部 各１本 

理数科２年次     口頭発表      ８ﾁｰﾑ 

普通科２年次     口頭発表     代表８ﾁｰﾑ 

普通科２年次    ﾎﾟｽﾀｰ発表     33 ﾁｰﾑ 
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年 月 日 曜日 内容 

５ 12 16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19 

 

 

26 

土 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火 

 

 

火 

･道北圏探究ﾌｫｰﾗﾑ 2023 

SSH 指定校口頭発表（４ﾁｰﾑ） 

北見北斗高校，釧路湖陵高校（両校とも１ﾁｰﾑ，ｵﾝﾗｲﾝ），本校（２ﾁｰﾑ） 

ﾎﾟｽﾀｰ発表（35 ﾁｰﾑ）  

旭川市立中央中学校（２ﾁｰﾑ），旭川東高校（１ﾁｰﾑ），旭川北高校（１ﾁｰﾑ），旭川

南高校（２ﾁｰﾑ），剣淵高校（３ﾁｰﾑ），上富良野高校（２ﾁｰﾑ），滝川高校（４ﾁｰﾑ），

本校（20 ﾁｰﾑ）  

【講演会】 

国立研究開発法人海洋研究開発機構（JAMSTEC）副主任研究員 中野 善之 氏 

えびすけ株式会社代表取締役ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 海老子川 雄介 氏 

･探究ﾃﾞｻﾞｲﾝ交流会 普通科･理数科１年次 

･令和５年度「探究ﾁｬﾚﾝｼﾞ上川」（北海道教育委員会主催） 

理数科２年次「千鳥ヶ池の堆積物を用いた堆肥の作成とその利用」班参加。 

･令和５年度ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ情報交換会（法政大学） 

ﾃｰﾏ「社会と共創」にて事例研究発表（ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ） 

６ １ ７ 

 

８ 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

12 

21 

 

23 

 

27 

 

 

28 

 

 

 

 

 

日 

 

月 

火 

 

 

 

 

 

 

 

金 

日 

 

火 

 

土 

 

 

日 

 

 

 

 

 

･旭川学生の科学展（旭川市科学館ｻｲﾊﾟﾙ） 

ｻｲｴﾝｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとして物理部･化学部･生物部参加。 

･数学ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ地区予選 理数科２年次５名参加。 

･令和５年度 S-TEAM 教育推進事業「社会との共創」推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（北海道教育委員会主

催）２年次理数科「糸状菌の菌種の違いによる生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの分解能力の差につ

いて（第２報）」班と「旭川の冬の気候を生かしたﾍﾟﾙﾁｪ素子の活用」班の２ﾁｰﾑ参加。

糸状菌班は探究ﾁｬﾚﾝｼﾞ･ｼﾞｬﾊﾟﾝの出場権を獲得。 

･旭川市立大学研修（保健福祉学部保健看護学科） 本校２年次 22 名参加。 

講師 旭川大学保健福祉学部保健看護学科 准教授 佐藤 慶如 氏 

･旭川医科大学研修（医学部医学科） 本校１年次 10 名，２年次 12 名参加。 

講師 旭川医科大学医学部医学科病理学講座（腫瘍病理分野）教授 髙澤 啓 氏 

･LIPHARE 課題発見･解決能力ﾃｽﾄ（応用ﾚﾍﾞﾙ） ２年次 199 名 受験。 

･合同成果発表会（旭川ｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞ･ｺﾝｿｰｼｱﾑ） 

２年次理数科３ﾁｰﾑ，普通科２ﾁｰﾑ参加。 

･ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅠ（薬物乱用防止） 全校生徒参加。 

講師 旭川医科大学 助教 奥田 勝博 氏 

･ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅡ「身近にあるたくさんの「ｹﾞﾙ」に触れて「化学」の世界を広めよう」 

講師 旭川医科大学化学教室助教 室崎 喬之 氏，准教授 眞山 博幸 氏 

･第６回持続可能な世界･北海道高校生ｺﾝﾃｽﾄ  

普通科２年次３ﾁｰﾑ 理数科２年次３ﾁｰﾑ参加。 

総合探究部門優秀賞：普通科２年次「小松菜ｽｲｰﾂをつくろう！」班 

理数探究部門優秀賞，環境学習ﾌｫｰﾗﾑ賞：理数科２年次「千鳥ヶ池の堆積物を用いた

堆肥の作成とその利用」班 

ﾉｰｽﾃｯｸ財団ｻｲｴﾝｽ＆ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ賞：「糸状菌の菌種の違いによる生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの分解

能力の差について(第２報)」班 
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年 月 日 曜日 内容 

６ ２ １ 

 

 

１･２ 

 

 

２ 

 

４ 

 

７ 

 

 

８ 

 

 

10･11 

 

 

木 

 

 

木金 

 

 

金 

 

日 

 

水 

 

 

木 

 

 

土日 

 

 

･令和５年度「探究ﾁｬﾚﾝｼﾞ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ」（北海道教育委員会主催）参加。 

ﾆﾄﾘ賞：「糸状菌の菌種の違いによる生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの分解能力の差について(第２

報)」班 

･2024HOKKAIDO ｻｲｴﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 兼 北海道ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｻｲｴﾝｽﾌｪｱ（HISF） 

日本語発表 理数科２年次２ﾁｰﾑ参加。 

英語発表  普通科２年次２ﾁｰﾑ，理数科２年次２ﾁｰﾑ参加。 

･生徒参加型 SSH ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ「すずらん塾」 １，２年次参加。 

「小さな町が挑むまちづくり」 東川町町長 菊地 伸 氏 

･わくわくｻｲｴﾝｽ（旭川市科学館ｻｲﾊﾟﾙ） 

ｻｲｴﾝｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとして化学部･生物部参加。 

･SS 研究ⅡSS 特別講座「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ講座」（ｵﾝﾗｲﾝ） 

講師 （有）ｲﾝｽﾊﾟｲｱ 副代表 ｳﾞｨｱﾍﾗｰ幸代 氏 

普通科２年次 10 名，理数科２年次 40 名参加。 

･ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅡ（思春期講話）１年次参加。 

講師 母乳育児相談室きらり 助産師 山崎 幸子 氏 

普通科２年次「同性婚どう成功？！」班 

･旭川市冬まつり支援事業「ﾋｶﾘ輝け！Snow Town in Tokiwa2024」 

普通科２年次「Make up で Life up!!」「米しか勝たん！！～米の良さを広めよう～」

「小松菜ｽｲｰﾂをつくろう！」班参加。 

 ３ ３ 

 

 

11 

 

13 

 

 

 

 

 

15 

 

30 

日 

 

 

月 

 

水 

 

 

 

 

 

金 

 

土 

・高校生ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｻﾐｯﾄ in ｴｽｺﾝﾌｨｰﾙﾄﾞ HOKKAIDO 

主催 小樽商科大学ｸﾞﾛｰｶﾙ戦略推進ｾﾝﾀｰ産学官連携推進部門 

 ２年次３名，３年次２名参加。３年次２名参加のグループ：最優秀賞受賞。 

･SS 研究ⅡSS 特別講座「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ実践講座」 

理数科２年次 40 名参加。東川日本語学校生徒とのｵﾝﾗｲﾝ交流 

･SS 研究ⅠSS 特別講座「研究とは？研究の楽しさとは？」（ｵﾝﾗｲﾝ） 

講師 法政大学経済学部 教授 藤田 貢崇 氏 理数科１年次 

･SS 研究ⅠSS 特別講座「ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙﾊｳｽで考える住まいの温･涼ﾃﾞｻﾞｲﾝ」 

講師 札幌市立大学ﾃﾞｻﾞｲﾝ学部 教授 齊藤 雅也 氏 理数科１年次 

･ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅣ「ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙﾊｳｽで考える住まいの温･涼ﾃﾞｻﾞｲﾝ」 

講師 札幌市立大学ﾃﾞｻﾞｲﾝ学部 教授 齊藤 雅也 氏  

･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ特別講座 

講師 ㈱北海道地図総合技術ｾﾝﾀｰ副ｾﾝﾀｰ長 石崎 一隆 氏 

･環境探究ﾌｫｰﾗﾑ（環境探究学研究会第５回定例大会） 

※なお３月については２月 28 日（水）現在で実施予定のものも掲載 
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３ 研究開発の内容 

ﾃｰﾏⅠ 旭西ｶﾘｷｭﾗﾑの実践と評価を一体化した, ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの実現 

仮 説Ⅰ 探究基礎における「課題発見ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」を教科横断的に実施し，統合的な視点から課題を

発見する「課題を見出す力」を育成する。また，対話をとおして課題を共有する範囲を広

げることで，本質を見出す過程を段階的に重ね「探究する力」，「対話する力」，「協働

して創り出す力」を育成する。これらの長期的･継続的な評価とﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの改善を重ねるこ

とで課題研究の質を高めることができる。 

 (1) ﾃｰﾏⅠの目的，仮説との関係，期待される成果 

「探究基礎」，「ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ」，「ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ」において，多面的な視点から課題を発見する「課

題発見ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」を実施することによって，「課題を見出す力」を育成する。また，対話をとお

して課題を共有する範囲を校内から地域や大学に広げ，本質を見出す過程を段階的に重ねるこ

とで「探究する力」，「対話する力」，「協働して創り出す力」を育成する。 

「課題探究」において，自ら設定した研究課題について，全校体制の教育支援のもと研究ﾁｰ

ﾑごとに調査･研究活動を行うことで，「探究する力」，「対話する力」，「協働して創り出す

力」を実践的に育成する。課題探究中間報告会を２回実施することにより，課題解決に向けて

研究の深化を図るともに，先を見通した活動へと発展させ「自律的に活動する心」を育てる。

研究課題に応じて大学や外部機関と連携した共同研究や，自治体とﾃﾞｰﾀや課題を共有し課題解

決に向けた行動と提案，提言をする「提案型課題研究」を実施する。 

理数科においては，これらの取組に加えて「SS 研究Ⅰ」，「SS 研究Ⅱ」，「SS 研究Ⅲ」，

「SS 特別講座」を実施することにより，自然科学の特徴を深く理解し，その見方･考え方を土

台にして課題研究を行う。さらに，英語による口頭発表とﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを行うことで，国際的な視

野をもって科学的に議論する力を育成する。  

これらの系統的な探究型学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑについて，長期的･継続的な評価とﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの改善を重ね

ることで課題研究の質を高めることができる。 

(2) 内容･方法 

ｱ 「探究基礎」普通科･理数科１年次（１単位） 

a. 目的･仮説 

地域のﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸから課題を見出し，一人ひとりが具体的な問題意識を持ちながら探究ｽｷﾙを学習

する。生徒間や TA と対話･議論する機会を段階的に設定することで，多面的な視点から課題を認識

し，研究課題設定の質の向上を図る。「探究する力」，「対話する力」，「協働して創り出す力」及び「自

律的に活動する心」を育成する。 

b. 研究開発内容･方法 

旭山動物園でのﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸから「１枚の写真」を撮影し，生徒間で疑問や問題を共有することで，

実生活，実社会における複雑な文脈に存在する事象に着目する。これを題材に先行研究の調査方法

について，協働して主体的･対話的に学び，探究ｽｷﾙの基礎を身に付ける。 

一人ひとりが研究課題を提案し，１年次全体で課題の共有を図るとともに，研究課題を分類しｾﾞﾐ

分けを行う。ｾﾞﾐ内では研究ﾁｰﾑを編成し，ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを重ね研究課題検討会を実施することで，

生徒間で対話･議論しながら自律的･主体的に調査研究活動を行う集団を形成するとともに研究課題

の深化を図る。 

ⅰ) 課題発見ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅠ 

実施日時  令和５年５月 30 日(火)６校時 探究基礎ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ･旭山動物園について知る  

６月 ７日(水)２，３校時 動物園長講演(体育館) 

６月 12 日(月)１～６校時ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ(動物園)  

        ６月 22 日(木)５，６校時 課題の共有･問題の本質 

対  象  １年次 200 名（普通科 160 名，理数科 40 名） 

場  所  本校１年次 HR 教室･体育館，旭川市旭山動物園 

講  師  旭山動物園長 坂東 元 氏，主査 佐賀 真一 氏 

担当教諭  飯岡 寛治（地歴･公民科），１年次担当教員 

内  容   「議論する力」，「企画･管理する力」の育成を図る。 

       坂東元氏による動物園の見方･考え方の講演を聴き，対話形式でﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを行う

ことでﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ時の視野を広げ，考え方を鍛える。旭山動物園を社会の縮図として

考え，身近な自然現象や社会事象から一人ひとりが感じた疑問や問題を表現する「写

真」を撮影する。以降の課題発見ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽで実施)の材料の一つとする。 
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ⅱ) 課題発見ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(現代の国語，ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽと連動して実施) 

実施日時  令和５年９月５日(火)～令和５年 12 月７日（木） 

対  象  １年次 200 名（普通科 160 名，理数科 40 名） 

場  所  本校１年次 HR 教室，多目的室他 

担当教諭  飯岡 寛治（地歴･公民科），１年次担当教員 

内  容   「課題を見出す力」，「表現する力」，「要点を整理する力」の育成を図る。研

究ﾃﾞｻﾞｲﾝ作成ｶﾞｲﾀﾞﾝｽでは、卒業生･ﾒﾝﾀｰによる座談会を実施。研究ﾃﾞｻﾞｲﾝ作成をは

じめる１年次生に向けて，３年次のﾒﾝﾀｰが自らの経験をもとに「探究」を充実した

活動にするためのｱﾄﾞﾊﾞｲｽやﾒｯｾｰｼﾞを座談会形式で伝える。そして，１年次生自ら「研

究ﾃﾞｻﾞｲﾝ」を考えるきっかけとし，探究活動の質の向上を図る。身の回りの疑問や

課題，課題発見ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅠで撮影した写真を材料に，実際に課題発見に取り組み，

問題解決に関係する分野研究や先行研究調査，解決に向けた研究ﾃﾞｻﾞｲﾝの作成を，

ＫＪ法やﾜｰﾙﾄﾞｶﾌｪ方式のｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸによって共有し，協働による相乗効果で課題探究

･課題研究に必要な知識と技能を学ぶ。また，「ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ」で学習する手法も活用

して，一人ひとりが研究課題と研究の仮説，検証方法等をﾎﾟｽﾀｰに表現した研究ﾃﾞｻﾞ

ｲﾝｼｰﾄを作成する。 

ⅲ) 研究ﾃﾞｻﾞｲﾝ相談会 

実施日時  令和５年 11 月 30 日(木) ５，６校時 

対  象  １年次 200 名（普通科 160 名，理数科 40 名） 

場  所  本校１年次 HR 教室･多目的室 

担当教員  飯岡 寛治（地歴･公民科），１年次担当教員 

内  容   「検証する力」，「貢献する力」，「異文化や多様性を理解する力」の育成を図

る。一人ひとりが作成した研究ﾃﾞｻﾞｲﾝについて，類似する学術･研究分野毎に意見交

流し，研究のﾌﾟﾗﾝを具体化する。また，意見交流を自らﾌァｼﾘﾃｰﾄすることで，自分

が必要な情報やｱｲﾃﾞｱを様々な人から引き出し，自分の研究ﾃﾞｻﾞｲﾝの作成に生かす。 

ⅳ) 生徒研究発表･交流会 

実施日時  令和５年 12 月 14 日(木)～15 日(金) 

対  象  １年次 200 名（普通科 160 名，理数科 40 名） 

２年次 197 名（普通科 157 名，理数科 40 名) 

場  所  本校１年次 HR 教室･多目的室･３階および４階廊下 

担当教員  飯岡 寛治（地歴･公民科），１年次担当教員 

内  容   「表現する力」，「議論する力」，「ﾏﾅｰ･ﾓﾗﾙを守る心」の育成を図る。一人ひと

りが作成した研究ﾃﾞｻﾞｲﾝについて，同学年のみならず，２年次生や３年次生ﾒﾝﾀｰに

ﾎﾟｽﾀｰ発表し，自分が必要な情報やｱｲﾃﾞｱを様々な人から引き出す。 

ⅴ) 研究ﾃﾞｻﾞｲﾝ交流(ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽと連動して実施) 

実施日時  令和５年 12 月 19 日(火)５，６校時 

対  象  １年次 200 名(普通科 160 名，理数科 40 名) 

場  所  本校体育館･多目的室  

担当教員  飯岡 寛治（地歴･公民科），１年次担当教員 

内  容   「検証する力」，「要点を整理する力」，「企画･管理する力」の育成を図る。研

究ﾃﾞｻﾞｲﾝｼｰﾄで研究課題を共有し，次年度の課題探究･課題研究で取り組む「研究課

題」を考える。この交流をきっかけに各自で希望の研究課題を集約し，普通科はﾁｰﾑ

編成(４～６名)とｾﾞﾐ(６研究分野)，理数科は８ﾁｰﾑ編成(４～６名)を決定する。 

ⅵ) 探究ﾌﾟﾗﾝ作成(ｾﾞﾐ活動) 

実施日時  令和６年１～３月 

対  象  １年次 160 名(普通科 160 名) 

場  所  本校１年次 HR 教室･講義室  

担当教員  １年次担当教員 

内  容   「課題を見出す力」，「議論する力」，「探究し続ける心」の育成を図る。 

ﾁｰﾑ毎に次年度の課題探究で取り組む「探究課題」を設定し，仮説･検証方法など

を決める。また，３月末にｾﾞﾐ内での検討会を行い，必要な情報やｱｲﾃﾞｱを引き出し，

ﾁｰﾑの探究ﾌﾟﾗﾝに生かす。 
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 c. 教育課程変更の理由 

「総合的な探究の時間」（３単位）に替えて「探究基礎」（１単位），「課題探究」（２単位）

を開設する。１年次の「探究基礎」では，探究活動を行う上で基礎となる課題研究の質の向上に

向けた「課題発見ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」を実施することで，「探究する力」，「対話する力」，「協働して創

り出す力」及び「自律的に活動する心」を育成する。また，２年次の「課題探究」では，設定し

た研究課題をもとに調査･研究活動を行い，その成果をﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝするとともに，研究ﾎﾟｽﾀｰ･論

文作成に取り組ませる。このことにより，「総合的な探究の時間」の目標である「探究の見方･考

え方を働かせ，横断的･総合的な学習を行うことをとおして，自己の在り方生き方を考えながら，

よりよく課題を発見して解決していくための資質･能力を育成する」ことが達成できる。 

教科 探究 科目 探究基礎 単位数 １単位 学年 １年次 

科目概要 

２年次で履修する『課題探究』に向けて，探究の手法等の基礎を学習するため，「ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝ

ｽ」とともに「課題発見ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」を実施する。一人ひとりが研究課題と研究の仮説，検証方法

等をﾎﾟｽﾀｰに表現した研究ﾃﾞｻﾞｲﾝを提案し，研究ｾﾞﾐ･ｸﾞﾙｰﾌﾟを編成する。最終的に研究ﾁｰﾑごと

に２年次に取り組む探究課題を発表する。 

到達目標 

･ｸﾞﾙｰﾌﾟで協働して取り組み,対話をとおして情報を共有し,考察を深めることができる。 

･探究の手法の基礎を身に付け，探究課題を提案することができる。 

･ｸﾞﾙｰﾌﾟで協働して仮説と検証方法を含めた探究課題を設定し，探究計画を作成できる。 

  【年間計画】 

月 単 元 時数 学習内容 
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ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ，ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ事前学習 

 

 

ⅰ)課題発見 
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ⅱ)研究ﾃﾞｻﾞｲﾝ作成 

 

 

 

ⅲ)生徒研究発表･交流会 

 

ⅳ)探究ﾌﾟﾗﾝ作成(ｾﾞﾐ活動

) 
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８ 

旭山動物園ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸの事前学習として旭山動物園坂

東園長を講師として動物園の見方･見せ方についての説

明を受け「一枚の写真」の撮影の参考とする。 

旭山動物園を社会の縮図として考え，身近な自然現象

や社会事象から一人ひとりが感じた疑問や問題を表現す

る「写真」を撮影する。以降の課題発見ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(ﾃﾞｰﾀｻｲ

ｴﾝｽで実施)の材料とする。 

「１枚の写真」を元に，「課題の種」の共有，先行研

究調査（論文検索とｻﾏﾘｰ作成）とその共有をとおして，

それぞれが「１枚の写真」を元にした課題を発見し，ｸﾗ

ｽ･学年で共有する。 

それぞれがｵﾘｼﾞﾅﾙの研究を実際にﾃﾞｻﾞｲﾝし，生徒研究

発表会･交流会で共有する。 

それぞれの希望する研究ﾃｰﾏに合わせて活動ﾁｰﾑを編成

し，同じ分野のﾁｰﾑをｾﾞﾐにまとめ，相互に交流･意見しな

がら次年度の課題探究で取り組む課題をﾃﾞｻﾞｲﾝする。 
 

d. 検証･評価 

探究基礎は大きく３つの単元から構成されている。最初の単元は地域における課題発見ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ

である。一人ひとりが撮影した写真を切り口に，生徒間で疑問や問題を共有することで，実生活，

実社会で見られる何らかの事象と関連する課題に着目する。それを題材に，学術･研究分野や先行研

究の調査方法を主体的･対話的に学び，探究ｽｷﾙの基礎を身に付けることを目的としている。昨年度

に続き，ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸを実施し，一人ひとりが観察の視点や仮説をもってﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸができるように行

った。今年度は個人のﾀﾌﾞﾚｯﾄを用いてﾜｰｸｼｰﾄを作成し，「一枚の写真」や課題の共有を行った。 

２番目は，ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸや先行研究調査を経て，一人ひとりが見出した課題とそれを解決するための

仮説や検証方法について「研究ﾃﾞｻﾞｲﾝ」としﾃｰﾏとめ，提案する単元である。今年度は，「研究ﾃﾞｻﾞｲ

ﾝ」の作成を行う前にﾒﾝﾀｰから研究ﾃﾞｻﾞｲﾝや探究活動に関して相談する機会をつくり，生徒研究発表

･交流会において研究ﾃﾞｻﾞｲﾝｼｰﾄを用いて，２年次やﾒﾝﾀｰに発表することで，ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸをもらえるよ

うにした。また，この単元を現代の国語およびﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽと連動して実施したことで，先行研究調査

の論文ﾘｽﾄや研究ﾃﾞｻﾞｲﾝｼｰﾄをﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀとして作成し，活用することができた。今年度は，ﾛｲﾛﾉｰﾄ

を用いることで，各授業における生徒の成果物をﾃﾞｰﾀとして残した。単元の最後では，１年次全体

で研究ﾃﾞｻﾞｲﾝを共有し，研究ｾﾞﾐ･ﾁｰﾑ分けを行った。さらに，課題発見ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸを旭山動物園で実
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施し，事前学習において動物園を多様な視点から見るため，旭山動物園園長の坂東元氏から講義い

ただき，自ら観察の観点や仮説を設定するための事前ﾜｰｸを行った。 

３番目の単元では，研究ﾁｰﾑやｾﾞﾐ内でｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを重ねることで，研究課題を明確にして研

究ﾌﾟﾗﾝを作成するとともに，生徒間で対話･議論しながら自律的･主体的に調査研究活動を行う集団

を形成する。 

昨年度より実施している Z 会の課題発見・解決能力ﾃｽﾄは，１年次探究基礎，２年次課題探究でど

のような力が育成されたかを比較・検証するために，昨年度より実施時期を早めた。次回は２年次

12 月に測定を行う予定であり，探究活動における力の変容を測る見込みである。 

次年度は，課題発見ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸの内容を精査し，地域の課題や身近な疑問に着目することができる

ように移行していく。 

ｲ 「ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ」普通科･理数科１年次（１単位） 

a. 目的･仮説 

様々な分野におけるﾃﾞｰﾀを題材にして，ﾃﾞｰﾀを収集し分析する手法や統計処理の方法についての

基礎を学習する。ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ分析演習を行い,ﾃﾞｰﾀから課題を発見する有効性を学習する。また，探

究活動を行う上で必要な，情報の取扱いにおける倫理に加えて，研究倫理の精神を養う。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ) ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ 

実施日時  令和５年４月～令和６年３月 

対  象  １年次 200 名（普通科 160 名，理数科 40 名） 

場  所  本校ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 

担当教諭  小玉 昌宏（国語科･情報科） 

内  容   様々な分野におけるﾃﾞｰﾀを題材にして，ﾃﾞｰﾀを収集し分析する手法や統計処理の

方法についての基礎を学習する。また，ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ分析演習を行い,ﾃﾞｰﾀから課題を

発見する有効性を学習する。さらに，探究活動を行う上で必要な，情報の取り扱い

における倫理に加えて，研究倫理の精神を養う。 

ⅱ) ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ特別講座 

実施日時  令和６年３月 15 日(金) 

対  象  １年次 40 名（理数科 40 名） 

場  所  本校ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 

講  師  北海道地図株式会社 執行役員 総合技術ｾﾝﾀｰ副ｾﾝﾀｰ長 石崎 一隆 氏 

担当教諭  小玉 昌宏（国語科･情報科） 

内  容   統計分析ｿﾌﾄｳｪｱ「Ｒ」を用いて，その使い方を学び，実際にﾃﾞｰﾀ分析を行うこと

で考察･発表活動を行う。 

c. 教育課程変更の理由 

「情報Ⅰ」を１単位に減じて「ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ」（１単位）を開設する。情報のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化や表現等を取

り扱うだけでなく，自然事象や社会事象に関わるﾃﾞｰﾀの収集や処理･分析方法など探究活動に必要な

知識と技能を習得する。問題解決の手順を踏まえながら生徒自身が主体的に課題解決のための調査

研究活動を行うことにより，「情報Ⅰ」の科目の目標である「情報に関する科学的な見方･考え方を

働かせ，情報技術を活用して問題の発見･解決を行う学習活動をとおして，問題の発見･解決に向け

て情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し，情報社会に主体的に参画するための資質･能力を次の

とおり育成することを目指す」ことを達成できる。 

教科 情報 科目 ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ 単位数 １単位 学年 １年次 

科目概要 

様々な分野におけるﾃﾞｰﾀを題材にして，ﾃﾞｰﾀを収集し分析する手法や統計処理の方法についての基礎

を学習する。ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ分析実習講座を行い,ﾃﾞｰﾀから課題を発見する有効性を学習する。また，探究活

動を行う上で必要な，情報における倫理に加えて，研究倫理の精神を養う。 

到達目標 

･探究活動を行う上で必要な統計処理技能（ﾃﾞｰﾀ処理，情報分析，ｸﾞﾗﾌ作成）を習得する。 

･ｸﾞﾙｰﾌﾟで情報を集めて共有し発表する活動を通じて，身に付けた技能の習熟を目指す。 

･ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ分析演習を行い,ﾃﾞｰﾀから課題を発見する有効性を学習する。 

･探究活動を行う上で必要な，情報における倫理に加えて，研究倫理観を身に付ける。 
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  【年間計画】 

月 単 元 時数 学習内容 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

１ 

 

 

 

２ 

 

３ 

１課題探究とは 

２情報通信ﾈｯﾄﾜ

ｰｸ 

  

３表計算ｿﾌﾄｳｪｱ 

４先行研究調査 

 論文ﾘｽﾄ 

５表の作成 

関数･表計算 

６ｸﾞﾗﾌ作成 

 ﾃﾞｰﾀ分析 

７統計処理 

 

８ﾃﾞｰﾀの分析 

９研究倫理 

２ 

４ 

 

 

６ 

 

４ 

 

３ 

 

４ 

 

４ 

 

４ 

１ 

課題探究の基本的な進め方を理解する 

情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸﾈｯﾄの仕組みを理解する 

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽについて理解する 

 

表計算ｿﾌﾄｳｪｱの基本的な操作方法を理解する 

 

「探究基礎」で見出した課題に関して，J-Stage等を活用した論文検索を行

い，論文ﾘｽﾄを作成する。 

論文に記載されている研究手法や図表を分類し，統計処理を行う 

表計算ｿﾌﾄを用いた表の作成方法と関数の使い方を習得する 

様々な形式のｸﾞﾗﾌ作成方法を習得する 

ｸﾞﾗﾌからﾃﾞｰﾀの特徴を読み取る 

表計算ｿﾌﾄを用いて代表値，分散，標準偏差を計算し，相関分析を行う。 

 

ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀを用いて課題を発見する 

情報における倫理，研究倫理を学ぶ 
 

d. 検証･評価 

様々な分野におけるﾃﾞｰﾀを題材にして，ﾃﾞｰﾀを収集し分析する手法や統計処理の方法についての

基礎を学習した。数学Ⅰで扱う統計学的内容について，表計算ｿﾌﾄｳｪｱの関数を用いた計算および表

やｸﾞﾗﾌを作成することでﾃﾞｰﾀ処理の基本ｽｷﾙを身に付けることができた。また，ﾃﾞｰﾀ分析実習を行い,

ﾃﾞｰﾀから課題を発見する力の育成を図った。さらに，研究活動を行う上で必要な，情報における倫

理を学習した。 

昨年度実施したﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ特別講座は，今年度は３月に理数科１年次生徒向けに実施を予定して

いる。昨年度に引き続き，北海道地図株式会社の石崎一隆氏を講師として招いて地域課題や社会問

題を解決するために、ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀを用いた数値の比較や分析方法について講義を行う予定である。昨

年度の講座を受けて，今年度の課題探究においてｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀを活用した班がいたり，理数科には検定

に役立てたりした班があったため，講座の実施は非常に有効であると考える。 

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽは「情報」の代替科目として実施しているが，現２年次から共通ﾃｽﾄにおいて試験科目

となることからも，昨年度の反省を踏まえて授業内容について改善を図った。しかしながら，統計

解析の分野を数学科に，ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀの活用を社会科に分担するなど科目横断型での実施が十分にで

きなかったため，次年度も引き続き検討を重ね，改善を図る。 

ｳ 「ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ」普通科･理数科１･２年次（２単位） 

a. 目的･仮説 

保健分野の４項目のうち「生涯を通じる健康」及び「健康を支える環境づくり」について，ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ごとに探究活動を行い，内容についてﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ及びﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを行う。更に，生徒が学習評価を

するための確認ﾃｽﾄを作成し実施する。単元に関連する自治体職員等の講義や対話をとおして，理解

を深めるとともに,身近な課題を持続可能な開発目標と関連して認識することで，教科等横断型の活

動につなげる。 

これまで学校行事として行っていた生徒の健康･安全に関わる講演会をﾗｲﾌｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰとして実施

する。生徒は各ﾃｰﾏについて事前学習を通じて主体的に考え，ｸﾞﾙｰﾌﾟや講師と対話的に学び，事後学

習によって内容を深めﾃｰﾏとめる。これらの活動により，実生活･実社会に存在する課題の発見につ

なげる。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ) ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅠ（薬物乱用防止講話） 

実施日時  令和６年１月 23 日(火)２，３校時 

対  象  １，２年次 397 名（普通科 317 名，理数科 80 名） ※３年次生も全員参加 

場  所  本校体育館 

タイトル  「依存性薬物の怖さを知ろう」 

講  師  旭川医科大学医学部 教授 奥田 勝博 氏 

担当教諭  齋藤 寛幸（数学科），中林 信也（国語科） 
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紺屋 和広，海野 輝人，漆山 裕章，森田 直文（保健体育科） 

内  容   これまで学校行事として行っていた生徒の薬物乱用防止に関わる講演会をﾗｲﾌｻｲｴ

ﾝｽの授業単元の一つとして実施した。今年度は，覚醒剤や麻薬，危険ﾄﾞﾗｯｸﾞを含め

た違法薬物の影響や危険性をﾃｰﾏとした。薬物が身体に与える影響について理解し，

薬物乱用への誘惑等に対して，自分はどのような姿勢を示すべきかを考え，文章で

表現した。 

ⅱ) ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅡ（思春期講話） 

実施日時  令和６年２月８日（木）５，６校時 

対  象  １年次 200 名（普通科 160 名，理数科 40 名） 

場  所  本校体育館 

タイトル  「生と性の大切な話」 

講  師  母乳育児相談室きらり 助産師 山崎 幸子 氏 

      本校２年次課題探究で「性の多様性」をﾃｰﾏに活動した研究ﾁｰﾑ「同性婚どう成功？！」

班の５名 

担当教諭  齋藤 寛幸（数学科），漆山 裕章，紺屋 和広（保健体育科） 

大槻 真美（養護教諭），１年次担当教員 

内  容   これまで学校行事として行っていた思春期講話に関わる講演会を，今年度もﾗｲﾌｻｲ

ｴﾝｽの授業単元の一つとして実施した。「いのちの授業」を実践している講師の講話

に，生徒が主体的･対話的に学ぶ場面を取り入れることによって「自律的に活動する

心」を涵養する。事後学習で内容を振り返り，生と性について自らの考えをまとめ

表現することで，実生活･実社会に存在するﾃｰﾏに関わる課題を発見する。 

 c. 教育課程変更の理由 

教科 保健 科目 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ 単位数 ２単位 学年 １･２年次 

科目概要 

地域社会における人の健康や環境について，身近な問題と関連づけ教科･科目を横断して探究

活動を行う。また，外部人材を活用して対話型の学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実施する。 

到達目標 

個人及び社会生活における健康･安全について理解を深めるようにし，生涯を通じて自らの健

康を適切に管理し，改善していく資質や能力を身に付ける。 

「保健」（２単位）に替えて「ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ」（２単位）を開設する。地域社会における人の健康や

環境について，身近な問題と関連付けて持続可能な開発目標にむけた教科横断型の探究活動を行う。

また，外部人材を活用して対話型の学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実施する。 

  【年間計画】 

月 単 元 時数 学習内容 

１ 

 

 

 

 

２ 

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅠ 

 

 

 

 

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅡ 

２ 

 

 

 

 

２ 

薬物乱用防止に関わる講座 

ﾃｰﾏ「依存性薬物の怖さを知ろう」 

覚醒剤や麻薬，危険ﾄﾞﾗｯｸﾞを含めた違法薬物の影響や危険性について

理解する。また，薬物乱用への誘惑等に対して，自分はどのような姿勢を示

すべきかを考える。 

思春期講話（生命の誕生や性感染症，性の多様性についての講座） 

ﾃｰﾏ「生と性の大切な話」 

外部講師に本校普通科２年次課題探究「性の多様性」をﾃｰﾏに活動した研

究ﾁｰﾑ５名を加えて，主体的･対話的なｾﾐﾅｰを実施する。 
 

d. 検証･評価 

一昨年度，昨年度と同様，生徒の健康･安全に関わる講演会である「思春期講話」と「薬物乱用防

止講話」をﾗｲﾌｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰとして実施した。 

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅠ（薬物乱用防止講話）は，覚醒剤や麻薬，危険ﾄﾞﾗｯｸﾞを含めた違法薬物の影響や

危険性について旭川医科大学法医学講座から奥田准教授を招き，講話を実施した。特に，薬物の乱

用に対してどのような姿勢を示すべきかをﾜｰｸｼｰﾄにﾃｰﾏとめて，事後学習として研修内容の振り返

りとともに発表活動を行った。 

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅡ（思春期講話）は，一昨年度，昨年度と同様に２年次の課題研究ﾁｰﾑが講師として
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登壇し，講話に参加生徒が主体的･対話的に参加できる形式を踏襲した。今年度は，２年次課題探究

「性の多様性」をﾃｰﾏにした研究ﾁｰﾑが外部講師とともに登壇し，ｾﾐﾅｰを実施した。外部講師からは，

生命の誕生や性感染症の話を中心にｽﾗｲﾄﾞによる講義･説明をしていただき，研究ﾁｰﾑからは身体的な

性表現と心の性表現の不一致を抱えた方が示す愛の表現方法について，ｸｲｽﾞやﾃﾞｨﾍﾞｰﾄをとおして参

加した１年次生徒が能動的に取り組めるような工夫をし，性の表現に対する理解を深めることがで

きた。 

薬物乱用防止講話に関する生徒ｱﾝｹｰﾄ（有効回答数 427 件）では，「薬物の危険性や違法性の理解

ができたか」については 99.7％が「理解できた」と答え，「薬物乱用への誘惑等に対してどのような

姿勢を示すべきか整理できたか」については 100％の生徒が「整理できた」と答えた。また，思春期

講話に関する生徒ｱﾝｹｰﾄ（有効回答数 126 件）では，２年次課題探究ﾁｰﾑが行った「ﾛｰﾙﾌﾟﾚｲﾝｸﾞ」や

「ｸｲｽﾞ」を用いた講義形式への評価は高く，「講話内容が今後の生活に活かせると思うか」について

は 98.4％の生徒が「そう思う」と回答した。さらに，「性の多様性についての理解ができたか」につ

いては 96.1％が「理解できた」と答え，「性の表現に対してどのような姿勢を示すべきか整理できた

か」についても 94.4％が「整理できた」と答えた。 

３期目に入って，生徒が講師となるｾﾐﾅｰを３年続けて実施したが，いずれも講師の方の講話より

も満足度が高い結果が得られている点からも，この形式でのｾﾐﾅｰ開催は有効であると考える。一方

で，ｾﾐﾅｰを担当する研究ﾁｰﾑは，課題探究で「性」や「多様性」などのﾃｰﾏで研究を行ったﾁｰﾑの協力

によって成り立っているため，次年度以降課題探究のﾃｰﾏ設定によっては担当する研究ﾁｰﾑがないこ

とも予想される。持続可能な形にするためにも，ｾﾐﾅｰを受講する年次生の中から，ｾﾐﾅｰ担当を選抜

できるような仕組みを保健体育科と検討していきたい。 

ｴ 「課題探究」普通科･理数科２年次（２単位） 

a. 目的･仮説 

「探究基礎」において発見した研究課題について，必要に応じて大学や研究機関，自治体，民間

企業，OB･OG と継続的に連携し，研究ﾁｰﾑで協働して調査･研究活動を行う。課題探究中間報告会を実

施するとともに，定期的にｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰとの面談を実施して対話･議論による研究の深化および研究倫

理の育成を図る。研究活動による成果を生徒研究発表･交流会において発表し，論文にまとめること

で研究活動における実践的な力を養う。 

b. 研究開発内容･方法 

  ⅰ) 普通科課題探究 

実施日時  令和５年４月～令和６年１月 

対  象  普通科２年次 159 名 

担当教諭  田辺 塁（理科），２年次担当教員（６名） 

内  容   生徒を 32 ｸﾞﾙｰﾌﾟに分け，自ら設定した様々な分野のﾃｰﾏについて調査･研究活動を

行い，その成果を発表する。 

   ⅱ) 理数科課題探究 

実施日時  令和５年４月～令和６年１月 

対  象  理数科２年次 40 名 

担当教諭  田辺 塁（理科），理科教員（７名），数学教員（１名） 

内  容   生徒を５名毎８ｸﾞﾙｰﾌﾟに分け，自ら設定した理数に関する様々なﾃｰﾏについて調査

･研究活動を行い発表する。SS 研究Ⅱの活動と連携しながら研究内容を深め，研究論

文，ﾎﾟｽﾀｰを作成する。また，研究結果をまとめたﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを作成し，口頭発表

を行う。 

   ⅲ) ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ面談 

実施日時  令和５年６月２日（金），９月１日（金），11 月 24 日（金） 

対  象  普通科２年次 159 名 

担当教諭  田辺 塁（理科），全教員  

内  容   研究の進捗をｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰと共有し，研究内容や今後の活動計画について相談するこ

とで，研究目的や仮説，検証方法を明確にする。具体的な研究計画を立て，他者と

共有することで，先を見通した活動へと発展させ「協働して創り出す力」「自律的に

活動する心」を育てる。 

ⅱ)   Ⅳ) 普通科課題探究中間報告会 

実施日時  令和５年７月 19 日（水）４～６校時 
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対  象  普通科２年次 159 名，３年次ﾒﾝﾀｰ 25 名 

担当教諭  田辺 塁（理科） 

内  容   研究の途中経過をまとめて，運営指導委員や地域の方々，１年次生徒 200 名，OB･

OG へ発表し議論することで，自らの研究目的や手法，今後の課題を明確にし「探究

する力」「対話する力」を育成する。また，研究の過程や見通しを他者と共有するこ

とで，相互に研究目的や方法を深めることができ，先を見通した活動へと発展させ

「協働して創り出す力」「自律的に活動する心」を育てる。 

Ⅴ) SSH 生徒研究発表･交流会 

実施日時  令和５年 12 月 14 日（木），15 日（金） 

対  象  １，２年次 398 名（普通科 318 名，理数科 80 名） 

場  所  本校（体育館，各教室），旭川市勤労者福祉会館，旭川市公会堂 

担当教諭  田辺 塁（理科），研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ，１･２年次団，理科教員 

内  容  12 月 14 日（木）普通科１年次による道内大学研修報告，理数科１年次による地域研

修報告，理数科２年次による道外大学研修報告，２年次全ﾁｰﾑによる

30 秒ｻﾏﾘｰ発表，１年次による研究ﾃﾞｻﾞｲﾝ発表，２年次による課題探

究/研究口頭発表 

      12 月 15 日（金）普通科２年次による課題探究ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ 

理数科２年次全ﾁｰﾑ, 普通科２年次代表ﾁｰﾑによる口頭発表 

c. 教育課程変更の理由 

ﾃｰﾏⅠ３（２）ｱ c に記載 

教科 探究 科目 課題探究 単位数 ２単位 学年 ２年次 

科目概要 

１年次「探究基礎」において発見した研究課題について，地域や大学等とも連携して調査･研究活動を

行う。研究活動の成果を生徒研究発表･交流会において発表し，論文やﾎﾟｽﾀｰにまとめることで研究活動

に必要な実践的な力を身に付ける。 

到達目標 

自ら見出した課題に対して仲間と協働して自律的に調査研究活動を行い，結論を導き出す。研究成果

を論文やﾎﾟｽﾀｰにまとめ，生徒研究発表･交流会でﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを行う。 

 【年間計画】 

月 単 元 時数 学習内容 

４ 

５ 

６ 

 

７ 

７～９ 

11 

 

12 

 

 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

調査･研究活動 

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ面談 

校外活動 

中間報告会 

調査･研究活動 

調査･研究活動 

発表準備 

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ面談 

発表会 

活動のまとめ 

１ 

10 

１ 

５ 

３ 

10 

10 

10 

１ 

12 

１ 

研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ決定，活動方法，年間計画の説明 

調査･研究活動(ﾘｻｰﾁﾉｰﾄによる研究の進捗確認) 

研究目的と仮説を明確にし･検証方法を確立する 

大学や専門機関，自治体や企業と積極的に連携 

研究の途中経過を報告し議論することで，新たな課題を見出す 

ﾃﾞｰﾀ収集･分析･まとめ 

研究を深めるための仮説の設定および検証 

発表のためのﾎﾟｽﾀｰ･ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの作成，発表準備 

論文作成ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

活動のまとめ，自己評価 

 
 

d. 検証･評価 

昨年度に引き続き, 普通科は１年次の「探究基礎」においてﾃｰﾏ設定及びﾁｰﾑ･ｾﾞﾐ編成を実施して

いたため，よりｽﾑｰｽﾞに調査･研究活動に進めることができた。また，例年どおり各ﾁｰﾑに一人ずつ

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰとして教員を配置するとともに，昨年度から導入した３年次生「ﾒﾝﾀｰ」を普通科課題探

究の各ｾﾞﾐに配置し，２年次生の活動補助を行った。先生には相談しづらいことを先輩に相談する

ことや先輩からの研究内容に関する質問によって考えを掘り下げることなど，学年の枠を越えた関

わりによって２年次生と３年次生の双方にとって学びがあったと考えられる。３年次生の献身的な

姿はﾛｰﾙﾓﾃﾞﾙとなっており，「ﾒﾝﾀｰが研究活動の役に立ったか」の質問に対して 93.6％が「役に立

った」と答え，「次年度ﾒﾝﾀｰとして後輩の活動支援を行いたいか」に対しては 32.3％が「参加し

たい」と答えるなど，ﾒﾝﾀｰ制度が探究活動への効果が高いと推察できる。今年度は，理数科ﾒﾝﾀｰを
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自然科学ｾﾞﾐへ配置し，普通科の探究活動においてもより発展的な手法やまとめへとつなげた。ﾒﾝﾀｰ

を希望した３年次生は，ｾﾞﾐ長やﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰの経験，外部ｺﾝﾃｽﾄや英語発表会への参加経験がある生徒

が多く，探究活動を終了した後でも，探究活動に対する意欲を持ち続けて活動している。１･２年次

生とﾒﾝﾀｰ双方にとって教育効果が期待できる取組と考えており，今後もさらに発展させていきたい

と考えている。 

研究の質の向上を図る目的で始めた，普通科「課題探究中間報告会」を今年度も実施した。今年

度は時期を夏休み前に設定し，探究活動において手法や調査活動，今後の方向性などをﾎﾟｽﾀｰにまと

めて発表を行った。各ﾁｰﾑの活動に関係する地域企業や市役所各部署，地域の方々，本校 OB･OG，北

海道教育大学旭川校の学生，運営指導委員，研究協力者，近隣高校教諭に参加していただく形式で

行い，昨年度までの校内だけで完結していたものに比べ非常に実りある報告会となった。この報告

会がきっかけに協働研究に発展するﾁｰﾑもあり，地域との共創へとつながった。 

12 月に２日日程で開催している生徒研究発表･交流会は,１日目に校内での口頭発表･生徒相互

評価，２日目の午前にﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ，午後に前日の相互評価において高評価を得た代表ﾁｰﾑによる口

頭発表を旭川市公会堂にて実施した。特に，普通科の代表ﾁｰﾑによる発表は今年度で４年目となり，

発表内容とともにﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの質は年々向上している。大きな舞台での発表が多くの生徒にとっ

て魅力であり，原動力となっている。結果として，普通科全 32 ﾁｰﾑ，理数科全８ﾁｰﾑの計 40 ﾁｰﾑ，

延べ 134 ﾁｰﾑが学会や外部発表会への参加を果たした。 

今年度より，普通科においてもﾁｰﾑ毎に論文を研究論文形式で作成した。それによって，根拠と

なる実験のﾃﾞｰﾀや表を用いてまとめ，研究論文の質がさらに大きく向上した。発表ｽﾗｲﾄﾞやﾎﾟｽﾀｰ，

論文は Google ﾄﾞﾗｲﾌﾞによって管理しているので，次年度以降はﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化し，後輩の研究活動の

参考資料としても有効活用できるように整理していきたい。 

 《探究活動ﾁｰﾑの主な活動実績について》 

  ○普通科「小松菜ｽｲｰﾂをつくろう」班  

   ･第６回持続可能な世界･北海道高校生ｺﾝﾃｽﾄ 総合探究部門：優秀賞 

   ･旭川市冬まつり支援事業「ﾋｶﾘ輝け！Snow Town in Tokiwa2024」参加 

  ○普通科「米しか勝たん！！～米の良さを広めよう～」班 

   ･旭川市冬まつり支援事業「ﾋｶﾘ輝け！Snow Town in Tokiwa2024」参加 

  ○普通科「Make up で Life up！」班 

   ･旭川市冬まつり支援事業「ﾋｶﾘ輝け！Snow Town in Tokiwa2024」参加 

  ○理数科「糸状菌の菌種の違いによる生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの分解能力の差について(第 2 報)」班 

   ･第６回持続可能な世界･北海道高校生ｺﾝﾃｽﾄ ﾉｰｽﾃｯｸ財団ｻｲｴﾝｽ＆ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ賞 受賞 

   ･令和６年度ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ生徒研究発表会 ※次年度の代表ﾁｰﾑ 

   ･北海道教育委員会主催「S-TEAM 教育推進事業」の「『社会との共創』推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」におい

て北海道代表に選出され「探究ﾁｬﾚﾝｼﾞ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ」参加 

  ○理数科「千鳥ヶ池の堆積物を用いた堆肥の作成と利用」班 

   ･第６回持続可能な世界･北海道高校生ｺﾝﾃｽﾄ  

理数探究部門：優秀賞   環境学習ﾌｫｰﾗﾑ賞 受賞 

ｵ 「生徒参加型 SSH ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ」普通科･理数科 １･２年次 

a. 目的･仮説 

最先端科学に関する専門家を講師に招き，広く科学に対する興味関心を高める。講演ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内に

代表生徒とのﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ等の対話を組み込むとともに，会場の生徒との意見交流を行うことで生

徒の主体的な理解を深める。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ）SSH ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ（SSH 講演会） ※先端科学移動大学の実施に合わせて本校で講演会を実施 

実施日時  令和５年 11 月 17 日（金）５，６校時 

対  象  全校生徒 

場  所  本校体育館  

ﾀｲﾄﾙ  「ｳｲﾙｽの生態を解き明かす」 

講  師  北海道大学 人獣共通感染症国際共同研究所 准教授 梶原 将大 氏 

担当教諭  齋藤 寛幸（数学科），髙橋 伸元（理科），研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ，１～３年次団 

内  容   ｱﾌﾘｶに存在する「ﾏｰﾙﾌﾞﾙｸﾞｳｲﾙｽ」について，その感染症が引き起こす危険性を知

るとともに，感染症がどのように広まっていくのかを宿主となる「ｺｳﾓﾘ」の移動追
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跡ﾃﾞｰﾀなどを解析した様子を紹介した。また，講師自身がどのように研究者として

活動することになったのか，その実体験を紹介するとともに座談会形式で本校生に

対して助言を行った。 

ⅱ) SSH ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ（すずらん塾） 

 実施日時  令和６年２月２日（金）４～６校時 

対  象  １･２年次 397 名（普通科 317 名 理数科 80 名） 

場  所  本校体育館  

ﾀｲﾄﾙ  「小さな町が挑むまちづくり」 

講  師  東川町長 菊地 伸 氏（本校 33 期） 

担当教諭  山本 一葉（理科），ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄｸﾞﾙｰﾌﾟ，２年次団，１年次団 

内  容   「小さな町が挑むまちづくり」をﾃｰﾏに，本校卒業生でもある菊地伸氏の講演およ

び放課後座談会を行った。 

c. 検証･評価 

今年度１回目の「生徒参加型 SSH ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ」は 11 月に旭川市内で実施された「先端科学移動大

学」と連動して，11 月 17 日（金）に実施した。講師は北海道大学に所属し，主にｱﾌﾘｶにおいて感

染症の調査を行っている梶原将大氏に依頼し，感染症の危険性やｳｲﾙｽが伝染するﾒｶﾆｽﾞﾑについて講

演会形式で講義を受けた。講演会最後の質疑に加えて，座談会形式で研究者になった経緯や研究に

おける大変な点，やりがいなど，対話の時間も設けた。参加した生徒の中には理系大学への進学を

考えていない生徒もいたが，異国の地において文化や言語などを熟知している方が帯同することで

活動が柔軟に行われるなどの説明も受けた。語学や社会学などの分野から理系の研究に関与できる

道しるべを付けてもらえた点を考えると，座談会は非常に有意義なものとなった。 

２回目はｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄｸﾞﾙｰﾌﾟと連携して，本校卒業生を講師として迎える「すずらん塾」において，

「小さな町が挑むまちづくり」というﾃｰﾏで講演および放課後の座談会を行った。講師は旭川市の隣

にある東川町で町長を務める菊地伸氏を招き，近年移住の促進や地域資源を活用した地域の活性化

に尽力されている経験などを講話していただいた。本校では全校体制で探究活動を実践しており，

これらの活動がどのように社会において役立つかを知るきっかけともなった。 

生徒ｱﾝｹｰﾄ（有効回答数 223 件）からは，100％が講演内容に満足であると答え，「今後の探究活動

や学習活動が意欲的なものにつながるか」については 91.0％が「つながる」と回答した。この数値

は昨年度の結果より高い結果となっており，自然科学と社会科学の両面で実施している講演会が本

校生徒にとって非常に実りの多いものとなっている。次年度以降も現行の形式を踏襲しつつ，より

活発な意見交流を図ることができるものへと改善いていきたい。 

 

ｶ 「SS 研究Ⅰ」理数科１年次（１単位） 

a. 目的･仮説 

「地域巡検Ⅰ」において観察の観点を設定して，嵐山では地形や地質，植生との関係，森林の特

徴を観察する。神居古潭ではより大きなｽｹｰﾙから地域の地形，地質の特徴を観察する。ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸの

中で疑問点や問題点を見出し共有する主体的活動を取り入れる。観察の観点と疑問点･問題点につい

てﾚﾎﾟｰﾄにまとめる。 

「地域巡検Ⅱ」において動物の行動観察の意味と手法について講義を受け，観察の観点をもとに

ﾃﾞｰﾀを収集しながら行動観察を行う。旭山動物園における動物の飼育施設と行動の関係について学

ぶ。行動観察をとおして仮説や検証方法，考察について学び，観察の結果と考察についてｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨ

ｽｶｯｼｮﾝを行い，ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを作成し発表する。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ) 地域巡検Ⅰ 

  実施日時  事前学習 令和５年４月 26 日（水） 

        巡  検 令和５年５月２日（火） 

        事後学習 令和５年５月８日（月） 

  対  象  １年次 40 名（理数科 40 名） 

  場  所  北方野草園（嵐山公園），神居古潭 

  講  師  北方野草園 園長 堀江 健二 氏 

  担当教諭  髙橋 伸元，戸嶋 一成，石丸 高志，山本 一葉(理科)，林 英敏(国語科)， 

飯岡 寬治(地歴･公民科)，紺屋和広（保健体育科） 

  内  容  本校教諭（戸嶋）のｶﾞｲﾄﾞによる嵐山の植生･地形･地質観察 
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        （蛇紋岩地帯植物，北限種，絶滅危惧種など） 

        堀江園長による嵐山の植物の説明 

        本校教諭（髙橋，戸嶋）による神居古潭地域の観察（蛇紋岩，変成岩，褶曲構造） 

ⅱ) 地域巡検Ⅱ 

  実施日時  事前学習 令和５年９月５日（火），９月７日（木） 

        巡  検 令和５年９月８日（金） 

        事後学習 令和５年９月 11 日（月） 

  対  象  １年次 40 名（理数科 40 名） 

  場  所  旭川市旭山動物園 

  講  師  旭山動物園 園長 坂東 元 氏，主査 佐賀 真一 氏 

  担当教諭  髙橋 伸元，川越 英敏，村形 遥香（理科），紺屋 和広（保健体育科） 

  内  容  講話（行動観察の方法と意味，行動展示，北海道の生態系について） 

        動物の行動観察と施設見学（ｷﾘﾝ舎，ｶﾊﾞ舎），動物の健康管理や飼育担当者の危機管理について  

ⅲ) ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ演習 

  実施日時  発表準備 令和５年 ９月 19 日（火）～10 月 13 日（金）（合計４時間） 

        発 表 会 令和５年 10 月 23 日（月）（３時間） 

  対  象  １年次 40 名（理数科 40 名） 

  場  所  本校１年５組教室，地学教室（ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ作成） 

        視聴覚教室（発表） 

  講  師  旭山動物園 園長 坂東 元 氏，主査 佐賀 真一 氏 

  担当教諭  髙橋 伸元，戸嶋 一成（理科），小玉 昌宏（国語科･情報科） 

内  容   教科「ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ」および「SS 研究Ⅰ」において，ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｿﾌﾄの使い方とﾌﾟﾚ

ｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの基礎を学習した後，地域巡検Ⅱ（旭山動物園巡検）のまとめと活動報告

について，ｸﾞﾙｰﾌﾟごとにﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを作成し，ｸﾗｽ発表を行う。 

c. 教育課程変更の理由 

「理数探究基礎」（１単位）に替えて１年次に「SS 研究Ⅰ」（１単位），「理数探究」（２単位

のうち１単位）に替えて２年次に「SS 研究Ⅱ」（１単位），「課題研究」（３単位のうち１単位）

に替えて３年次に「SS 研究Ⅲ」（１単位）を開設する。理数分野に関わる課題研究の質を向上させ

るため，１年次で地域素材によるﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸや科学における基礎実験と手法を習得し，２年次で研究

に関する２回の中間発表を行うとともに，大学や研究機関と連携しながら研究内容の深化を図る。

さらに３年生では研究内容を英語で発表することで持続可能な開発目標に基づくｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな視点で

の研究を意識した活動を行う。 

教科 ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽ 科目 ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽ研究Ⅰ 単位数 １単位 学年･課程 １年次･理数科 

科目概要 

地域の自然や旭山動物園でのﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸをとおして自然観察等の手法を学び，自然環境や身近な

現象に目を向ける。観察の結果と考察についてｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを行い，ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを作成し発表

する。「探究基礎」と連動させて課題研究のﾃｰﾏを設定し，研究計画を作成する。 

到達目標 

地域巡検をとおして科学的手法の基礎を身に付けるとともに，地域の自然環境について考えを深め

ることで課題を見出す。その成果をﾚﾎﾟｰﾄやﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝにまとめて発表することで，科学的に表現す

る方法を身に付けるとともに自然科学の特徴を理解する。 

  【年間計画】 

月 単 元 時数 学習内容 

５ 

 

９ 

10 

 

１ 

２ 

３ 

地域巡検Ⅰ 

 

地域巡検Ⅱ 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ演習 

 

課題研究課題

研究計画作成 

研究課題検討 

８ 

 

８ 

７ 

 

３ 

３ 

３ 

嵐山･神居古潭でのﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ（植物･地形･地質観察） 

研修の内容に関するまとめのﾚﾎﾟｰﾄ作成 

旭山動物園でのﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ（動物の行動観察） 

地域巡検Ⅱの研修内容に関するまとめのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ作成 

発表会（旭山動物園講師を招待）の実施 

課題研究仮ﾁｰﾑ編成･ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 

課題研究ﾁｰﾑ･ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰの確定･先行研究調査 

研究課題検討会（次年度４月） 
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d. 検証･評価 

地域巡検Ⅰ･Ⅱでは昨年度，事前学習から疑問点を見出し共有するｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸを大幅に増やして実

施したが，今年度はそれを維持し，同時数確保して実施した。 

地域巡検Ⅰでは，ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸの基礎を身に付けるとともに，嵐山と神居古潭の植生や地形，地質

などを観察することにより見出した疑問点･問題点を共有することで，個人の気付きから科学的な

見方や考え方ができるように指導や振り返りを工夫した。個人ﾚﾎﾟｰﾄは，観察の記載だけでなく自

ら調査し考察した内容を表現するものとし，Google classroom とﾛｲﾛﾉｰﾄを併用し，ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀで

提出させた。 

地域巡検Ⅱでは，例年同様，旭山動物園の全面協力で，動物の行動観察の意味と手法についての

講義を受け，観察する際の注目すべき観点を設定し行動観察を行うとともに，ﾃﾞｰﾀの収集を行った。

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝおいて，仮説を何度も立て，その検証方法を検討し考察を重ね，ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝとし

ﾃｰﾏとめることにより，課題研究で必要となる科学的手法を，実践をとおしてに身に付けた。 

今年度実施の課題としては，地域巡検Ⅱが１年次全体で旭山動物園にて行うﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ後の実施

となり，企画の研修内容に関して違いはあったものの，参加した生徒や一部引率教員の中では２回

も動物園で実習を行う必要性があるのかと疑問が残る形となった。次年度に関しては全体と理数科

の地域巡検の日程を考慮しながら，巡検の意義や園内を観察する上で大事にすべき視点などの事前

指導を行いたい。 

また，昨年度からの継続研究にてﾃｰﾏを引き継いだﾁｰﾑが複数（糸状菌，ｼｬﾎﾞﾝ玉）現れた。特に，

糸状菌ﾁｰﾑに関しては，今年度の継続研究が外部発表にて高い評価を得たことからも，先行研究調

査においては本校の理数科で過去に扱ったﾃｰﾏや論文を精選した上で生徒に示すことも検討する。 

 

ｷ 「SS 研究Ⅱ」理数科２年次（１単位） 

a. 目的･仮説 

課題研究基礎実験において，課題研究のための基礎的な実験やﾃﾞｰﾀの処理を行う。また，研究の

途中経過をまとめて発表することで，意見交流をとおして研究内容の検証･改善を行う。これらによ

り科学的･論理的思考力を高め，「探究する力」「自律的に活動する心」及び「協働して創り出す力」

の育成を図る。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ) 理数科課題研究 第１回中間報告会 

  実施日時  令和５年７月 20 日（木）４～６校時 

  対象生徒  ２年次 40 名（理数科 40 名） 

  参加生徒  １年次 40 名（理数科 40 名），３年次 37 名（理数科 37 名） 

  場  所  本校会議室 

  助 言 者  北海道教育大学旭川校 教授 永山 昌史 氏（物理分野） 

旭川医科大学     助教 室崎 喬之 氏（化学分野） 

旭川医科大学     助教 春見 達郎 氏（生物分野） 

北海道教育大学旭川校 講師 樺沢 公一 氏（数学分野） 

  担当教諭  髙橋 伸元（理科），齋藤 寛幸（数学科），課題研究担当教員（理科･数学科） 

        戸嶋 一成，田辺 塁，森田 直文（理数科担任）  

  内  容   課題研究のﾎﾟｽﾀｰ発表と質疑応答を行い，今後の研究の見通しを立てる。見学者は

発表に対して Google Forms を使用して評価，ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ等を行う。ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ後に助

言者と研究ﾁｰﾑが個別に面談することで，研究内容や手法の深化を図る。 

ⅱ) 理数科課題研究 第２回中間報告会 

  実施日時  令和５年 11 月 10 日（金）４～６校時 

  対象生徒  ２年次 40 名（理数科 40 名） 

  参加生徒  ３年次ﾒﾝﾀｰ４名（理数科４名） 

  場  所  本校多目的室 

  助 言 者  北海道教育大学旭川校 教授 永山 昌史 氏（物理分野） 

旭川医科大学     助教 室崎 喬之 氏（化学分野） 

旭川医科大学     助教 春見 達郎 氏（生物分野） 

北海道教育大学旭川校 講師 樺沢 公一 氏（数学分野） 

  担当教諭  髙橋 伸元（理科），齋藤 寛幸（数学科），課題研究担当教員（理科･数学科） 

        田辺 塁（理数科担任）  
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  内  容   課題研究発表会に向けて，各ﾁｰﾑで取り組んできた課題研究の口頭発表を行い，発

表資料（ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ等）や表現に対する助言をいただき研究の深化を図るとともに，

ｸﾗｽ内で議論し，相互評価を行うことにより課題研究の質の向上を図る。 

c. 教育課程変更の理由 

３（２）ｶ c に記載 

教科 ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽ 科目 ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽ研究Ⅱ 単位数 １単位 学年･課程 ２年次･理数科 

科目概要 

２年次「課題探究」と連動して，実験やﾃﾞｰﾀ分析，課題研究中間報告会を実施する。また３

年次の英語発表に向けて，ﾎﾟｽﾀｰや論文，ｽﾗｲﾄﾞ等の英訳を行い，科学的な英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの基

礎を学習する。 

到達目標 

「課題研究」の内容を検証し，実験やﾃﾞｰﾀ分析を行うことで内容を深める。研究の途中経過

をまとめて発表し，議論することで研究の目的を明確にするとともに，研究者からの助言をも

とに手法等の改善を行い研究の深化を図る。研究成果を英訳し，科学的な英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの基

礎を身に付ける。 

【年間計画】 

月 単 元 時数 学習内容 

４ 

５ 

７ 

９ 

10 

11 

12 

１ 

２～３ 

課題研究 

課題研究 

課題研究 

課題研究 

課題研究 

課題研究 

課題研究 

研究ﾃﾞｻﾞｲﾝ 
課題研究の英訳 

２ 

４ 

５ 

２ 

７ 

３ 

１ 

１ 

７ 

各研究ﾁｰﾑで調査･研究活動 

各研究ﾁｰﾑで調査･研究活動･中間報告会(ﾎﾟｽﾀｰ発表) 

各研究ﾁｰﾑで調査･研究活動 

各研究ﾁｰﾑで調査･研究活動 

各研究ﾁｰﾑで調査･研究活動 

中間報告会（口頭発表） 

活動のまとめ 

１年次理数科研究ﾃﾞｻﾞｲﾝ発表の助言 

課題研究英語論文･ﾎﾟｽﾀｰ作成 
 

d. 検証･評価 

課題研究中間報告会を７月と 11 月に２回実施し，大学や企業，研究機関の研究者，旭山動物園の

職員の方に直接助言をいただくことで研究の深化を図ることができた。研究者からのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸを受

けたことで課題を明確にし，専門性の高い研究に発展させることができた。 

課題研究を行う上で，生徒が主体的に活動し新たな仮説を立てるために，検証結果を分析･解釈

して，『探究する力』（課題を見出す力，検証する力，結論を導く力）および科学的手法を身に付

けることができた。今年度は全ての項目について生徒評価が上がっている。これは，基礎実験や報

告会でｸﾞﾙｰﾌﾟ間での交流を多く持ったこと，３年次の課題研究英語発表会に向けた事前準備や実施

することの意図の説明を行ったことで育成されたことに加え，お互いに認め合い，協働する関係が

構築した結果とも考えらえる。 

11 月の課題研究中間報告会では，研究の現状をまとめ発表し，助言者だけでなくｸﾞﾙｰﾌﾟ間の交

流も図り，12 月の課題研究発表会に向けて行うべきことが明確になった。そのため，実験手法の

工夫や仮説を再提示し研究を検証するなど，ｸﾞﾙｰﾌﾟで研究の深化を図ることができたと考えてい

る。課題研究中間報告会等における生徒同士の対話や議論する機会が，ｸﾞﾙｰﾌﾟ間で相互に研究の質

を高める主体的活動につながっている。 

今後は，課題研究に関わる調査･研究活動のﾃﾞｰﾀ処理や，発表ｽﾗｲﾄﾞ･ﾎﾟｽﾀｰなどの作成を１人１台

端末の利点を活かし，効率良く協働作業が可能で安全な ICT 環境を整備する必要がある。また，論

文の書き方についての特別講座を実施し，論文を作成する際に必要とされる科学論文の基本的な構

成要素や表現方法について質を向上させる。さらに，科学技術人材の育成につなげるｼｽﾃﾑの一つと

して，教員による多面的な評価と長期的･継続的な評価を改善することが今後の課題である。 

 

ｸ 「SS 研究Ⅲ」理数科３年次（１単位） 

a. 目的･仮説 

課題研究についての英語ﾎﾟｽﾀｰを作成し，近隣校の ALT や大学生，理数科２年次とﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝを行

い，科学的な英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを行うことにより，英語で思考し議論する力を育成する。英

語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを作成し，全校生徒に対して英語による口頭発表とﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを行うことで，科学的
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な視点から国際的な問題に対して議論できる「対話する力」「自律して活動する心」を養う。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ) 課題研究英語論文作成 

日  時  令和５年４月 14 日（金）～令和５年６月 19 日（月）（計 22 時間） 

  対象生徒  ３年次 37 名（理数科 37 名） 

  場  所  本校地学室，化学室，生物室，物理室 

  担  当  英語科，本校 ALT，近隣校 ALT 

実施内容   英語科教諭や ALT の指導のもと課題研究論文を英訳し，近隣校 ALT も加え英語ﾌﾟﾚ

ｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝのﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを行った。英語ﾎﾟｽﾀｰの作成や英訳作業は家庭と学校の両方で取

り組んだ。 

ⅱ) SSH 課題研究英語発表会 

 日  時  令和５年６月 20 日（火） 

 対象生徒  全校生徒 

 発表生徒  ３年次 44 名（理数科 37 名，普通科７名）  

 場  所  旭川市民文化会館大ﾎｰﾙ 

 担当教諭  田辺 塁（理科），髙橋 伸也（国語科），田中 嘉寛（英語科） 

研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ，理科，英語科  

実施内容   英語による課題研究口頭発表 

c. 教育課程変更の理由 

３（２）ｶ c に記載 

教科 ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽ 科目 ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽ研究Ⅲ 単位数 １単位 学年･課程 ３年次･理数科 

科目概要 

  ① ２年次で行った『課題研究』を英訳し，英語でﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを行う。 

 ② 研究内容に対して，日本語だけでなく英語を用いて質疑応答や議論を行う。 

到達目標 

 ① 英語でﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを行い，質疑応答･議論を行う力を身に付ける。 

 ② 研究に対する議論をとおして「課題研究」の内容を検証し深める。 

     【年間計画】 

月 単 元 時数 学習内容 

４ 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

課題研究の英訳 

課題研究の英訳 

 

 

英語講座 

英語発表会 

まとめ 

中間報告会 

８ 

２ 

６ 

３ 

３ 

６ 

１ 

１ 

各ｸﾞﾙｰﾌﾟで英訳作業 

各ｸﾞﾙｰﾌﾟで英訳作業 

各ｸﾞﾙｰﾌﾟで英訳作業 

ﾎﾟｽﾀｰ発表 

英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ講座･発表･Q&Aﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

 

課題研究のまとめ 

２－５の課題研究中間報告に参加，質疑応答 
 

d. 検証･評価 

今年度も旭川市市民文化会館大ﾎｰﾙにおいて「課題研究英語発表会」を実施した。家庭学習も含め

て英訳作業を進め，本校英語科と ALT２名のﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ指導，英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ講座の実施をするな

ど，例年同様の準備を重ねた。 

発表会では，全校生徒に対して大型ｽｸﾘｰﾝにﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ資料を映し，英語による口頭発表を行い，

発表する側，質問する側双方向での英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝをすることで，科学的な視点を持つことはもちろ

んのこと，英語的な発想で議論できる「対話する力」と「自律して活動する心」，および国際的な

言語文化への興味･関心と国際的な視点を養うことができた。学科問わずに１･２年次生から非常に

積極的に英語での質問が飛び交うなど，活発な議論が行われる発表会となった。 

また，今回は北海道名寄高等学校から口頭発表への参加と発表会全体の参観があり，英語発表会

しては本校 SSH 指定後初めてとなる共創形式をとった。他校生徒が参加することで，発表者の緊張

感は高まり，質疑の場面でも積極的な意見交流の姿が見られた。 

さらに，千歳科学技術大学からｶｰﾄｵﾗﾌ氏を講師に招き，「ﾏｲｸﾛﾌﾟﾗｽﾁｯｸ」に関する環境問題につい

て英語での講話をいただいた。講話にあたっての質疑応答も英語で行われたため，講師の先生から
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は傾聴姿勢だけではなく英語による対話力についても高く評価された。 

昨年度課題として挙げた「地域社会との連携のもと科学技術人材の育成および国際化に対応でき

る地域社会の創造者の育成」に向けて，今年度の英語発表会は大きな役割を果たすことができる発

表会へ進化していっていると評価している。 

ｹ 「SS 特別講座」理数科１，２，３年次（SS を付した科目で実施） 

a. 目的･仮説 

理科，数学，英語において，教科･科目を横断する発展的な内容を取り扱うとともに，大学や専門

機関の講師を招いて講義及び実験を行うことで，自然科学の見方や考え方，手法等の特徴を理解す

る。また，大学や専門機関の研究者との対話をとおして，研究への意欲を高めるとともに研究倫理

の精神を養う。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ) SS 特別講座【SS 研究Ⅰ】 

日  時  令和６年３月 13 日（水） 

  対象生徒  １年次 40 名（理数科 40 名） 

  場  所  本校視聴覚室【Zoom によるｵﾝﾗｲﾝ講座】 

  講  師  法政大学経済学部 教授 藤田 貢崇 氏 

  タイトル  講演演題「研究とは？研究の楽しさとは？」 

担  当  髙橋 伸元，戸嶋 一成（理科） 

実施内容   研究ﾃｰﾏを決定するにあたり，改めて研究とは何か，研究の楽しさとは何かを実際

の研究者の話を聞き再確認することで，研究ﾃｰﾏ決定につなげる。 

ⅱ) SS 特別講座（ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰ）【SS 研究Ⅰ】 

  日  時  令和６年３月 13 日（水） 

  対象生徒  １年次 40 名（理数科 40 名） 

  場  所  本校地学室 

  講  師  札幌市立大学ﾃﾞｻﾞｲﾝ学部 教授 齊藤 雅也 氏 

  タイトル  ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙﾊｳｽで考える住まいの「温房」「涼房」 

担  当  髙橋 伸元，戸嶋 一成（理科） 

実施内容   ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙﾊｳｽのﾓﾃﾞﾙ実験に課題研究ﾁｰﾑで協働して取り組むことによって，仮説を

立てて実験し，結果を考察し発表するといった研究の流れを理解する。 

ⅲ) SS 特別講座【SS 研究Ⅰ】 

  日  時  令和６年３月 15 日（金） 

  対象生徒  １年次 40 名（理数科 40 名） 

  場  所  本校ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 

講  師  北海道地図株式会社 執行役員 総合技術ｾﾝﾀｰ副ｾﾝﾀｰ長 石崎 一隆 氏 

  タイトル  研究で集めたﾃﾞｰﾀの信用性を確認し，ﾃﾞｰﾀの表現方法について考察する 

担  当  小玉 昌宏（国語科･情報科），髙橋 伸元（理科） 

実施内容   実験によって得られたﾃﾞｰﾀが有効的なものかを確かめるとともに，ﾎﾟｽﾀｰ発表やｽﾗ

ｲﾄﾞ発表における適切な表現方法について知る。 

ⅳ) SS 特別講座（英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ講座）【SS 英語Ⅲ】 

日  時  令和５年６月８日（木） 

  対象生徒  ３年次 44 名（理数科 37 名，普通科７名） 

  場  所  本校多目的室【Zoom によるｵﾝﾗｲﾝ講座】 

  講  師  (有)ｲﾝｽﾊﾟｲｱ副代表 ｳﾞｨｱﾍﾗｰ幸代 氏 

担  当  田中 喜寛，徳長 誠一，藤村 規恵（英語科），齋藤 寛幸（数学科） 

実施内容   課題研究英語発表会のﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝをﾓﾃﾞﾙにｺｰﾁﾝｸﾞし，共有することで，英語ﾌﾟﾚｾﾞ

ﾝﾃｰｼｮﾝのﾎﾟｲﾝﾄを理解し実践する。 

ⅴ) SS 特別講座（英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ講座）【SS 英語Ⅱ】 

日  時  令和６年２月７日（水） 

  対象生徒  ２年次 50 名（理数科 40 名，普通科 10 名） 

  場  所  本校多目的室【Zoom によるｵﾝﾗｲﾝ講座】 
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  講  師  (有)ｲﾝｽﾊﾟｲｱ副代表 ｳﾞｨｱﾍﾗｰ幸代 氏 

担  当  大石和正，徳長誠一，田中喜寛（英語科），齋藤寛幸（数学科），英語科 

実施内容   ﾃｰﾏ：Impromptu Presentation - 3 Questions and 3 Answer（Reflect on your past 

presentation/speech）のもとで，要点を聞き手に応じて分かりやすく伝える伝え方

を身に付ける。 

ⅵ) SS 特別講座（英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ実践講座）【SS 英語Ⅱ】 

日  時  令和６年３月 11 日（月）（実施予定） 

  対象生徒  ２年次 40 名（理数科 40 名） 

  場  所  本校講義室，地学室 

担  当  大石和正，徳長誠一（英語科），齋藤寛幸（数学科） 

実施内容   SS 特別講座（英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ講座）で演習を行ったｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙを生かして，東川

日本語学校の留学生と研究交流を行う。 

ⅶ) 英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ入門 

日  時  令和６年２月 26 日（月）～３月 22 日（金） 

対象生徒  １年次 200 名（普通科 160 名，理数科 40 名） 

  場  所  HR 教室･地学室･ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 

  講  師  英語科，理科 

  実施内容   科学に関する英語書籍や論文を講読し内容を紹介する。 

ⅷ) 英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ実践 

日  時  令和６年２月 26 日（月）～３月 22 日（金） 

対象生徒  ２年次 198 名（普通科 158 名，理数科 40 名） 

  場  所  HR 教室･地学室･ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 

講  師  英語科      

実施内容  英語によるﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを作成し実践する。 

d. 検証･評価 

今年度も，探究基礎や課題探究，SS 研究Ⅰ･Ⅱ･Ⅲにおける理数科課題研究の到達段階に合わせ

て，SS 理科や SS 英語の授業で大学や専門機関の講師による講義や実験を行った。 

SS 理科では，課題発見と先行研究調査に焦点を当てた講座，ﾁｰﾑで協働して仮説を立てて行う検

証実験，結果を考察して発表する講座，仮説実験講座，論文の読み方講座などをとおして自然科学

の見方や考え方，手法等の特徴について学んだ。 

SS 英語では，英語科の教員を中心として英語でわかりやすく伝え，即興でﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを行うﾄﾚ

ｰﾆﾝｸﾞを行い，外部講師による英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ講座と英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ講座も行った。 

今年度６月に実施した英語発表会に向けては，日本語で作成した研究概要について英語の翻訳ｻ

ｲﾄ（AI）を用いて英訳作業を行った際に，日本語での解釈と異なる英語表現が散見され，英語科教

員や ALT が指導に大変な苦労が生じた。日本語ｽｸﾘﾌﾟﾄが主語や述語，目的語がしっかりと表現され

ていない状況で翻訳機にかけたことが原因として起こった事象のため，今年度の英訳作業にあたっ

ては本校英語科教員による事前指導と，外部講師による要約の方法について講座を設定した。参加

した理数科２年次生徒からは「英訳作業の前に日本語表現を見直すことが重要」「５Ｗ１Ｈを意識

して文を作ることが大切」など，多くの気づきが見られた。講座のｱﾝｹｰﾄ（有効回答数 45 件）では

講座の満足度，今後の英訳作業に役立つかといった項目で「そう思う」と回答した生徒が 100％と

なり，大変実りの多い講座を実施できたと考える。 

理数科１年次に向けた SS 特別講座は昨年度と同様の形式で実施を予定している。昨年度参加し

た生徒からは，直接大学教授に相談したり，大学教授が行う実験に参加したりできたことが大変有

意義であったとの回答が多かったことからも継続的に実施し，その効果を検証したい。 
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ﾃｰﾏⅡ 新しい価値を創造する科学技術人材育成ｼｽﾃﾑの研究開発 

仮 説Ⅱ 科学技術人材に必要な資質･能力の向上に関わる課外活動を系統立て，継続的な参加を推進

･支援し，国際的でより高いﾚﾍﾞﾙの「結論を活用する力」を育成することができる。また，

その活動実績と評価を記録･蓄積し，生徒と教員が共有し，活動実績に応じて単位を認定す

るとともに，顕著に優秀な活動に対して表彰する制度を構築することで，「探究し続ける

心」を持った科学技術人材を育成することができる。 

(1) ﾃｰﾏⅡの目的，仮説との関係，期待される成果 

入学時から科学系部活動，「ｻｲｴﾝｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ」，国際科学ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ，科学の甲子園等の課外活動へ

の参加を推奨する。希望者を対象にした「ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰ」を「探究基礎」「課題探究」と系統立てて

実施するとともに，これらの活動状況を評価し「大学研修」へとつなげることで，自然科学への興

味･関心と探究活動の質の向上を図る。優れた研究成果に対して，科学ｺﾝﾃｽﾄへの参加や学会発表，

国際的な研究交流を支援し，高度なﾚﾍﾞﾙでの「結論を活用する力」を育成する。これらの課外にお

ける生徒の活動をﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵに蓄積し，その活動実績に応じて「課題探究」の増加単位を認定する。

さらに, 顕著に優秀な活動実績を有する生徒を「西高 SS ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ」として表彰することによって，

粘り強く「探究し続ける心」を育成する。 

これらの取組によって，新しい価値を創造する科学技術人材を育成することができる。 

(2) 内容･方法 

ｱ 「科学系部活動の推進」 

a. 目的･仮説 

科学系部活動への参加を推奨し，所属する生徒に対して，大学研修や学会，科学ｺﾝﾃｽﾄへ参加を優

先的に支援する。科学系部活動の研究を，大学や専門機関と継続的に接続することで研究手法や技

術の向上及び研究内容の深化と充実を図る。 

b. 活動概要 

ⅰ) 令和５年度高文連上川支部理科研究発表大会 

期  日  令和５年９月 25 日（月） 

会  場  北海道留萌高等学校体育館（北海道留萌市） 

参  加  物理部･化学部･生物部 

発  表  物理部「教室における最も効率の良い換気方法」（奨励賞） 

      化学部「塩基性水溶液中におけるﾋﾞｽﾏｽの変化について」（総合賞） 

「自作ｼﾘｶｹﾞﾙの酸による吸湿性の変化」（奨励賞） 

「ｶｾﾞｲﾝﾌﾟﾗｽﾁｯｸの作成～使用する酸による違い～」（奨励賞） 

「酸･塩基とｱﾝﾁﾓﾝの反応について」(奨励賞) 

      生物部「旭川市周辺のﾐｿﾞｿﾊﾞの葉緑体ｹﾞﾉﾑの解析～旭西高 2012 年～2019 年の課題 

研究から～」（奨励賞） 

           「ﾏﾒｼｼﾞﾐﾁｬﾚﾝｼﾞ～分布調査･飼育方法編～」（総合賞） 

ⅱ) 令和５年度高文連全道理科研究発表大会 

期  日  令和５年 10 月 12 日（木）～10 月 13 日（金） 

会  場  函館市民会館･函館ｱﾘｰﾅ（北海道函館市） 

参  加  物理部･化学部･生物部 

発  表  物理部「教室における最も効率の良い換気方法」（努力賞） 

      化学部「塩基性水溶液中におけるﾋﾞｽﾏｽの変化について」（展示賞） 

「自作ｼﾘｶｹﾞﾙの酸による吸湿性の変化」（ﾎﾟｽﾀｰ賞） 

「ｶｾﾞｲﾝﾌﾟﾗｽﾁｯｸの作成～使用する酸による違い～」 

「酸･塩基とｱﾝﾁﾓﾝの反応について」 

      生物部「旭川市周辺のﾐｿﾞｿﾊﾞの葉緑体ｹﾞﾉﾑの解析～旭西高 2012 年～2019 年の課題 

研究から～」（努力賞） 

           「ﾏﾒｼｼﾞﾐﾁｬﾚﾝｼﾞ～分布調査･飼育方法編～」 

ⅲ) 日本動物学会第 94 回山形大会 2023 

期  日  令和５年９月９日（土） 

会  場  山形大学 小白川ｷｬﾝﾊﾟｽ 

参  加  生物部 

発  表  ﾎﾟｽﾀｰ発表「旭川西高校周辺のﾏﾒｼｼﾞﾐ類の分布と飼育について」 
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ⅳ) 日本動物学会北海道支部 68 回大会 令和６年３月実施･参加予定 

ⅴ) 日本金属学会 2024 年春期第 174 回講演大会高校生ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ発表 

 高校･専門学生ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ 

期  日  令和６年３月 19 日（火） 

会  場  Zoom によるｵﾝﾗｲﾝ開催 

参  加  化学部 

発  表  「自作ｼﾘｶｹﾞﾙの酸による吸湿性の変化」 ※理数科２年次課題研究ﾁｰﾑも参加を予定 

c. 成果と課題 

今年度はそれぞれの理科部が大きな活躍を見せた。物理部，化学部，生物部がそれぞれ高文連

の北海道大会に出場を果たし，特に化学部は「塩基性水溶液中におけるﾋﾞｽﾏｽの変化について」の

研究発表で展示賞を受賞，「自作ｼﾘｶｹﾞﾙの酸による吸湿性の変化」の研究発表でﾎﾟｽﾀｰ賞を受賞し

た。各部による成果が好成績を収めている要因は，昨年度活動の中心を担っていたのが現２年次

生ということもあり，継続して高い意欲のもとで研究活動に取り組んでいることがあげられる。

また，生物部のように継続して全国規模の研究発表に参加していることで，高度な研究成果に触

れたり優れた発表を参観したりしていることも要因として挙げられる。 

また，科学の甲子園や学会等のｵﾝﾗｲﾝ講演会にも意欲的に参加し，科学ｲﾍﾞﾝﾄで小学生やその親

に対し展示や実験を行うなど活発に活動している。このような活動がより活発なものにつなげる

ためにも，事業費を各部に均等分配し，より専門性の高い大学教授への指導･助言を得られたり，

発表活動に参加したりしやすい環境を整備したい。 

ｲ 「ｻｲｴﾝｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ」（希望者対象） 

a. 目的･仮説 

旭川市科学館ｻｲﾊﾟﾙや旭山動物園の各種ｲﾍﾞﾝﾄにﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとして参加し，科学的な知見を広げ，自然

科学への興味･関心と探究活動の質の向上を図る。また，旭川市近郊小学校への出前授業実施するこ

とで，自然科学への興味･関心と探究活動の質の向上を図る。 

b. 活動概要 

ⅰ) わくわくｻｲｴﾝｽ 

期  日  令和５年６月 18 日（日） 

会  場  旭川市科学館ｻｲﾊﾟﾙ 

  参  加  物理部「いろいろな力と不思議な波(ｶﾞｳｽ加速器，Ｕ－ＣＡＳ，浮沈子，静電気ﾍﾞﾙ」 

化学部「ふると色がかわる!?交通信号反応」 

ⅱ) 旭川学生の科学展 2024 

期  日  令和６年１月７日（日） 

会  場  旭川市科学館ｻｲﾊﾟﾙ 

参  加  生物部「身近なやさい･くだものを“けんびきょう”で見てみよう！」 

化学部「ﾅｲﾛﾝを作ろう」    物理部「つかめる液体であそぼう」  

ⅲ) わくわくｻｲｴﾝｽ 

期  日  令和６年２月４日（日） 

会  場  旭川市科学館ｻｲﾊﾟﾙ 

  参  加  生物部「きんにくのなぞ！“ほね”と“きんにく”をけんびきょうで見てみよう」 

化学部「つかめる水をつくろう」 

ⅳ) 「ｻｲｴﾝｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ」～近文小学校出張授業～ 

期  日  令和５年６月 30 日（金） 

会  場  旭川市立近文小学校体育館 

担  当  高橋 伸元（理科），齋藤 寛幸（数学科），高橋 伸也（国語科） 

  参  加  普通科２年次 12 名 

内  容   近文小学校１年生の親子ﾚｸに合わせた科学実験教室を実施した。実験内容は溶液

の変色実験，電磁石の仕組，火山噴火のﾓﾃﾞﾙ実験で，ｱｼｽﾀﾝﾄとして普通科２年次生

徒が参加した。 
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Ⅴ) 旭川市冬まつり支援事業「ﾋｶﾘ輝け！Snow Town in Tokiwa2024」 

期  日  令和６年２月７日（水）～12 日（月） 

会  場  旭川市常盤公園特設ﾌﾞｰｽ 

  参  加  普通科２年次課題探究 「小松菜ｽｲｰﾂをつくろう」「Make up で Life up！」 

「米しか勝たん！！～米の良さを広めよう～」  以上３ﾁｰﾑ 

c. 検証･評価 

旭川市科学館ｻｲﾊﾟﾙで開催された「旭川学生の科学展」「わくわくｻｲｴﾝｽ」において，本校の物

理部･生物部･化学部がｻｲｴﾝｽﾌﾞｰｽを展開し，科学への興味やﾛﾏﾝを育む活動を行い，地域の子供た

ちに知的好奇心や探究心･想像力を醸成した。  

また，昨年度に引き続き，普通科２年次の課題探究ﾁｰﾑが旭川市冬まつり支援事業の一環である

「ﾋｶﾘ輝け！Snow Town in Tokiwa2024」に参加して，研究成果の普及に努めた。青年会議所の協力

のもと，生徒が研究活動にて考案したｽｲｰﾂなどを販売したり，冬まつり用にｱﾚﾝｼﾞを加えたﾒｲｸを冬

まつりに来場した子ども達を中心に施したりして盛り上げた。青年会議所の体験型ﾌﾞｰｽや旭川明成

高校のｽﾉｰﾄﾞｰﾑ作成ﾌﾞｰｽとの共同ではあったが，特に本校が活動を行った 10･11 日の２日間における

来場者は 2,000 人にも上った。中には，２日続けてﾌｪｲｽﾒｲｸに訪れる家族がいたり，活動時間が終了

した後に来場される方がいたりと活動の影響は大きなものとなった。 

  
近文小学校ｻｲｴﾝｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの様子 

さらに今年度は，これまで SSH 事業や授業，探究活動で培ってきた実験のﾉｳﾊｳを生かして，近隣

小学生向けに科学の興味関心を伸長させる目的として実験教室を企画し，旭川市立近文小学校１年

生とその保護者に向けて出張授業を行った。実験内容は溶液の変色実験，電磁石の仕組，火山噴火

のﾓﾃﾞﾙ実験で，ｱｼｽﾀﾝﾄとして普通科２年次生徒 12 名が各ﾃｰﾌﾞﾙに分かれて実験を担当した。参加し

た小学生や保護者からは大変好評で，溶液の変色実験などは家庭においても試してみたいとの声も

多く聞かれた。ｱｼｽﾀﾝﾄとして参加した本校生徒は，子ども向けに実験を行う大変さを感じながらも

授業等で培ってきた経験を生かせるやりがいを感じ，ほぼ全員が「機会があればまた参加したい」

と答えた。 

昨年度に引き続き，旭川市科学館ｻｲﾊﾟﾙや旭川市が主催するｲﾍﾞﾝﾄに参加していることは大きな認

知につながっており，成果の普及としては評価が得られていると考えられる。今後も，旭川市科

学館ｻｲﾊﾟﾙや旭山動物園等の各種ｲﾍﾞﾝﾄに参加するなど，地域での校外活動を拡大させ，地域の小

中学生の自然科学への興味･関心を高める活動を支援し，活性化を図る。 

ｳ 「国際科学ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ，科学の甲子園への参加」 

a. 目的･仮説 

国際科学ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ及び科学の甲子園への参加を奨励し，講習会や事前指導を行って成果につなげ

る。 

b. 活動概要 

科学ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ等 日程（１次予選） 参加 備考 

数学ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ 令和６年（2024 年）１月８日（月） ５名  

科学の甲子園 令和５年（2023 年）10 月 29 日（日） 24 名 ４ﾁｰﾑ 
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c. 検証･評価 

科学の甲子園には，例年よりもさらに１年次生が多く参加しているので次年度も継続したい。 

国際科学ｵﾘﾝﾋﾟｯｸへの参加がほとんどいない状況が数年続いている。ｶﾘｷｭﾗﾑ上未履修内容の出題

や学校行事と時期が重なるため今後の推進に向けてさらなる検討が必要である。数学ｵﾘﾝﾋﾟｯｸには

理数科２年次より参加者が出た。 

ｴ 「ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰ」（希望者対象） 
 

a. 目的･仮説 

「探究基礎」や「課題探究」の活動と系統立てて，大学や研究機関の先端的な講義や実習，ﾌｨｰﾙ

ﾄﾞﾜｰｸを体験することで，自然科学への興味･関心と探究活動の質の向上を図る。 

b. 活動概要 

ⅰ) ｻｲｴﾝｽﾂｱｰ 

日  時  令和５年 11 月 11 日（土）14:00 ～ 20:00 

  参加生徒  ｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀｰ中学生７名，本校１年次普通科６名，２年次普通科５名，２年次理数科２名参加。 

  場  所  なよろ市立天文台 きたすばる 

  講  師  なよろ市立天文台長 村上 恭彦 氏，係長 内藤 博之 氏 

  タイトル  『秋の夜長に星空観察』～なよろ市立天文台 きたすばるへ～ 

担  当  小玉 昌宏（国語科･情報科），山本 一葉，村形 遥香（理科） 

実施内容   ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑを利用し，星の見え方や天体の特徴について講義を受ける。日本で２番

目の大きさを誇る望遠鏡が備え付けてある公開天文台を用いて星空を観察し，「星

空の見方」を学ぶ。 

ⅱ) ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅠ 

日  時  令和５年 12 月２日（土）９:00 ～ 12:00 

  参加生徒  ｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀｰ中学生 10 名，本校生徒２年次理数科４名，普通科２名 

  場  所  本校ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 

  講  師  北海道教育大学旭川校 教授 田中 之博 氏，教授 永山 昌史 氏 

  タイトル  固体中を伝わる波の様子をｼﾐｭﾚｰｼｮﾝしてみよう 

〜 水面を伝わる波と固体中を伝わる波はどう違う！？ 〜 

担  当  齋藤 寛幸（数学科），髙橋 伸元（理科） 

実施内容   波の伝わり方の基本的なことからはじめて，固体中の波がどのように伝わって広

がっていくのかをｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを行って理解する。 

ⅲ) ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅡ 

日  時  令和６年１月 27 日（土）9:00 ～ 12:00 

  参加生徒  ｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀｰ中学生３名，本校生徒１年次普通科２名，２年次普通科５名， 

３年次普通科３名 

  場  所  本校化学室 

  講  師  旭川医科大学 化学教室 助教 室崎 喬之 氏，准教授 眞山 博幸 氏 

  タイトル   「身近にあるたくさんの「ｹﾞﾙ」に触れて「化学」の世界を広めよう」 

担  当  齋藤 寛幸（数学科） 

実施内容  講義「実は身の回りにたくさんあるｾﾞﾘｰ（ｹﾞﾙ）という物質の話」 

実験①「紙おむつの中には何が入っているのだろう」実験②「人工ｲｸﾗを作ってみよう」  

ⅳ) ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅢ 

日  時  令和６年３月 実施予定 

  対象生徒  ｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀｰ中学生，本校生徒 

  場  所  視聴覚教室 

  講  師  旭川医科大学 未定 

タイトル  医学研究ｱﾗｶﾙﾄ 

担  当  齋藤 寛幸（数学科），戸嶋 一成，髙橋 伸元（理科） 

実施内容   医学を支える様々な分野の研究について, 旭川医科大学の研究者４名から研究の

内容やその土台にある生物学についての講義をしていただき，生徒からの質問に答

えていただいた。講座をとおして研究への理解を深めるとともに医学につながる生

物学や化学への興味･関心の向上を図る。 
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ⅴ) ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅣ 

日  時  令和６年３月 13 日（水）16:00 ～ 19:00 実施予定 

  対象生徒  ｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀｰ中学生，本校１年次，２年次 

  場  所  本校地学室 

  講  師  札幌市立大学ﾃﾞｻﾞｲﾝ学部 教授 齊藤 雅也 氏 

  タイトル  ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙﾊｳｽで考える住まいの温･涼ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

担  当  髙橋 伸元（理科），齋藤 寛幸（数学科） 

実施内容   ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙを家とみたてて，温度上昇を抑える夏型（涼房）の家と，温度下降を抑

える冬型（温房）の家をﾃﾞｻﾞｲﾝし，温度上昇と温度下降が見られるところで断熱材

の効果や構造による影響を検証する。    

c. 検証･評価 

今年度はｻｲｴﾝｽﾂｱｰを１回，ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰを４回実施し，昨年度に引き続き先端的な科学技術や自然

科学に対する興味･関心をより向上させる仕組みを構築した。 

今後の活動を持続的にするためにも，運営指導委員や研究助言者を中心としてｾﾐﾅｰの講師を依

頼し，開催した。新入生に向けたｱﾝｹｰﾄでは，天文学や宇宙物理学など授業や日常的に触れること

ができないような分野での開講を望んでいる生徒が多いため，分野の偏りが生じないように４領

域（天文学，物理学，化学，医学）でｾﾐﾅｰを開講した。また，講義形式のｾﾐﾅｰより実際に実験を

行ったり体験したりできる活動が非常に参加者の満足度が高いことからも，次年度以降も体験型

ｾﾐﾅｰの実施を検討する。課題としては，昨年度実施したように企業ｵﾝﾗｲﾝｾﾐﾅｰのようなものを開講

できなかったため，地元企業を中心にｾﾐﾅｰを開いてくれる講師を探したい。 

ｵ 「大学研修」（１･２年次希望者対象） 
 

a. 目的･仮説 

道内外の大学で最先端の研究を体験させることで，自然科学への興味･関心と探究活動の質の向上

を図る。大学の研究者や大学院生等と対話することにより，研究倫理の精神を養う。 

b. 活動概要 

ⅰ) 道外大学研修 

日  時  令和５年９月 13 日（水）～15 日（金） 

  参加生徒  ２年次 30 名 

  場  所  筑波大学，東京大学大気海洋研究所，東京大学，法政大学，東京海洋大学，千葉大学 

  講  師  筑波大学 教授  松石 清人 氏    教授  山本 洋平 氏 

 教授  末益 崇 氏     准教授 谷本 久典 氏   

       准教授 澤村 京一 氏    准教授 冨田 成夫 氏   

        東京大学大気海洋研究所 准教授 高畑 直人 氏  教授  金道 浩一 氏 

                    特任助教 霜田 治朗 氏 

        東京大学 准教授 鈴木 庸平 氏 

        法政大学 専任講師 作村 建紀 氏 

        東京海洋大学 教授  荒川 久幸 氏  助教  中村 玄 氏 

        千葉大学   特任教授 天井 響子 氏  准教授 平田 慎之介 氏 

               教授  根本 哲宏 氏  准教授 井出 成美 氏 

担  当  髙橋 伸也（国語科），田辺 塁（理科），飯岡 寛治（地歴･公民科） 

田中 恒（英語科），斉藤 充（数学科） 

タイトル  ･筑波大学 松石 教授   『光る半導体ﾅﾉ粒子を作ろう！－ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰの体験実験』  

         谷本 准教授 『“ｶﾞﾗｽ”のような金属を作ってみよう！』 

         山本 教授  『光る透明ｲﾝｸでﾄﾘｯｸｱｰﾄを描こう』 

         澤村 准教授 『ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴの唾腺染色体を観察しよう』 

         冨田 准教授  『高ｴﾈﾙｷﾞｰｲｵﾝﾋﾞｰﾑを照射して元素を光らせてみよう！』  

         柏木 教授  【全体講義】『触って感じて面白半導体！』 

･東京大学大気海洋研究所  

 高畑 准教授 『顕微鏡を使った微化石の観察』 

金道 教授  『超強磁場実験棟見学』 

霜田 教授  『宇宙物理における宇宙線の役割/銀河系の歴史』 

   ･東京大学   
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鈴木 准教授 『極限環境微生物から探る生命の起源と地球外生命』 

   ･法政大学 作村 専任講師 『統計学で未来を予測する』 

   ･東京海洋大学 荒川 教授，中村 助教 『海洋ﾏｲｸﾛﾌﾟﾗｽﾁｯｸによる汚染と海洋生物』 

   ･千葉大学 天井 特任教授 『高度医療を支える領域の最先端を学ぶ』 

ⅱ) 北海道大学研修 

日  時  令和５年 11 月 25 日（土）,26 日（日）（１泊２日） 

  参加生徒  本校１年次 23 名 

  講  師  工学研究院 応用物理学部門 ﾅﾉﾊﾞｲｵ工学分野    教授  内田  努  氏 

        農学研究院 基礎研究部門 応用生命科学分野      教授  奥山 正幸 氏 

工学研究院 応用化学部門 分子機能化学分野     准教授 磯野 拓也 氏 

        理学研究院 地球惑星科学部門 地球惑星ﾀﾞｲﾅﾐｸｽ分野 教授  稲津  將  氏 

人獣共通感染症国際共同研究所 国際協力･教育部門 助教  林田 京子 氏 

獣医学研究院 獣医学部門 病原制御学分野      准教授 中尾  亮 氏  

担  当  飯岡 寛治（地歴･公民科），林 英敏，高橋 伸也（国語科） 

吉井 貴裕（数学科），鈴木 基代司（英語科），山本 一葉（理科） 

タイトル  内田 教授  『ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙで人工雪を作る』     （結晶工学分野） 

   奥山 教授  『酵素でｵﾘｺﾞ糖を作ってみよう』    （生物･化学分野） 

   磯野 准教授 『ﾌﾟﾗｽﾁｯｸやｺﾞﾑを作ってみよう』  （化学分野） 

   稲津 教授  『空気の「重さ」を知る』        （地学分野） 

   林田 助教  『感染症を遺伝子検査で診断してみよう』 （生物学分野） 

   中尾 准教授 『北海道の寄生虫を科学しよう』     （生物学分野）  

ⅲ) 旭川市立大学研修 

日  時  令和６年１月９日（火） 

  参加生徒  本校２年次 22 名 

  講  師  保健福祉学部看護学科 准教授 佐藤 慶如 氏 

担  当  髙橋 伸也（国語科），大懸 真紀子（地歴･公民科） 

タイトル  「看護師になるためのちょこっと大学講義体験」「栄養素について」 

ⅳ) 旭川医科大学研修 

日  時  令和６年１月９日（火） 

  参加生徒  本校１年次 10 名，２年次９名 

  講  師  病理学講座（腫瘍病理分野）教授 髙澤 啓 氏 他 

担  当  小玉 昌宏（国語科･情報科），髙橋 伸元（理科），吉井 貴裕（数学科） 

タイトル  「電子顕微鏡でみる体の世界を体験しよう～ﾐｸﾛ･ﾅﾉの世界へようこそ～」 

   「生体内で作る人工弁･医療機器開発」 

   「ｹﾞﾉﾑ編集技術を応用した新規治療法やﾋﾄ疾患ﾓﾃﾞﾙ動物の開発について」 

c. 検証･評価 

今年度は道外大学研修において，研修を受け入れていただく大学を増やし，より広い選択肢から

生徒が興味のある学問分野について研修できるよう，各大学への分散研修を実施することができ

た。昨年度は，筑波大学のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに加えて，幅広い科学の領域に触れることを目的として，東京

大学大気海洋研究所や東京大学，武蔵野大学の研究室を訪問し，それぞれの研究室において研修を

行ったが，今年度は東京大学大気海洋研究所，東京大学，東京海洋大学，千葉大学，法政大学の五

大学に研修の依頼をし，生徒が体験する科学分野の選択肢を増やした。 

筑波大学では，研修で学んだことをｸﾞﾙｰﾌﾟごとにﾎﾟｽﾀｰにまとめ，その内容を共有するために発

表，ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを行い，研修内容を深化させた。活動をとおして本校が育成を目指す「対話する力」

が磨かれ，ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の向上につながった。大学研修の参加は希望者であり，一部の生徒のみ

しか参加できないため，研修内容の還元を目的とし作成したﾎﾟｽﾀｰを学校内に展示することで参加

生徒以外にも共有した。また，各大学で研修をしたあとには，ＪＡＸＡ筑波宇宙ｾﾝﾀｰの見学を実施

し，各大学で研究されている科学が実生活でどのように活用されているのか学ぶことができた。 

道内大学研修において，北海道大学では，昨年度に引き続き，全体研修の形態で実施し，参加

生徒の事後ﾚﾎﾟｰﾄから，科学分野の専門的な知識に触れたことにより，事前ﾚﾎﾟｰﾄの内容より深化

が見られた。旭川市立大学では，看護分野に関する講座を中心に研修を実施し，KJ 法によるまと

め等をとおして多くの気付きが生まれ，生徒の変化が顕著に見られた。４年ぶりの旭川医科大学

での研修では，電子顕微鏡を用いた細胞小器官の観察，ﾚｰｻﾞｰﾒｽを使った鶏肉の切開・縫合体験な
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ど，最先端の技術に触れることで理科的な興味・感心を醸成することができた。 

どの研修も，道外大学研修と同様に，研修で学んだことをｸﾞﾙｰﾌﾟごとにﾎﾟｽﾀｰにまとめ，その内容

を共有する発表を行うことで研修内容の深化を図り，その後の学校生活や進路意識の向上につなが

った。道内，道外大学研修のどの研修も生徒の満足度は高く，ｱﾝｹｰﾄではほぼ全員が「機会があれ

ばまた参加したい」と回答したことから，研修実施の効果は非常に高いと推察される。また，進

路意識も向上しており，具体的に学びたい分野を踏まえながら，進学を希望する大学について考

えられるようになった。次年度以降も，状況を見ながら形態を工夫して実施したい。 

ｶ 「科学ｺﾝﾃｽﾄ，学会，国際的な研究交流への参加」 

a. 目的･仮説 

優れた研究成果に対して科学ｺﾝﾃｽﾄへの参加や学会発表，国際的な研究交流を支援する。 

b. 活動概要 

学会発表 

【第 94 回日本動物学会山形大会】 

･旭川西高校周辺のﾏﾒｼｼﾞﾐ類の分布と飼育について 部 

【日本金属学会 2024 年春期第 174 回講演大会】 

･自作ｼﾘｶｹﾞﾙの酸による吸湿性の変化 部 

･千鳥ヶ池の堆積物を用いた堆肥の作成とその利用 

･水を利用し教室を快適にできる 

･人工光合成における水の分解について 

･旭川の冬の気候を生かしたﾍﾟﾙﾁｪ素子の活用 

･ｸﾞﾘｾﾘﾝによるｼｬﾎﾞﾝ膜の強度の変化 

･糸状菌の菌種の違いによる生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの分解能力の差について(第２報) 

･ｺｳｼﾞ菌の違いによるﾀﾝﾊﾟｸ質分解能力の比較 

･平面幾何学を用いた曲作り 

理 

【日本雪氷学会北海道支部 研究発表会（北海道大学学術交流会館）】 

･手袋の上に乗せても割れない“凍るｼｬﾎﾞﾝ玉”の研究 普 

【環境探究学研究会 環境探究ﾌｫｰﾗﾑ】 

※ 原稿執筆時は申込開始前のため，参加件数は未確定 

※ 事前確認においては普通科２年生 24 ﾁｰﾑ，理数科２年生８ﾁｰﾑが参加を希望 

【第 59 回応用物理学会北海道支部学術講演会ｼﾞｭﾆｱｾｯｼｮﾝｺﾝﾃｽﾄ】 

･旭川の冬の気候を生かしたﾍﾟﾙﾁｪ素子の活用      ･ｸﾞﾘｾﾘﾝによるｼｬﾎﾞﾝ膜の強度の変化 理 

【酪農学園大学主催 ｻｲｴﾝｽﾌァｰﾑ 2023】 

･教室を涼しくしよう!! 

･ｺｳｼﾞでﾀﾝﾊﾟｸ質を分解する 

･ｶﾀﾂﾑﾘの殻で油汚れを防ぎたい 

･使用済みｶｲﾛを用いた千鳥ヶ池の水質改善とそれに伴う水環境の調査 

･糸状菌の菌種の違いによる分解能力の差について 

理 

ｺﾝﾃｽﾄ･外部発表会 

【S-TEAM 教育推進事業「社会との共創」推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ兼「探究ﾁｬﾚﾝｼﾞ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ」】 

･糸状菌の菌種の違いによる生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの分解能力の差について(第２報) 科学技術活用型 北海道代表 理 

【S-TEAM 教育推進事業「社会との共創」推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ】 

･旭川の冬の気候を生かしたﾍﾟﾙﾁｪ素子の活用 理 

【S-TEAM 教育推進事業「社会との共創」推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ「探究ﾁｬﾚﾝｼﾞ上川」】 

･千鳥ヶ池の堆積物を用いた堆肥の作成とその利用 理 

【第３回全国高校生ﾌﾟﾚｾﾞﾝ甲子園】 

･動物園通り盛り上げ隊   北海道･東北ﾌﾞﾛｯｸ大会 進出 個 

【令和５年度 SSH 生徒研究発表会（神戸市）】 

･植物の違いによる糸状菌の生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの分解調査 理 

【第６回持続可能な世界･北海道高校生ｺﾝﾃｽﾄ】 

･千鳥ヶ池の堆積物を用いた堆肥の作成とその利用 

理数探究部門優秀賞  環境学習ﾌｫｰﾗﾑ賞 受賞 

 

･糸状菌の菌種の違いによる生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの分解能力の差について(第２報) 

ﾉｰｽﾃｯｸ財団ｻｲｴﾝｽ＆ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ賞 受賞 

･ｺｳｼﾞ菌の違いによるﾀﾝﾊﾟｸ質分解能力の比較 

理 

･小松菜ｽｲｰﾂをつくろう！ 

総合探究部門優秀賞 受賞 

･西高このままでいいの？～靴箱とﾛｯｶｰを改善！～ 

･ﾍﾙｼｰﾄﾞﾘﾝｸで心と身体を救おう！〜ｽﾄﾚｽﾌﾘｰな毎日を～  

普 

【ﾏｲﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｱﾜｰﾄﾞ 2023 地域 summit】 

･炭素固定は地球を温暖化から救う!? 〜木の枝のｾｶﾝﾄﾞﾗｲﾌ〜 

･米しか勝たん！！〜米の良さを広めよう〜 

･小松菜ｽｲｰﾂをつくろう！ 

･Happy Makura's Life! 

普 
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【中高生探究ｺﾝﾃｽﾄ】 

･Happy Makura's Life! 

･ﾍﾙｼｰﾄﾞﾘﾝｸで心と身体を救おう！〜ｽﾄﾚｽﾌﾘｰな毎日を〜  

･運動時に不足する成分を摂取できるｽﾎﾟｰﾂﾄﾞﾘﾝｸを作ろう！ 

･家庭でも簡単に作れる溶けにくいｱｲｽを作る！ 

･牛乳入浴剤を作ろう！ 

･Handball T E S T 

･牛乳をもっと消費してもらおう！！ 

･昆虫食を広めたい！ 

･炭素固定は地球を温暖化から救う!? 〜木の枝のｾｶﾝﾄﾞﾗｲﾌ〜 

･卵の殻でﾁｮｰｸをつくろう！ 

･The Park〜全世代が楽しめる公園造り〜 

･ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化で英単語ﾃｽﾄ全員合格 

･朝起きられないそこの君へ！！～快適な朝をﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ～ 

･西高このままでいいの？〜靴箱とﾛｯｶｰを改善！〜 

･仮眠を西高に取り入れよう！ 

･同性婚どう成功！？ 

･動物園通りから旭川を活性化させよう！ 

･最強の暑さ対策 

･植物を使って癒しの空間を作ろう！ 

･Makeup で Life up!! 

･誰でも気分が上がる曲を作ろう 

･旭川家具の購買意欲を上げよう！ 

･日本の食事ﾏﾅｰをﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾑを使ってわかりやすく伝えたい  

･買物公園をﾃｰﾏﾊﾟｰｸに！！ 

･米しか勝たん！！〜米の良さを広めよう〜 

･蕎麦から始まるおかﾗｲﾌ 

･売り上げ top?! ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ⤴︎計画 

･果物の皮でﾊﾞｽﾎﾞﾑを作ろう！ 

･花からｸﾚﾖﾝを作ろう！ 

･小松菜ｽｲｰﾂをつくろう！ 

･学校の椅子をより集中できる椅子にする 

･旭川の公共交通機関と車椅子利用者 

普 

･千鳥ヶ池の堆積物を用いた堆肥の作成とその利用 

･ｺｳｼﾞ菌の違いによるﾀﾝﾊﾟｸ質分解能力の比較 

･ｸﾞﾘｾﾘﾝによるｼｬﾎﾞﾝ膜の強度の変化 

･水を利用し教室を快適にできる 

･糸状菌の菌種の違いによる生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの分解能力の差について(第 2 報) 

･人工光合成における水の分解について 

･旭川の冬の気候を生かしたﾍﾟﾙﾁｪ素子の活用 

･平面幾何学を用いた曲作り 

理 

【2024 HOKKAIDO ｻｲｴﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 兼 ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｻｲｴﾝｽﾌｪｱ(HISF)】 

･千鳥ヶ池の堆積物を用いた堆肥の作成とその利用 

･糸状菌の菌種の違いによる生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの分解能力の差について(第２報) 

･ｺｳｼﾞ菌の違いによるﾀﾝﾊﾟｸ質分解能力の比較 理 

･小松菜ｽｲｰﾂをつくろう！   

･西高このままでいいの？～靴箱とﾛｯｶｰを改善！～ 

･ﾍﾙｼｰﾄﾞﾘﾝｸで心と身体を救おう！〜ｽﾄﾚｽﾌﾘｰな毎日を～  普 

【SDGs QUEST みらい甲子園 2023 年度第４回北海道大会】 

･果物の皮でﾊﾞｽﾎﾞﾑを作ろう！ 普 

･千鳥ヶ池の堆積物を用いた堆肥の作成とその利用 

･ｺｳｼﾞ菌の違いによるﾀﾝﾊﾟｸ質分解能力の比較 

･人工光合成における水の分解について 

･旭川の冬の気候を生かしたﾍﾟﾙﾁｪ素子の活用 

理 

【旭川ｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞｺﾝｿｰｼｱﾑ主催 合同成果発表会】  

･水を利用し教室を快適にできる 

･ｺｳｼﾞ菌の違いによるﾀﾝﾊﾟｸ質分解能力の比較 

･平面幾何学を用いた曲作り 理 

･同性婚どう成功！？ ･旭川の公共交通機関と車椅子利用者 普 

【道北圏探究ﾌｫｰﾗﾑ 2023】 

･千鳥ヶ池の堆積物を用いた堆肥の作成とその利用 

･水を利用し教室を快適にできる 

･人工光合成における水の分解について 

･旭川の冬の気候を生かしたﾍﾟﾙﾁｪ素子の活用 

･ｸﾞﾘｾﾘﾝによるｼｬﾎﾞﾝ膜の強度の変化 

･糸状菌の菌種の違いによる生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの分解能力の差について(第２報) 

･ｺｳｼﾞ菌の違いによるﾀﾝﾊﾟｸ質分解能力の比較 

･平面幾何学を用いた曲作り 

理 

･炭素固定は地球を温暖化から救う!? 〜木の枝のｾｶﾝﾄﾞﾗｲﾌ〜 

･卵の殻でﾁｮｰｸをつくろう！ 

･ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化で英単語ﾃｽﾄ全員合格 

･同性婚どう成功！？ 

･最強の暑さ対策 

･Makeup で Life up!! 

･買物公園をﾃｰﾏﾊﾟｰｸに！！ 

･学校の椅子をより集中できる椅子にする 

･旭川の公共交通機関と車椅子利用者 

･動物園通りから旭川を活性化させよう！ 

･蕎麦から始まるおかﾗｲﾌ 

･小松菜ｽｲｰﾂをつくろう！ 

普 

理：理数科課題研究 普：普通科課題探究 個：個人研究 部：科学系部活動 

c. 検証･評価 

今年度も非常に多くの課題探究ﾁｰﾑが学会やｺﾝﾃｽﾄ等への参加を果たした。参加数は年々倍増し

ており，理数科２年次課題研究ﾁｰﾑ，普通科２年次課題探究ﾁｰﾑは全ﾁｰﾑが外部発表等に参加した。

その中でも顕著な活躍として事例を２つ挙げることとする。 

１つ目としては，普通科の課題探究「割れにくいｼｬﾎﾞﾝ玉」ﾁｰﾑ（普通科３年次生）である。こ

のﾁｰﾑは昨年度２年次において，本校で実施した SSH 生徒研究発表交流会での上位評価により，２

月の旭川市冬まつり支援事業，３月のｻｲｴﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙなどで外部発表等を行ったﾁｰﾑである。「割
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れにくい」ｼｬﾎﾞﾝ玉を改良し，冬まつりでは「凍りやすさ」も加えたｼｬﾎﾞﾝ玉の研究を重ね体験活

動を行い，その研究内容をｻｲｴﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙに発表した際，北海道大学工学研究院の内田努准教授の

目に留まった。割れにくいｼｬﾎﾞﾝ玉に含まれるはちみつの濃度を変化させてｼｬﾎﾞﾝ玉が凍る様子に

ついて実験の協力をしていただいき，最終的には雪氷学会北海道支部にて研究口頭発表および論

文の紀要を行った。普通科の課題研究のﾃｰﾏが科学系の学会で発表を行い，論文を紀要したのは本

校 SSH 事業にては初の事例となった。 

  
普通科「ｼｬﾎﾞﾝ玉」ﾁｰﾑの共同研究および学会発表の様子 

２つ目としては，理数科２年次生の課題探究ﾁｰﾑ「糸状菌の菌種の違いによる生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

の分解能力の差について(第２報)」の成果が，北海道教育委員会主催「S-TEAM 教育推進事業「社

会との共創」推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ兼「探究ﾁｬﾚﾝｼﾞ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ」」において，科学技術活用型の分野で北海道

代表に推薦された。この研究は現３年次生がｽﾀｰﾄさせ，その研究内容を継続して研究となる。昨

年度の校内発表会で運営指導委員や研究助言者からの指摘を受けて，さらに細かく糸状菌につい

て調査を重ねた。酪農学園大学の協力のもとで実験を行い，DNA の配列などに違いを見出し，その

成果をまとめた結果高い評価につなげることができた。 

  
探究ﾁｬﾚﾝｼﾞｼﾞｬﾊﾟﾝに参加した「糸状菌」ﾁｰﾑ 

両ﾁｰﾑに共通することは，昨年度の外部発表等で指摘を受けた点を再調査するなど研究を重ね，

さらには大学などの研究機関に実験協力をしてもらうことで科学的なﾃﾞｰﾀ，根拠を示して高い成

果につなげた点である。本校が３期目１，２年目に外部活動を活性化させて，より多くの探究ﾁｰﾑ

を外部発表の場に参加させたことがこれらの成果につながったと考える。 

ｷ 「ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの活用」 

a. 目的･仮説 

上記ｲ～ｶの活動をﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵに記録･蓄積し，その活動実績に応じて「課題探究」の増加単位を認

定する。また，本校の SSH 事業において，顕著に優秀な活動実績を有する生徒をﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵによっ

て評価し，「西高 SS ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ」として表彰する。 

b. 活動概要 

学会やｺﾝﾃｽﾄなど外部発表の件数と表彰数，SSH 事業への参加実績をもとに，顕著に優秀な活動実

績を有する生徒を「西高 SS ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ」として表彰する仕組みを構築し，今年度も現３年次生を対象

に探究部門１名，理数部門１名を表彰した。 

★西高 SS ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ（探究部門） 普通科３年次 唯野 大翔 

≪推薦事由≫ 

･普通科課題探究 28 班「まるで魔法？！つかめる消毒液」  ･部活動：化学部 

･その他の活動（外部活動，ｺﾝﾃｽﾄ参加等を含）は以下の通り 
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SDGs QUEST みらい甲子園 2022 年度第３回北海道大会 参加 ﾌァｲﾅﾘｽﾄ  中高生探究ｺﾝﾃｽﾄ 困りごと部門 ﾌァｲﾅﾘｽﾄ 

環境探究学研究会 環境ﾌｫｰﾗﾑ 2023 優秀賞 ＳＳＨ道外大学研修 参加 

まちなかｷｬﾝﾊﾟｽ 2023 優秀賞 日本政策金融公庫 高校生ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝ･ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ 参加  

高文連全道理科研究発表大会 参加 科学の甲子園 参加 

３年次ﾒﾝﾀｰ活動 参加  

･その他参考となる事項 

２年次の「課題探究」では，ｺﾛﾅ禍で消毒を自主的に行うために「つかめる消毒液」の研究を行

った。ｱﾙｷﾞﾝ酸ﾅﾄﾘｳﾑ水溶液を塩化ｶﾙｼｳﾑ水溶液に入れることで「つかめる水」ができるという先行

研究をもとに研究を重ね，見事「つかめる消毒液」を完成させた。その成果を積極的に外部ｺﾝﾃｽ

ﾄなどで発表し，日能研主催の中高生探究ｺﾝﾃｽﾄでは全国 1299 件の中でﾌァｲﾅﾘｽﾄ（top10）に選出

されるなどした。３年次にはまちなかｷｬﾝﾊﾟｽ（旭川市買物公園）に参加し，その成果を披露する

とともにつかめる水の実験を子ども達に体験させる活動も行った。 

また，部活動は化学部に所属し，課題研究同様に「つかめる消毒液」の研究で高文連全道大会

における研究発表や旭川市科学館で実施される「わくわくｻｲｴﾝｽ」における子ども向け体験活動へ

の参加など活躍した。 

さらに，２年次に実施されたＳＳＨ道外大学研修にも参加し，筑波大学や東京大学大気海洋研

究所，武蔵野大学で自然科学や数理工学の実験などを体験した。高校卒業後は工学分野での進学

を志望しており，科学技術人材として今後の活躍が期待される。 

★西高 SS ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ（理数部門） 理数科３年次 荒谷 心高郎 

≪推薦事由≫ 

･理数科課題探究１班「植物の違いによる生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの分解調査」 

･外部活動，ｺﾝﾃｽﾄ参加は以下の通り 

令和５年度ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ生徒研究発表会 本校代表 環境探究ﾌｫｰﾗﾑ 2023 参加 

第 96 回日本細菌学会高校生研究発表ｾｯｼｮﾝ 第５回持続可能な世界･北海道高校生ｺﾝﾃｽﾄ参加 ﾉｰｽﾃｯｸ財団ｻｲｴﾝｽ＆ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ賞 受賞  

HOKKAIDO ｻｲｴﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ兼ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｻｲｴﾝｽﾌｪｱ 参加 中高生探究ｺﾝﾃｽﾄ 参加 

ＳＳＨ北海道大学研修 ＳＳＨ道外大学研修 

３年次 ﾒﾝﾀｰ活動  

･その他参考となる事項 

「課題研究」では，ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの分解する方法を身近なものから得ようと考え，植物の葉面に付着

する糸状菌に着目して研究を行った。先行研究をもとに，複数の科の植物を生育し，葉面に付着

した糸状菌が生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸを分解するかの実験を重ねた。結果としてｷｭｳﾘの葉に付着した糸状

菌が最もよく分解するというﾃﾞｰﾀが得られ，12 月に実施した「生徒研究発表･交流会」において

成果発表を行った。運営指導委員や外部の研究協力者から高い評価を得て，３年次８月に実施さ

れた「ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ生徒研究発表会」（※各 SSH 校の代表ﾁｰﾑが集まる全国発表会）でも本校

代表として成果発表を行った。研究は後輩にも引き継がれ，研究のｻﾎﾟｰﾄも精力的に行った。 

ＳＳＨ事業にも意欲的に参加し，１年次には北海道大学へ，２年次には筑波大学や東京大学大

気海洋研究所などを訪問する大学研修にも参加した。高校卒業後は海洋学分野での進学を志望し

ており，科学技術人材として今後の活躍が期待される。 

c. 検証･評価 

学会やｺﾝﾃｽﾄなど外部発表の件数と表彰数，SSH 事業への参加実績をもとに，顕著に優秀な活動

実績を有する生徒を「西高 SS ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ」として表彰する仕組みを構築し，今年度も現３年次生を

対象に探究部門１名，理数部門１名を表彰した。 

探究基礎･課題探究等のﾜｰｸｼｰﾄや論文ﾘｽﾄ，研究ﾃﾞｻﾞｲﾝｼｰﾄ，ﾎﾟｽﾀｰ，ｽﾗｲﾄﾞ等の成果物と，１年次

生から３年次生までの自己評価や相互評価は，活動時に生徒と教員が参照できるようﾌァｲﾙに綴じ

て保管している。また，生徒の Google ｱｶｳﾝﾄを活用して Google ﾄﾞﾗｲﾌﾞにﾃﾞｰﾀを保存し共有機能を

活用することで，端末さえあればいつでも研究内容を更新可能にしたことで，生徒がﾃﾞｰﾀなどを

すぐに目にする機会が増え，研究に対する取り組み姿勢にも変化が見られた。今年度も Google ﾄﾞ

ﾗｲﾌﾞに情報を集約しており，各種活動のﾃﾞｰﾀによる蓄積はほぼﾃﾞｰﾀ管理が可能となった。今後は，

過去の研究論文や資料集を集約して保管･閲覧できるような棚を整備したり，ＰＤＦﾃﾞｰﾀを閲覧でき

る共有ｿﾌﾄ（外部ｺﾝﾃﾝﾂ）を利用したりし，より利便性を高めるようにする。 

昨年度の課題に挙げた「SSH 事業や外部ｺﾝﾃｽﾄの参加状況を数値化することやそのﾎﾟｲﾝﾄに応じて

表彰する制度（工業高校などのｼﾞｭﾆｱﾏｲｽﾀｰ制度）」については，今年度の数値整理が完了したた
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め，今年度の西高 SS ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ選出にあたっても参考資料として活用した。令和６年度入学生から

は，入学段階でどのような事業を経験することでﾎﾟｲﾝﾄが加算され，表彰されるのかを示すことが

できると考える。 

 

ﾃｰﾏⅢ 地域における学校種を超えた人材育成ｺﾝｿｰｼｱﾑの構築 

仮 説Ⅲ 旭西ｶﾘｷｭﾗﾑを中核として,地域（小中学校･自治体･企業）や高校，大学とのつながりを拡充

することで，対話しながら「３つの力と１つの心」を相互に養う人材育成ｺﾝｿｰｼｱﾑを構築す

ることができる。 

 (1) ﾃｰﾏⅡの目的，仮説との関係，期待される成果 

旭西ｶﾘｷｭﾗﾑを中核として, これまで培ってきた地域（小中学校･自治体･企業）や高校，大学との

ﾈｯﾄﾜｰｸを，(2)ｱ～ｴの取組によって拡充する。さらに，(2)ｵ～ｸの取組によって，このﾈｯﾄﾜｰｸを北海

道全体に接続することによって成果を普及し共有する。その効果的な手法として，ICT を活用した

成果の普及の研究･開発を行う。これらの取組によって，対話しながら「３つの力と１つの心」を

相互に養う人材育成ｺﾝｿｰｼｱﾑを構築することができる。 

(2) 内容･方法 

ｱ 「他の高校を加えた課題研究発表会の開催」 

a. 目的･仮説 

本校の生徒研究発表･交流会に市内近郊の高等学校が参加できる仕組みを構築し，生徒及び教員が

探究活動に関わる意見交換をする機会を設けることで，地域の探究活動の活性化を図る。また，本

校のこれまでの研究開発の成果を普及するとともに，有効な事業改善や成果普及の方法を研究する。 

b. 活動概要 

ⅰ) SSH 生徒研究発表･交流会 

ﾃｰﾏⅠ ３(2)ｱ b.ⅳ)（P20）および ｴ b.ⅴ)（P26）に実施詳細を記載している。 

ⅱ） 令和５年度 SSH 事業「道北圏探究ﾌｫｰﾗﾑ 2023」 

実施日時  令和５年 12 月 16 日（土） 

場  所  旭川市公会堂 

担  当  髙橋 伸元（理科），齋藤 寛幸（数学科），研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ，２年次団，理科教員 

参 加 校  【口頭発表】   北海道旭川西高等学校，北海道釧路湖陵高等学校 

北海道北見北斗高等学校           以上３校 

        【ﾎﾟｽﾀｰ発表】    北海道旭川西高等学校，北海道旭川東高等学校 

                 北海道旭川南高等学校，北海道旭川北高等学校 

                 北海道剣淵高等学校，北海道上富良野高等学校 

                 北海道滝川高等学校，旭川市立中央中学校   以上８校 

講 演 者  国立研究開発法人海洋研究開発機構 副主任研究員 中 野 義 之 氏 

えびすけ株式会社 代表取締役ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ      海老子川 雄 介 氏 

内  容   本校の SSH 事業３期目までに培ってきた課題探究ｽｷﾙを各学校に還元するととも

に，発表交流をとおして成果の共有と探究内容の質･ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ力の向上を図るこ

とを目的として，口頭発表やﾎﾟｽﾀｰ発表による研究交流を実施した。また，探究活動

が社会でどのように役立つのか，自然科学と社会科学の分野で活躍する社会人と交

流を図る。 

ⅲ） 北見北斗高校との研究交流 

実施日時  令和５年９月 26 日（火） 

場  所  本校講義室 

担  当  齋藤 寛幸（数学科），髙橋 伸元，田辺 塁（理科），研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ，理科教員 

参 加 校  北海道北見北斗高校理数科２年次 

内  容   互いの課題研究の内容を紹介し合い，質疑応答を通じて交流を図るとともに研究

内容の深化を図る。また，学校間交流を通じて課題研究によって身につく力が大学

進学後や卒業後にどのような効果があるのかﾃﾞｨﾍﾞｰﾄを行い，各ｸﾞﾙｰﾌﾟで出てきた意

見を発表・共有を行う。 
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c. 検証･評価 

今年度で３年目となる「SSH 課題研究英語発表会」「SSH 生徒研究発表･交流会」においては，

新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染拡大の影響を受けて，他校共創がなかなか実現できずにいた。今年度は規制緩和

を受けて，管内の高校および中学校に対して発表会の参画を年度当初から呼びかけたことで，６

月実施の英語発表会において北海道名寄高等学校の研究ﾁｰﾑがｽﾃｰｼﾞにおける口頭発表に参加し

た。 

また，12 月には本校の発表会と連動する形で，本校が SSH 事業で培ってきた探究ｽｷﾙの他校還元

や道北地区各校の課題探究の質やﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ力の向上を図る目的で「道北圏探究ﾌｫｰﾗﾑ 2023」を

開催した。本校の２年次課題探究からは合計 20 ﾁｰﾑ（普通科 12 ﾁｰﾑ，理数科全８ﾁｰﾑ）が参加し，

口頭発表やﾎﾟｽﾀｰ発表を行った。 

参加者のｱﾝｹｰﾄ（有効回答数 67 件）においては，SSH 校の口頭発表が研究活動や発表活動に参考

になるかに 96.7％が「参考になる」と回答し，ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝの満足度も 98.5％の高い数値となった。

また，このような共創形式の発表会は道北地区で初めての試みであったが，次年度以降も参加し

てみたいとの回答が 97％となるなど，継続して実施する必要性を感じた。 

高校間交流は昨年度の北海道滝川高等学校との交流（７月に滝川高校にて，９月に本校にて）

に引き続き今年度も実施した。今年度は北海道北見北斗高等学校理数科２年生が来校し，互いの

研究の成果を紹介した。研究においては意欲的に質疑応答の姿が見られ，交流会を通じて，主に

「表現する力」「議論する力」が向上したと感じる生徒が多数を占めた。交流会参加への満足度

は両校ともに 100％となり，「研究活動に生かせるか」についても全員が「そう思う」と回答があ

った。「研究意欲が向上したか」についても 97.2％が「向上した」と回答し，ﾃｰﾏ交流を通じて「研

究活動がどのように将来に役立つのかを整理できた」との自由記述も多く見られた。このような

同年代との発表交流は，研究の質の向上や意欲の向上に効果的であると改めて感じられる取組と

なった。 

  
北見北斗高校との研究交流の様子 

ｲ 「旭川市との探究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑおよび対話集会の共創」 

a. 目的･仮説 

１年次「探究基礎」「ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ」「ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ」において，旭川市をはじめとする自治体とともに探

究型の授業をつくる。また，２年次「課題探究」の地域振興ｾﾞﾐをはじめとした地域課題を研究する

ﾁｰﾑに対して，旭川市をはじめとする自治体とﾃﾞｰﾀ及び課題を共有し，議論しながら課題解決に向け

た「提案型課題研究」を行う。旭川市と対話集会を共創することで，政策立案に寄与する提言を行

うなど，研究の成果を共有する。最終的には，市内高校だけでなく，自治体を超えて参加が可能と

なる開催形態を目指し，広域での連携と成果の普及を図る。 

b. 活動概要 

１年次探究基礎の課題発見ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅠ，ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅡにおいて，旭山動物園や地域の教育人材

とともに探究型授業を実施した（ﾃｰﾏⅠｱ b.ⅰ）（P19），ｳ b.ⅱ）（P24）に記載）。２年次「課題探究」

では，旭川市をはじめとする自治体や地域の研究機関，企業等とﾃﾞｰﾀ及び課題を共有して研究を行

ったﾁｰﾑがあり，関係機関に発表･交流会への参加を依頼し共有を図った（ｴ b.ⅰ･ⅱ･ⅳ)（P25））。 

c. 検証･評価 

１年次「探究基礎（課題発見ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅠ）」，「ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅡ（思春期講話）」において，

旭山動物園や地域の人材とともに探究型の授業を実施することができた。また，今年度も３月に，
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理数科１年次に向けて，旭川市の北海道地図株式会社から講師を招いて，地理情報ｼｽﾃﾑ（ＧＩＳ）

の活用や研究ﾃﾞｰﾀの分析方法ついての講義を行う予定である。 

２年次の「課題探究」では，地域課題を研究するﾁｰﾑによる旭川市へ提案や提言を行う機会とし

て，あさひかわみらい会議主催の「まちなかｷｬﾝﾊﾟｽ 2023」や旭川ｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞ･ｺﾝｿｰｼｱﾑ主催の「合

同成果発表会」，旭川青年会議所主催の旭川市冬まつり支援事業「ﾋｶﾘ輝け！Snow Town in 

Tokiwa2024」などに参加し，研究内容を広く発信した。 

ｳ 「北海道教育大学旭川校と高大を接続した探究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの共創とｶﾘｷｭﾗﾑ接続」 

a. 目的･仮説 

北海道教育大学旭川校の教職ｶﾘｷｭﾗﾑの中に高校生への探究活動支援を組み込み，高大を接続した

探究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを共創する。１年次「探究基礎」と２年次「課題探究」において，大学生は，担当教諭

のﾃｨｰﾁﾝｸﾞｱｼｽﾀﾝﾄ（TA）として主に生徒との対話を通じた探究活動支援と活動評価を行う。大学生が

生徒と研究課題に関する対話を重ねることで，生徒が自らの考えについて要点を整理しながら表現

し，議論する機会を増やし「対話する力」の育成を図る。 

本校教諭は，大学生同士が情報を共有しながら主体的に活動するためのｶﾞｲﾀﾞﾝｽを実施し，大学生

は，探究活動支援の事例研究を行い，その成果を発表する。また，本校教諭は大学生の活動状況と

その成果を評価する。 

b. 活動概要 

実習のｽｹｼﾞｭｰﾙと基本時程および活動支援の様子（2023 年度） 
回 月 日 曜日 時間 コマ数 実習内容

1 10 12 木 13:00～16:00 2
ガイダンス・アイスブレイク・ミーティング

探究活動における生徒との関わり方 Q&A

2 19 木 13:00～16:00 2 １年生「探究基礎」先行研究調査

3 26 木 13:00～16:00 2 １年生「探究基礎」先行研究調査

4 11 2 木 13:00～16:00 2 １年生「探究基礎」課題の共有

5 9 木 13:00～16:00 2 １年生「探究基礎」研究デザイン

6 16 木 13:00～16:00 2 １年生「探究基礎」研究デザインポスター相談会

7 30 木 13:00～16:00 2 ２年生「課題探究」研究のまとめ

8 12 7 木 13:00～16:00 2 ２年生「課題探究」研究のまとめ

9 14 木 8:40～16:00 4
１年生「探究基礎」研究課題提案 発表会

２年生「課題探究発表会」助言と評価

10 15 金 8:40～16:00 4
２年生「課題探究発表会」助言と評価

２年生　理数科課題研究・普通科代表者発表 参加

11 21 木 13:00～16:00 2 大学生「実習のまとめ」- 実習のまとめ -   
c. 検証･評価 

北海道教育大学旭川校とのｶﾘｷｭﾗﾑ接続の取組は今年度４年目を迎えた。教育大学４年次必履修

科目である教職実践演習に，本校で探究活動支援のﾃｨｰﾁﾝｸﾞｱｼｽﾀﾝﾄ（TA）を実践するｺｰｽを設定し，

今年度は４年生３名の受講に加えて，４年生１名，３年生１名，２年生２名，１年生３名が聴講

生として参加した。１年次「探究基礎」と２年次「課題探究」において，主に生徒との対話を通

じて探究活動支援と評価を行うとともに，事例研究を行い，その成果を発表した。本校教員は，

全 11 回（ｺﾏ）の大学生の活動と事例研究を評価し，それをもとに教育大学が単位を認定した。 

北海道教育大学旭川校の全専攻から募集しており，専門分野の多様性を活かした支援や研修を

組み込むことで，探究活動支援や事例研究の質の向上を図る。 

また，北海道文教大学，旭川市立大学，名寄市立大学，北海道立旭川看護学院に進学した本校

卒業生が，今年度も発表会や外部ｲﾍﾞﾝﾄの活動支援を行うなど，北海道教育大旭川校以外との高大

接続の可能性を広げた。 

ｴ 「ｻｲｴﾝｽｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀｰ」 

a. 目的･仮説 

本校生徒とともにｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰ等に参加し，先端的な科学技術や自然科学に対する興味関心の向上及

び成果の普及を図るとともに，中高大を通した長期的な人材育成の仕組みを構築する。 

b. 活動概要 

西高ｻｲｴﾝｽｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀｰ 令和２年度（2020 年度）登録者数 17 名 

西高ｻｲｴﾝｽｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀｰ 令和３年度（2021 年度）登録者数 14 名 

西高ｻｲｴﾝｽｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀｰ 令和４年度（2022 年度）登録者数 11 名 

西高ｻｲｴﾝｽｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀｰ 令和５年度（2023 年度）登録者数 18 名 
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c. 検証･評価 

今年度は，ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙに合わせて活動の様子を紹介し，各学校の教頭または進路担当教員にﾒｰﾙ

を送付したり，本校 Web ｻｲﾄにおいて宣伝したりすることで，ここ数年で最も多いｻｲｴﾝｽｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀ

ｰの登録があった。特に，昨年度参加していた中学生１･２年生４名のうち，２名が再登録している

ことからも関心の高さがうかがえる。 

募集時期や活動時期が限られるものの，ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙなどで直接発信できる方が中学生への波及効果

は非常に高いと考えられる。次年度以降も同様の発信にて，本校生徒とともに先端的な科学技術や

自然科学の研究に触れる機会を創出したい。 

今年度も本校生徒を対象としたｻｲｴﾝｽﾂｱｰやｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰに帯同する形で活動を行ったが，やはり中

学校の授業では体験できない実験活動などは概ね高い評価を得た。名寄市の天文台ﾂｱｰは降雪によ

る天体観測が実施できず星の説明やﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑの観察のみの体験となったが，参加した中学生全員

から「勉強になった」「参加してよかった」など好意的な意見が寄せられた。また，本校の情報

処理室で実施した波のﾓﾃﾞﾙｼﾐｭﾚｰｼｮﾝは，Python を用いた高度な内容であったものの自ら数値を組

み替えるなどして個性的な実験ﾃﾞｰﾀを得る中学生が多く，講師の先生からも感心される活発な活

動となった。 

ｵ 「ｻｲｴﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ」  

a. 目的･仮説 

本校の第Ⅱ期までの取組によって道内 SSH 校に浸透した課題研究生徒発表交流会である本事業に

ついて，ｻｲｴﾝｽﾘﾝｸ協議会を活用して北海道教育委員会及び北海道立教育研究所と連携して持続可能

な開催形態となるようにｼｽﾃﾑを再構築する。 

b. 活動概要 

令和５年度は札幌啓成高校が北海道ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾌｪｱ（HISF）を２月１，２日に参集形式で実施した。

本校からは，普通科２年次の２ﾁｰﾑ，理数科２年次の３ﾁｰﾑが参加して研究発表や留学生との交流を

行った。また，札幌日本大学高等学校が２月２日に，令和５年度未来創造探究ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙと HOKKAIDO

ｻｲｴﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙを兼ねて，北海道ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾌｪｱと同様に研究発表や留学生との交流を行った。 

c. 検証･評価 

開催時期が例年より早く，本校の生徒交流発表会からの時間が短いため，英語に翻訳する時間

が少なかったが，生徒はﾎﾟｽﾀｰ製作に積極的に取り組み、当日も、他校の生徒やｲﾝﾄﾞ･ﾏﾚｰｼｱからの

参加者と英語で交流した。発表自体は非常に優れたものが多く見られ，本校生徒が非常に勉強にな

るｻｲｴﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙとなった。 

ｶ 「ｻｲｴﾝｽﾘﾝｸ協議会」 

a. 目的･仮説 

北海道内の SSH 校をつなぐｻｲｴﾝｽﾘﾝｸ協議会を実施し，各校の成果と課題を共有することで，有効

な事業改善や成果普及の方法について検討する。 

b. 活動概要 

北海道内の全ての SSH 校が参加して校長分科会および主担当者分科会を実施しており，ｻｲｴﾝｽﾌｪｽ

ﾃｨﾊﾞﾙと同様に，北海道内 SSH 校と理数科設置校がそれぞれの分科会を順番に主催することにより持

続可能な開催を目指している。 

今年度は，北海道教育委員会が主催する形でｵﾝﾗｲﾝによる担当者協議を実施した。また，ｻｲｴﾝｽﾌｪ

ｽﾃｨﾊﾞﾙ終了後に，参加校によるｵﾝﾗｲﾝ情報交換を実施し，活動の振り返りを行った。 

全道各地から参集する形式よりもｵﾝﾗｲﾝ形式の方が日時を調整する手間が省けるため，次年度以降

も開催形態についてはｵﾝﾗｲﾝによる情報交換など実施することを各校に提案したい。また，校長分科

会･主担当者分科会などで，各校の課題や成果等の集約共有も継続して行いたい。 

c. 検証･評価 

上述したとおり，次年度ｻｲｴﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙの開催日程と形態を検討する必要がある。主担当者分科

会は，令和２年度から３年間は文書での情報交換，今年度は実施後にｵﾝﾗｲﾝによる情報交換を行っ

ており，次年度以降の開催時期･形態についても検討が必要である。 

ｷ 「教員研修」 

a. 目的･仮説 

北海道教育委員会及び北海道立教育研究所と連携し，課題研究をはじめとした教員研修を，本校
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の探究学習授業をﾓﾃﾞﾙとし共同で実施することで, 本校のこれまでの研究開発の成果を全道へ普及

するとともに，本校教員の指導力向上を図る。 

b. 活動概要 

４月に本校 SSH 主担当の教員が講師となってﾃｰﾏ「令和５年度旭川西高等学校 SSH 第Ⅲ期の概要と

今年度の課題」のもとで教員研修を実施した。昨年度実施された SSH 情報交換会において紹介した

本校の実践事例について他校の参加者からの多くの推薦もあり，今年度 12 月に実施された SSH 情報

交換会において代表として全体向け実践事例紹介を行う形となった。ﾃｰﾏは「地域との共創」で，３

期目１･２年目に実施した地域や企業，他の高校や大学，研究機関との連携を紹介した。 

c. 検証･評価 

今年度は毎年 12 月に実施される SSH 情報交換会（法政大学）において，３期目１･２年目に実

践した「地域共創」の具体例についてｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ形式で事例発表を行った。これは，前年度の情報

交換会の情報共有にて，本校の実践例を聞いた他校の担当者から推薦形式で選出されるため，本

校の地域との関わりが全国の SSH校と比較しても優れた実践事例として評価されたことと考える。

特に，本校では自治体や企業との連携が活発なことから，連携に至るまでの経緯の部分や参画に

おける工夫点や注意点，問題点などについて紹介した。 

また，一昨年度に実施した北海道教育委員会及び北海道立教育研究所と連携した教員研修につ

いては，今年度も実施ができなかったが，北海道立教育研究所主催の「総合的な探究の時間実践

研修」や「理数探究ｾﾐﾅｰ」において研究協議を行い，本校の SSH 事業の様子や探究活動での実践

事例について紹介した。 

目的にある「本校のこれまでの研究開発の成果を普及」は全道のみならず全国の SSH 指定校に

も伝えることができ，普及の効果は相当大きかったと評価できる。これらの活動の情報は，職員

会議などをとおして本校教員にも広く知らせ，特に情報交換会の事例紹介については反響が多く，

教員にとっても本校の活動が自信につながるものとなった。 

その他に教員研修として，運営指導委員の林様から研究倫理について，先生方がｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰで研

究支援をする際の注意点など具体例を交えて研修した。また，これまでの SSH 事業で培った点に

ついて SWOT 分析を用いて可視化し，３期目の中間評価の結果と合わせて分析する教員研修を３月

に実施する予定である。 

 

ｸ 「評価方法の研究」 

a. 目的･仮説 

北海道立教育研究所及び北海道教育委員会，道内 SSH 校と連携し，探究学習の効果を測定する科

学ﾘﾃﾗｼｰﾃｽﾄの開発を行う。また，第Ⅱ期で実施した卒業生ｱﾝｹｰﾄを発展させ，卒業生の追跡調査を行

うことで SSH 事業評価の研究を行う。 

b. 活動概要 

科学ﾘﾃﾗｼｰや課題発見ｽｷﾙを測定することを目的として，Ｚ会ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ基礎学力ｱｾｽﾒﾝﾄｼﾘｰｽﾞ

LIPHARE「課題発見･解決能力ﾃｽﾄ」を導入し，効果測定を行った。 

c. 検証･評価 

今年度は，現２年生が１年生に実施した基礎ﾃｽﾄとの相対的な

評価を得ることができた。下記に数値ﾃﾞｰﾀ（表）を示すが，多

くの項目で数値の上昇（基礎ﾃｽﾄで測ることができるのはＢ１ま

で）が見られる。顕著なのが「課題分析･情報収集力」「論理を

構築する力」「意見を構築する力」の３項目で，１年次はＡ２（基

礎段階の学習者）がﾎﾞﾘｭｰﾑｿﾞｰﾝ（100 名以上）であったが，それぞれＣ１（熟練した学習者），Ｂ２

（自立した学習者）へとｱｯﾌﾟした。３期目から実践している探究基礎の「課題発見ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」および

課題探究の「調査･研究活動」によって生徒の探究学習ｽｷﾙが向上していることがうかがえる。 

表：現２年生の課題発見ﾃｽﾄの結果 左：１年時 右：２年時 

評価分布(人) 総合

課題分
析・情報
収集力

論理を構
築する力

意見を構
築する力

多様性受
容能力

論文作成
技術

C2 0 0 0 0 0 0
C1 0 0 0 0 0 0
B2 0 0 0 0 0 0
B1 90 155 60 44 143 91
A2 103 43 125 143 47 92
A1 6 1 14 9 6 16
＊ 0 0 0 3 3 0

評価分布(人) 総合

課題分
析・情報
収集力

論理を構
築する力

意見を構
築する力

多様性受
容能力

論文作成
技術

C2 0 0 0 0 0 0

C1 84 90 60 96 122 72

B2 96 99 74 74 70 87

B1 15 8 54 20 3 20

A2 2 0 8 3 0 18

A1 0 0 0 0 0 0

＊ 0 0 1 4 2 0  
今後は，３期目の探究活動を３年間経験した現３年生について，次年度に追跡調査を行い，高校

評価 スコア

N-C1（熟達した学習者） 75点以上

N-B2（自立した学習者） 50点以上

N-B1（自立した学習者） 25点以上

N-A2（基礎段階の学習者） 25点未満
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卒業後に SSH 事業が科学的な視点で進路先の活動に生かされているかどうかの調査および評価を行

いたい。 

ｹ 「ICT を活用した成果の普及」 

a. 目的･仮説 

SSH 事業における活動や発表会の動画配信やｵﾝﾗｲﾝ対話の有効な活用方法について研究開発を行

う。また，本校 Web ﾍﾟｰｼﾞを活用して探究活動の授業案とﾜｰｸｼｰﾄ，発表ﾎﾟｽﾀｰ等の成果物を発信し普

及する。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ）課題研究英語発表会，生徒研究発表交流会を本校 Web ｻｲﾄで公開〔ﾃｰﾏⅠｸ〕 

ⅱ）生徒研究発表･交流会を道内高校教員や管内中学校の教員に公開〔ﾃｰﾏⅠｴ〕 

ⅲ）本校 Web ｻｲﾄから生徒研究発表･交流会の動画を公開〔ﾃｰﾏⅠｴ〕 

ⅳ）教員研修における研究論文･ﾎﾟｽﾀｰ等成果物の活用〔ﾃｰﾏⅢｷ〕   

ⅴ）本校ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙにおいて中学生と保護者，引率教員に対し探究内容の発表〔ﾃｰﾏⅢｹ〕 

ⅵ）学校視察訪問の受け入れ及び授業公開〔ﾃｰﾏⅢｱ〕 

ⅶ）本校の SSH 事業を紹介する TV 番組 

ⅷ）活動の様子を紹介した書籍等 

c. 検証･評価 

昨年度と同様に，Google classroom を活用して情報を共有し，全ての授業を YouTube で限定公開

することで，欠席者等に学びの保証を実現している。SSH 事業や探究活動においても Google 

classroom による情報共有，Google Forms のｱﾝｹｰﾄや自己評価･相互評価の集約に活用した。 

今年度はの情報共有については，１年次「探究基礎」においては Google classroom とﾛｲﾛﾉｰﾄで，

２年次「課題探究」においては全て Google classroom で行い，発表資料は Google ｽﾗｲﾄﾞを用いて作

成し，ﾃﾞｰﾀの管理は全て Google ﾄﾞﾗｲﾌﾞの中で行った。 

今年度は６月実施の課題研究英語発表会，12 月実施の生徒研究発表交流会の様子を，道内高校や

管内中学校の教員に対してｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ形式で学校 HP 上に公開した。また，SNS を活用した情報発信も

昨年度に引き続き試みた結果，今年度も１つの投稿に対して数百件のｱｸｾｽおよびｲﾝﾌﾟﾚｯｼｮﾝが見られ

た。さらに，HBC 北海道放送「ﾏｲﾀｳﾝあさひかわ」によって，旭川市内の特色のある教育活動という

ことで TV 番組により紹介され，その後は YouTube にて配信もされた。YouTube に公開されている動

画は 3000 回を超えている。 

これらの発信の効果を示す指標としては，令和６年度高校入学者選抜試験の志願者で測ることが

できる。昨年度の理数科（定員 40 名）出願倍率が 1.1 倍であったが，今年度は当初出願で 1.6 倍と

なり，北海道内の理数科設置校での最高倍率となり，上川管内の他校，他学科と比べても最も高い

倍率となった。この２年間の SSH 事業の成果発信が，少なからず効果を発揮していると考える。 
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４ 実施の効果とその評価 

 令和５年度１～３年次生に対し

て 12 月に実施した「12 の力と心」（図

４-１）達成段階自己評価の結果を，令和

５年度 12 月時点での年次別ﾃﾞｰﾀ，１年次

生の入学時と 12 月の変化，２年次生の経

年変化，３年次生の経年変化を表４-１，

教員の評価を４-２に示す。 

１年次探究基礎で課題発見ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを

導入してから５年目を迎えており，１年

次の研究ﾃﾞｻﾞｲﾝおよび２年次課題探究において，生徒が自ら提案する研究課題が多様化してきている。

「課題を見出す力」についての生徒自己評価は，１年次の段階から 90%以上と高く，課題を見つける

過程を積み重ねるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによって課題発見力が身に付いていると考えている。毎年探究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの見

直しを行い，ﾃﾞｰﾀ分析の基礎を身に付ける１年次ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽや２年次で研究活動を進めていく過程で検

証方法や結果を分析･解釈する段階での支援方法についても改善した結果高い数値を維持していると

考える。１年次生の入学時からの伸長の感じ方，２年次生の昨年度からの伸長の感じ方はともに，ｸﾞ

ﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ等の意見交流や協働する活動の機会を多く取り入れていた影響が考えられる。生徒の自

由記述からも「発表」に対してどのように取り組んできたのかが浮かび上がる結果が得られた。 

12の力と心（身についた割合） １年生 ２年生 ３年生 教員
課題を見出す力 98.4% 99.0% 96.0% 100.0%
検証する力 92.7% 98.4% 91.6% 91.3%
結論を導く力 95.8% 99.5% 93.8% 100.0%
結論を活用する力 91.2% 95.8% 97.0% 91.3%
表現する力 94.2% 98.4% 92.7% 100.0%
要点を整理する力 92.1% 95.2% 91.5% 95.7%
議論する力 91.0% 95.8% 92.1% 97.0%
企画・管理する力 91.1% 94.2% 89.2% 91.3%
貢献する力 91.5% 96.2% 93.7% 86.4%
異文化多様性を理解する心95.8% 96.9% 91.5% 86.4%
マナー・モラルを守る心 99.0% 98.9% 96.7% 95.7%
探究し続ける心 93.7% 98.4% 92.7% 91.3%

１年次生の変化
入学時 12月
88.4% 98.4%
85.9% 92.7%
82.9% 95.8%
86.4% 91.2%
77.4% 94.2%
88.9% 92.1%
88.9% 91.0%
76.9% 91.1%
73.4% 91.5%
62.3% 95.8%
64.3% 99.0%
78.4% 93.7%

２年次生の変化
１年12月 ２年12月

97.2% 99.0%
87.5% 98.4%
92.6% 99.5%
86.9% 95.8%
88.7% 98.4%
81.3% 95.2%
88.6% 95.8%
88.1% 94.2%
90.3% 96.2%
94.3% 96.9%
97.2% 98.9%
94.9% 98.4%

３年次生の変化
１年12月 ２年12月 ３年12月

91.1% 96.9% 96.0%
73.2% 93.7% 91.6%
71.5% 94.2% 93.8%
75.4% 87.9% 97.0%
80.5% 96.9% 92.7%
77.0% 88.0% 91.5%
77.7% 91.6% 92.1%
72.1% 86.4% 89.2%
73.2% 91.6% 93.7%
79.9% 90.6% 91.5%
96.7% 97.4% 96.7%
74.9% 94.7% 92.7%  

表４-１ 生徒および教員の自己評価 

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

課
題
を
見
出
す
力

検
証
す
る
力

結
論
を
導
く
力

結
論
を
活
用
す
る
力

表
現
す
る
力

要
点
を
整
理
す
る
力

議
論
す
る
力

企
画
・管
理
す
る
力

貢
献
す
る
力

異
文
化
多
様
性
を
理
解
す
る
心

マ
ナ
ー
・モ
ラ
ル
を
守
る
心

探
究
し
続
け
る
心

１年生 ２年生 ３年生 教員  
図４-２ 令和５年度生徒自己評価による評価 

図４-１ 育成する３つの力と１つの心と，それらを具現化した 12 の力と心 
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【生徒ｱﾝｹｰﾄの自由記述部分の AI による要約】 

（質問）この１年間の探究基礎やＳＳ研究などの授業、ＳＳＨの事業（地域巡検や大学研修など）を

とおして、特に自身の成長につながったと感じる取組とその理由をお願いします。 

【１年次生】生徒たちは、研究ﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾟｽﾀｰの発表や地域巡検などの活動を通じて、自分の考えを表

現する力やｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力が成長したと感じています。他のｸﾗｽや学年との交流や質疑応答を通じて、

新たな視点や発見を得ることができました。また、ﾎﾟｽﾀｰ発表や発表会を通じてﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝのｽｷﾙや

議論力が向上しました。さらに、研究の手法や仮説の立て方、問題解決能力なども成長しました。ｸﾞ

ﾙｰﾌﾟ活動を通じて協力や協調性も身につけることができました。これらの経験は、生徒たちの将来に

も役立つものとなりました。 

【２年次生】この文章は、課題研究や研究発表に関する経験や成長について述べたものです。多くの

人の前で発表することや他の人との交流を通じて、自分の考えを伝える力や問題解決力が向上したと

感じています。また、実験や研究の結果をまとめる力や論文を書く力も身についたと述べています。

さらに、仲間と協力して物事を達成する力や多面的な視点を持つ力も身についたと述べています。こ

れらの経験を通じて、自信を持って発表することや他の人とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを円滑に行うことができる

ようになったと述べています。 

（質問）他校では経験できない「SSH」の活動に触れて、良かった点、自身の成長につながった点、進

路等で役立った点などがあれば記述をお願いします。※３年次のみ 

SSH の活動によって、理系の学生にとって貴重な経験や学びが得られた。旭大研修に参加し、進路決

定に役立つ経験をしたり、外部のｺﾝﾃｽﾄに参加して受験面接で有利になったりした。SSH 担当の先生の

熱心な指導により、他校の生徒や地域の人々との交流や専門家の話を聞く機会があり、それが魅力的

だった。ｸﾞﾙｰﾌﾟで研究し、発表する授業は楽しく、答えのない問いに向き合う難しさを知ることがで

きた。ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力や発表に対する緊張が減少し、多くの人々との出会いや異なる考え方を知るこ

とができた。ﾁｰﾑﾒﾝﾊﾞｰと協力して課題を解決し、外部の人から意見をもらいながら研究を進める楽し

さを学んだ。また、ﾒﾝﾀｰ活動により、１･２年生のｻﾎﾟｰﾄだけでなく、自身も深い学びを得ることがで

きた。さらに、英語でのﾌﾟﾚｾﾞﾝ能力が磨かれ、課題解決の道筋を学ぶことができた。外部の人との関

わりや研究活動を通じて、考える力やｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を身につけることができた。探究力や多様な視

点を持つ能力を身につけ、大学進学や将来の学びに役立てることができた。また、面接や自己ｱﾋﾟｰﾙ

文のﾈﾀにもなり、留学生や大学の先生との交流を通じて進路に有利な経験を積むことができた。最後

に、発表能力の向上や他者との協力を身につけることができたと思われる。 

図４-３ 探究活動での経験や身についた力の AI によるワード分析 
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５ 校内における SSH 組織的推進体制 

(1) 校務分掌（組織図等の記載を含む。） 

ｱ 「研究･開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ」の設置 

本校における SSH 事業の円滑な運営および事業改善を図るための新分掌として「研究開発ｸﾞ

ﾙｰﾌﾟ」を設置する。さらに，SSH 事業や校内における様々な課題を集約して，他分掌と連携し

ながら校内研修を企画･運営する。 

ｲ 運営指導委員会の開催 

    運営指導委員会の委員は，大学教員･学識経験者等，旭川市職員，北海道立教育研究所職員で

構成し，年２回を基本として開催する。 

ｳ 研究組織の概念図 

  
図 校内組織及び外部機関との連携 

 

(2) 組織運営の方法 

全校体制で進める事業は，「研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ」が中心となり全教職員で指導を行う。さらに個々

の SSH 事業に関しては「研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ」の各担当者が担い，必要に応じて他のｸﾞﾙｰﾌﾟや教科と

連携して実施する。また，中間評価からも教科横断型の授業実践や単元配列表の作成が急務であ

ることから，「研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ」と「ｽﾀﾃﾞｨｻﾎﾟｰﾄｸﾞﾙｰﾌﾟ」が相互に連携し，授業担当ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ

の編成を立ち上げ，次年度以降運用を行う。さらに，ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑをﾒｲﾝとして，外部人材と協働

して主体的･対話的で深い学びの観点から授業を企画し，その成果を学校全体に波及させる。 

６ 成果の発進･普及 

SSH 事業における活動や発表会の動画配信や双方向ｵﾝﾗｲﾝの有効な活用方法について研究開発を行

い，次のⅰ）～ⅷ）の取組においてその成果を発信し普及を図った。今後も研究開発を継続し発展さ

せていく。 

ⅰ）課題研究英語発表会，生徒研究発表交流会を本校 Web ｻｲﾄで公開〔ﾃｰﾏⅠｸ〕 

ⅱ）生徒研究発表･交流会を道内高校教員や管内中学校の教員に公開〔ﾃｰﾏⅠｴ〕 

ⅲ）本校 Web ｻｲﾄから生徒研究発表･交流会の動画を公開〔ﾃｰﾏⅠｴ〕 

ⅳ）教員研修における研究論文･ﾎﾟｽﾀｰ等成果物の活用〔ﾃｰﾏⅢｷ〕   

ⅴ）本校ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙにおいて中学生と保護者，引率教員に対し探究内容の発表〔ﾃｰﾏⅢｹ〕 

ⅵ）学校視察訪問の受け入れ及び授業公開〔ﾃｰﾏⅢｱ〕 

ⅶ）本校の SSH 事業を紹介する TV 番組 

ⅷ）活動の様子を紹介した書籍等 

 

７ 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性 

(１) ﾃｰﾏⅠ 旭西ｶﾘｷｭﾗﾑの実践と評価を一体化した, ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの実現 

ｱ 「探究基礎」普通科･理数科共通 １年次（１単位） 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸやﾜｰｸｼｰﾄの形式を１人１台端末に対応させ，効果的かつ効率の良い方法に移行する。（継続）  

ｲ 「ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ」普通科･理数科共通 １年次（１単位） 

ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀの活用と研究倫理に関する講座を北海道地図株式会社と協働して理数科１年次を対象

に実施し，ﾃﾞｰﾀを収集･分析し，可視化するｽｷﾙを習得させることで，研究活動の質の向上を図る。

（継続） 

ｳ 「ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ」普通科･理数科共通 １･２年次（２単位） 

普通科及び理数科の１･２年次共通科目である利点を活かして，今年度のﾗｲﾌｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅡ（思春期

講話）のように，１･２年次がﾃｰﾏに関して意見を交流する機会や生徒が講義をして一体となって考え

る機会を設定する。 
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ｴ 「課題探究」普通科･理数科共通 ２年次（２単位） 

普通科と理数科が相互に研究の質を高め合うために，研究交流の機会を設定する。 

ｵ 「生徒参加型 SSH ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ」普通科･理数科 １･２年次 

講師と生徒の質疑応答や生徒間の対話や意見交流の活性化を図る。 

ｶ～ｸ 「SS 研究Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ」理数科１･２･３年生（各１単位） 

理数科１年次～３年次の意見交流や研究交流の機会を充実させ，縦のつながりを強化するた 

めﾒﾝﾀｰの増加を目指す。（継続） 

ｹ 「SS 特別講座」理数科１･２･３年次（SS を付した科目で実施） 

普通科に対象を広げることを検討する。 

 (２) ﾃｰﾏⅡ 新しい価値を創造する科学技術人材育成ｼｽﾃﾑの研究開発 

ｱ 「科学系部活動の推進」 

研究手法や技術の向上及び研究内容の深化と充実を図るため，科学系部活動の研究を大学や専門機

関と継続的に行うとともに新規開拓を行う。 

ｲ 「ｻｲｴﾝｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ」（希望者対象） 

課題研究の全ﾁｰﾑが，研究の成果を活かし広く地域ｲﾍﾞﾝﾄに参加し，地域の小中学生に自然科学の

興味･関心を高める活動を支援し活性化を図る。 

ｳ 「国際科学ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ，科学の甲子園への参加」 

講習会や事前指導を行い成果につなげる。 

ｴ 「ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰ」（希望者対象）  

平日の放課後開催や，代替日の柔軟な設定を行う。 

ｵ 「大学研修」（１･２年次希望者対象）  

状況に応じて開催形態を工夫しながら，訪問大学の新規開拓を行う。  

ｶ 「科学ｺﾝﾃｽﾄ，学会，国際的な研究交流への参加」 

優れた研究成果に対して，科学ｺﾝﾃｽﾄへの参加や学会発表，国際的な研究交流等をどのように支援

するか検討する必要である。 

ｷ 「ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの活用」 

課外等での活動実績を学校代表として表彰する制度を整備する。 

 

(３) ﾃｰﾏⅢ 地域における学校種を超えた人材育成ｺﾝｿｰｼｱﾑの構築 

ｱ 「他の高校を加えた課題研究発表会の開催」 

 年度当初に生徒研究発表･交流会の日程と会場を確定し，市内高校に事前に案内することで参加を

募るとともに，教員間で意見交流や情報交換ができる機会を設定する。３年次生ﾒﾝﾀｰと探究活動支

援 TA をﾌァｼﾘﾃｰﾀｰとして活用することを検討する。併せて，本校が SSH 事業で培ってきた探究ｽｷﾙ

の他校への還元や道北地区各校の課題探究の質やﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ力の向上を図る目的で道北圏探究ﾌｫｰ

ﾗﾑの日程と会場を確定し，年度の早いうちに複数回，市内中学校，高校に案内して参加を募る。（継

続） 

また，旭川市立大有小学校･旭川市立北門中学校を対象とした「高校生の派遣ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」を計画し

たものの，日程が合わなく実施ができなかったが，近文小学校とは日程が調整できたため，「ｻｲｴﾝｽ

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ」として実施した。次年度は，ｵﾝﾗｲﾝを含めた講座の実施を検討する。 

ｲ 「旭川市との探究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑおよび対話集会の共創」 

 地域課題に取り組んでいる研究ﾁｰﾑと旭川市や関係機関と研究成果を共有する機会を設定する。ま

た，旭川ﾃﾞｻﾞｲﾝｳｨｰｸなど地域ｲﾍﾞﾝﾄへの参加を支援し，自ら研究成果を普及する。ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰ等に

おいて，旭川市や自治体だけではなく，地域の人材を積極的に活用し探究型の授業を共創する。（継

続） 

ｳ 「北海道教育大学旭川校と高大接続した探究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの共創とｶﾘｷｭﾗﾑ接続」 

 北海道教育大学旭川校の全専攻から募集しており，専門分野の多様性を活かした支援や研修を組

み込むことで，探究活動支援や事例研究の質の向上を図る。また，本校卒業生が活動に参加できる

体制を整備する。（継続） 

ｴ 「ｻｲｴﾝｽｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀｰ」 

 本校の発表会や生徒の活動の一部を動画配信するなど，新たな取組によって接点や活動を拡大す

る。また，旭川工業高等専門学校や旭川市科学館「ｻｲﾊﾟﾙ」，旭川医科大学などと連携したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

の構築を行う。 

ｵ 「ｻｲｴﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ」  

 開催日程･形態及び，参加形態を検討する必要がある。 
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ｶ 「ｻｲｴﾝｽﾘﾝｸ協議会」 

 ｻｲｴﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙと主担当者分科会の開催日程と形態を検討する。 

ｷ 「教員研修」 

 次年度以降も継続して，北海道教育委員会及び北海道立教育研究所と連携し，課題研究をはじめ

とした本校の探究活動や研究発表をﾓﾃﾞﾙとして研修を実施することで, 本校のこれまでの研究開発

の成果を普及するとともに，指導力向上を図る。 

ｸ 「評価方法の研究」 

 自作する課題発見ﾃｽﾄと民間の課題発見･解決能力ﾃｽﾄを探究の授業に位置づけて実施するととも

に，効果を検証する。第Ⅱ期で実施した卒業生ｱﾝｹｰﾄを発展させ，卒業生の追跡調査を行い SSH 事業

評価の研究を行う。 

ｹ 「ICT を活用した成果の普及」 

 発表会の動画配信や双方向ｵﾝﾗｲﾝ型の交流会や研修会を継続して研究開発していく。１人１台端末

を活用した探究型学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑについて，研究開発しながら発信する。（継続） 

 

➍ 関係資料 

１ 運営指導委員会 

 ○第１回運営指導委員会（関連行事を含む） 

 (1) 日 程  令和５年（2023 年）６月 20 日（火） 

         12：10～16：00 SSH 課題研究英語発表会 

                  16：00～17：00 第１回運営指導委員会 

 (2) 場 所  旭川市民文化会館会議室 

 (3) 出席者（敬称略） 

   運営指導委員  北海道教育大学           特任教授  唐川 智幸 

北都保健福祉専門学校         校長    林  要喜知 

北海道大学大学院理学研究院     教授    小田  研 

北海道教育大学旭川校        教授    永山 昌史 

            旭川市旭山動物園          園長    坂東  元 

                     旭川医科大学            教授    伊藤 俊弘 

   ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ    北海道立教育研究所         研究主幹  伊藤 崇由 

           北海道立教育研究所         研究研修主事  髙田 将寛 

   北海道教育庁  学校教育局高校教育課高校教育指導係 係長    石田  暁 

           上川教育局教育支援課高等学校教育指導班 指導主事   太田 水生 

   本校教職員   大槻 健治（校長），叶内  保（教頭），小柳 祐一（事務長）， 

           齋藤 寛幸（教諭），髙橋 伸元（教諭），小玉 昌宏（教諭）， 

           溝口 純恵（SSH 事務支援員） 

 (4) 運営指導委員会次第 

  ｱ 学校長挨拶 

  ｲ 運営指導委員長挨拶 

  ｳ 自己紹介 

  ｴ 協議･説明  「第Ⅲ期事業計画について」 

  ｵ 運営指導委員からの指導･助言 

・３期目の目標にも挙げられている「ｺﾝｿｰｼｱﾑの構築」は機能しているのか。現場の先生が運営

をﾘｰﾄﾞする形であれば業務が増えるので，外部人材の活用を検討してみてはどうか。 

・生徒に活動を促すにあたって，事業ごとに到達目標や「３つの力と１つの心」をどのように育

成を目指しているのかを示した方がいいのではないか。 

・課題研究のﾃｰﾏで社会科学分野を扱う際に，商業高校などからﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの手法を学ぶことも必

要ではないか。 

・ﾘﾃﾗｼｰﾃｽﾄの作成については，道教委が主導しながら SSH 校と連携して作成してみてはどうか。 

・英語発表会の質疑は年々上昇している。今年度は英語講演会の実施や他校（名寄高校）の参加

など，発表会自体の質も向上しているので，今後は留学生（東川町の日本語学校）を参加させ

るなど発展的な発表会に繋げて欲しい。 

  ○第２回運営指導委員会（関連行事を含む） 

 (1) 日 程 令和５年（2023 年）12 月 14 日（木）15:40～16:40 第２回運営指導委員会① 

                                  12 月 15 日（金）16:00～17:00 第２回運営指導委員会② 
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 (2) 場 所 ① 本校小会議室 ② 旭川市公会堂会議室 

 (3) 出席者（敬称略） 

科学技術振興機構                  主任専門員 奥谷 雅之 

   運営指導委員  北海道教育大学           特任教授  唐川 智幸 

北都保健福祉専門学校         校長    林  要喜知 

北海道教育大学旭川校        教授    永山 昌史 

                     旭川医科大学            教授    伊藤 俊弘 

   ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ    北海道立教育研究所         研究主幹  伊藤 崇由 

           北海道立教育研究所         研究研修主事  髙田 将寛 

   北海道教育庁  学校教育局高校教育課高校教育指導係 係長    石田  暁 

           上川教育局教育支援課高等学校教育指導班 指導主事   太田 水生 

本校教職員   大槻 健治（校長），叶内  保（教頭），小柳 祐一（事務長）， 

           齋藤 寛幸（教諭），髙橋 伸元（教諭），小玉 昌宏（教諭）， 

           溝口 純恵（SSH 事務支援員） 

(4) 運営指導委員会次第 

  ｱ 学校長挨拶 

  ｲ 運営指導委員長挨拶 

ｳ 協議･説明「生徒研究発表･交流会について」「次年度に向けた SSH 事業の改善点について」 

  ｴ 運営指導委員からの指導・助言 

・１年次のﾃｰﾏ設定において，積極的に２・３年次が関わることで具体的な研究のｲﾒｰｼﾞに繋げる

ことができるのではないか。 

・２年次のﾃｰﾏにおいて，心理系の分野のﾃﾞｰﾀ分析に課題が残ると感じられる。統計処理について

は旭川医大や市内専門学校からの協力のもとで改善が図れるのではないか。 

・発表を聴いていて，ﾀｲﾄﾙと結論の整合性が一致していない班が見られた。 

・今は年次ごとに活動が分かれている（１年次で基礎，２年次で実践，３年次で英語発表など）

状況であるが，より発展的な研究にしていくためにも，年次を混ざて研究を進めていく形式も

考えられる。 

・１期目，２期目の SSH 事業を経験した卒業生の追跡調査を行い，科学的な分野における就職の

様子や定職率の調査などを実施してみてはどうか。 

  ｵ 運営指導委員からの指導･助言 
 

２ 課題研究テーマ一覧 

理数科　課題探究　タイトル一覧　

チーム番号 タイトル

1 千鳥ヶ池の堆積物を用いた堆肥の作成とその利用

2 コウジ菌の違いによるタンパク質分解能力の比較

3 グリセリンによるシャボン膜の強度の変化

4 水を利用し教室を快適にできる

5 糸状菌の菌種の違いによる生分解性プラスチックの分解能力の差について(第2報)

6 人工光合成における水の分解について

7 旭川の冬の気候を生かしたペルチェ素子の活用

8 平面幾何学を用いた曲作り
 

 

令和６年度ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ生徒研究発表会派遣ﾁｰﾑ 

（道教委主催：探究ﾁｬﾚﾝｼﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ 北海道代表） 

５班 糸状菌の菌種の違いによる生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの 

   分解能力の差について（第２報） 
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３ 令和５年度 学年別教育課程表（普通科） 
学年 学年 学年 学年

類型 類型 類型 類型

2 4 3 2

2 3 4 3

4 2 4 4

4 4 2 4

4 2 2 2

4 4 2 4

○ 評 論 研 究 4 ○ 実 践 英 語 2 2

2 2 ○ 発 展 英 語 3 ○ 総 合 英 語 講 読 2

3 4 ○ 英 語 探 究 2 ○ 応 用 英 語 2

2 2 ○ 発 展 英 作 文 3

3 4 ○ リ ス ニ ン グ 2

3 2 2 2

4 4 4

○ 発 展 世 界 史 2 4

○ 発 展 日 本 史 2 2 2

○ 発 展 地 理 2 2 2

○ 探 究 世 界 史 2 ○ デ ー タ サ イ エ ン ス 1 ○ デ ー タ サ イ エ ン ス 1

○ 探 究 日 本 史 2 1

○ 探 究 地 理 2 2～5

2 2 家庭 2～8 2～8

2 2 情報 2～8

2 2 ○ 探 究 基 礎 1 ○ 探 究 基 礎 1

○ 発 展 倫 理 2 ○ 発 展 倫 理 2 ○ 課 題 探 究 2 ○ 課 題 探 究 2

○ 発 展 政 治 ・ 経 済 2 ○ 発 展 政 治 ・ 経 済 2

3 3

4 4

3 5

2 2

2 2

2 2

○ 発 展 数 学 Ⅰ Ａ 2 ○ 数 学 研 究 3

○ 発 展 数 学 Ⅱ Ｂ 3 ○ 発 展 数 学 3

○ 応 用 数 学 2 ○ 応 用 数 学 2

2 2 １，２年次

2 2 ・

4 4 ・

2 2 ・

4 4 ・

2 2 ・

4 4 ・

2 2 ・

4 4

○ 物 理 研 究 2 1 ３年次

○ 化 学 研 究 2 ○ ベ ー シ ッ ク 物 理 2 ・

○ 生 物 研 究 2 ○ ベ ー シ ッ ク 化 学 2

○ 地 学 研 究 2 ○ ベ ー シ ッ ク 生 物 2 ・

○ ベ ー シ ッ ク 地 学 2 ・ 科目名にⅠ、Ⅱ、Ⅲが付された科目については、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの順に履修する。

7～8 7～8

2 2 注 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番縦型とする。

○ ラ イ フ サ イ エ ン ス 2 ○ ラ イ フ サ イ エ ン ス 2

○ ス ポ ー ツ Ａ 2 ○ ス ポ ー ツ Ａ 2

2 2 2

2 2

2 2

2 2 2

2 2

2 2 2

2 2

2 2

2 2

2 2 2

2 2

2 2

○ 芸 術 Ａ 2 ○ 音 楽 研 究 3

○ 芸 術 Ｂ 2 ○ 美 術 研 究 3

○ 書 道 研 究 3

備　　　　　　　　　　　　　　考

　科目名(教科名)の前に〇を付したものは、学校設定科目(教科)である。

１年次及び2年次の「保健」各1単位に代替して「ライフサイエンス」各1単位を実施

１年次の「情報Ⅰ」１単位に代替して「データサイエンス」１単位を実施

１年次の「総合的な探究の時間」１単位に代替して「探究基礎」１単位を実施

2年次の「総合的な探究の時間」2単位に代替して「課題探究」2単位を実施

（以上、ＳＳＨ指定に伴う特例措置）

科目名にⅠ、Ⅱ、Ⅲが付された科目については、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの順に履修する。

物理基礎と地学基礎のどちらかは必ず履修しなければならない。

教科「公民」については、「現代社会」または「倫理」、「政治・経済」を必ず履修する。

2年次に選択した地歴科目「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」及び「物理」「生物」は、
3年次においても継続して履修する。

32

特別

活動 ホームルーム活動 1 1
特別

活動 ホームルーム活動 1

名　 　　　　称　 名　 　　　　称

合　　　　　　　　　計 31 31 合　　　　　　　　　計

学校設定教科に関する科目の計 1 2 学校設定教科に関する科目の計 0

総 合 的 な 探 究 の 時 間
3～6

総 合 的 な 探 究 の 時 間
3～6

各学科に共通する各教科・科目の計 30 29 各学科に共通する各教科・科目の計 27～32

主として専門学科において開設される各教科・科目の計 0 主として専門学科において開設される各教科・科目の計 0～5

フ ー ド デ ザ イ ン フ ー ド デ ザ イ ン 〇2

表現メディアの編集と表現 ▽３

○探究
1

2

情
報

情 報 Ⅰ 1 社 会 と 情 報

情 報 Ⅱ 情 報 の 科 学

1

理
数

理 数 探 究 基 礎

理 数 探 究

家
 

庭

家 庭 基 礎 2 家 庭 基 礎

家 庭 総 合 家 庭 総 合

生 活 デ ザ イ ン

〇2

2

▽３

〇2

論 理 ・ 表 現 Ⅲ 英 語 表 現 Ⅱ

□２ 英 語 会 話

5

論 理 ・ 表 現 Ⅱ 2 英 語 表 現 Ⅰ
外
 

国
 

語

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンⅠ 3 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 基 礎

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンⅡ 4 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅰ

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンⅢ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅲ

教
科

１　　　年 ２　　　年 ３　　　年

科目・標準単位数 科目・標準単位数

▲３

△2

▲３

▲３

△2

2

△2

△2

△2

●４

●４

※４

▲☆３

▽３、☆４

〇2

☆７

△○2

◎2

◇▲3

◎2、▽3

◇▲3

○2

2，3

○2

※2

※2

2

1

□２

4

○２ △２

○２ △２

△２

△２

□２

※2

■2

■2

■2

◎2

◎2

2

2

2

2

○２ △２

2

2

2

生 物 生 物

工 芸 Ⅰ 工 芸 Ⅰ

工 芸 Ⅱ 工 芸 Ⅱ

工 芸 Ⅲ 工 芸 Ⅲ

書 道 Ⅲ 書 道 Ⅲ

3

1

地 理 Ｂ

古 典 探 究 古 典 Ｂ

数 学 Ⅲ 数 学 Ⅲ

数 学 Ａ 数 学 Ａ

政 治 ・ 経 済

倫 理 倫 理

○２ △２

日 本 史 探 究 日 本 史 Ｂ

世 界 史 探 究 地 理 Ａ

美 術 Ⅲ 美 術 Ⅲ

書 道 Ⅰ 書 道 Ⅰ

書 道 Ⅱ 書 道 Ⅱ

芸
　
　
　
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ 音 楽 Ⅰ

音 楽 Ⅱ 音 楽 Ⅱ

音 楽 Ⅲ 音 楽 Ⅲ

美 術 Ⅰ 美 術 Ⅰ

美 術 Ⅱ 美 術 Ⅱ

保
健
体
育

体 育 体 育

保 健 保 健

化 学 基 礎 化 学 基 礎

化 学 化 学

理 科 課 題 研 究

地 学 基 礎 地 学 基 礎

地 学 地 学

理
　
　
　
　
　
科

科 学 と 人 間 生 活 科 学 と 人 間 生 活

物 理 基 礎 物 理 基 礎

物 理 物 理

生 物 基 礎 生 物 基 礎

数
　
　
　
学

数 学 Ⅰ 数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ 数 学 Ⅱ

公
　
民

公 共 現 代 社 会

政 治 ・ 経 済

数 学 Ｂ 数 学 Ｂ2

数 学 Ｃ 数 学 活 用

2

3

古 典 Ａ

地
理
歴
史

地 理 総 合 世 界 史 Ａ

地 理 探 究 世 界 史 Ｂ

国
　
　
　
　
語

現 代 の 国 語 国 語 総 合

言 語 文 化 国 語 表 現

論 理 国 語 現 代 文 Ａ

文 学 国 語 現 代 文 Ｂ

国 語 表 現

歴 史 総 合 日 本 史 Ａ

2

教
科

１　　　年 ２　　　年 ３　　　年

科目・標準単位数 科目・標準単位数

2

2

（ ） （ ） 

 
 

普通科　課題探究　タイトル一覧　

チーム番号 タイトル チーム番号 タイトル

1 Happy Makura's Life! 17 動物園通りから旭川を活性化させよう！

2 ヘルシードリンクで心と身体を救おう！〜ストレスフリーな毎日を〜 18 最強の暑さ対策

3 運動時に不足する成分を摂取できるスポーツドリンクを作ろう！ 19 植物を使って癒しの空間を作ろう！

4 家庭でも簡単に作れる溶けにくいアイスを作る！ 20 MakeupでLife up!!

5 牛乳入浴剤を作ろう！ 21 誰でも気分が上がる曲を作ろう

6 Handball T E S T 22 旭川家具の購買意欲を上げよう！

7 牛乳をもっと消費してもらおう！！ 23 日本の食事マナーをピクトグラムを使ってわかりやすく伝えたい

8 昆虫食を広めたい！ 24 買物公園をテーマパークに！！

9 炭素固定は地球を温暖化から救う!?　〜木の枝のセカンドライフ〜 25 米しか勝たん！！〜米の良さを広めよう〜

10 卵の殻でチョークをつくろう！ 26 蕎麦から始まるおかライフ

11 The Park〜全世代が楽しめる公園造り〜 27 売り上げtop?! ポップアップ⤴︎計画

12 デジタル化で英単語テスト全員合格 28 果物の皮でバスボムを作ろう！

13 朝起きられないそこの君へ！！～快適な朝をプレゼント🎁～ 29 花からクレヨンを作ろう！

14 西高このままでいいの？〜靴箱とロッカーを改善！〜 30 小松菜スイーツをつくろう！

15 仮眠を西高に取り入れよう！ 31 学校の椅子をより集中できる椅子にする

16 同性婚どう成功！？ 32 旭川の公共交通機関と車椅子利用者

普通科最優秀ﾁｰﾑのﾎﾟｽﾀｰ 
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４ 令和５年度 学年別教育課程表（理数科） 
学年 学年 学年 学年

類型 類型 類型 類型

2 4 2 2

2 3 4 4

4 2 4

4 4 2 2

4 2 2 2

4 4 ○ デ ー タ サ イ エ ン ス 1 ○ デ ー タ サ イ エ ン ス 1

○ 現 代 文 研 究 1 1

○ 古 典 研 究 1 2～5

2 2 ５～９ ５～８

3 4 ８～12 ８～10

2 2 ３～８ ５～10

3 4 ３～10 ３～10

3 2 ３～10 ３～10

4 ３～10 ３～10

○ 探 究 世 界 史 2 ３～10 ３～10

○ 探 究 日 本 史 2 ○ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅰ 5 １～６

○ 探 究 地 理 2 ○ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅱ 6 ○ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅰ 5

2 2 ○ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅲ 5 ○ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅱ 6

2 2 ○ Ｓ Ｓ 物 理 ３～６ α2 β1 ○ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅲ 7

2 2 ○ Ｓ Ｓ 化 学 ３～６ α2 2 β1 ○ Ｓ Ｓ 物 理 ３～10

○ 発 展 倫 理 2 ○ 倫 理 研 究 1 ○ Ｓ Ｓ 生 物 ３～６ α2 β1 ○ Ｓ Ｓ 化 学 ３～10

○ 発 展 政 治 ・ 経 済 2 ○ 政 治 ・ 経 済 研 究 1 ○ Ｓ Ｓ 地 学 ３～６ α2 β1 ○ Ｓ Ｓ 生 物 ３～10

3 3 ○ Ｓ Ｓ 地 学 ３～10

4 4 ○ 探 究 基 礎 1 ○ 探 究 基 礎 1

3 5 ○ 課 題 探 究 2 ○ 課 題 探 究 2

2 2 ○ Ｓ Ｓ 研 究 Ⅰ 1 ○ Ｓ Ｓ 研 究 Ⅰ 1

2 2 ○ Ｓ Ｓ 研 究 Ⅱ 1 ○ Ｓ Ｓ 研 究 Ⅱ 1

2 2 ○ Ｓ Ｓ 研 究 Ⅲ 1 ○ Ｓ Ｓ 研 究 Ⅲ 1

○ 応 用 数 学 2

2 2

2 2

4 4

2 2

4 4

2 2

4 4

2 2

4 4

1 ・

7～8 7～8 ・

2 2 ・

○ ラ イ フ サ イ エ ン ス 2 ○ ラ イ フ サ イ エ ン ス 2 ・

2 2 2 ・

2 2 ・

2 2 ・

2 2 2 ・

2 2 ・

2 2 2

2 2

2 2

2 2

2 2 2

2 2 ・

2 2

3 2 ・

4 3 ・

4 4 ・

2 4 ・

2 2

2 4

○ Ｓ Ｓ 英 語 Ⅰ 5 2

○ Ｓ Ｓ 英 語 Ⅱ 6 ○ 応 用 英 語 2

○ Ｓ Ｓ 英 語 Ⅲ 6 ○ Ｓ Ｓ 英 語 Ⅰ 5

○ 英 語 探 究 2 ○ Ｓ Ｓ 英 語 Ⅱ 5

○ Ｓ Ｓ 英 語 Ⅲ 7

○ サ イ エ ン ス 英 語 1

3年次の「コミュニケーション英語Ⅲ」(7単位)に替えて「ＳＳ英語Ⅲ」(7単位)を実施

科目名にⅠ、Ⅱ、Ⅲが付された科目については、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの順に履修する。

3年次の教科「公民」については、「現代社会」または「倫理」、「政治・経済」を必ず履修する。

1，2，3年次の「理数物理」,「理数化学」,「理数生物」，「理数地学」に代替して

それぞれ「SS物理」,「SS化学」,「SS生物」,「SS地学」を実施

（α・β・γの補足説明）
　αの付した科目から3科目を履修する。
　βはαで履修した科目から2科目を選択し、継続して履修する。
　γはαで履修した科目の内、βで履修しなかった科目を選択する。

「理数探究基礎」(1単位)及び「理数探究」(2単位)に代替して「SS研究Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ」(各1単位)を実施

　（以上、ＳＳＨ指定に伴う特例措置）

2年次の「英語コミュニケーションⅡ」(4単位)と「論理・表現Ⅱ」(2単位)に代替して「ＳＳ英語Ⅱ」(6単位)を実施

1

備　　　　　　　　　　　　　　考

　科目名(教科名)の前に〇を付したものは、学校設定科目(教科)である。

1年次の「英語コミュニケーションⅠ」(3単位)と「論理・表現Ⅰ」(2単位)に代替して「ＳＳ英語Ⅰ」(5単位)を実施

1年次の「総合的な探究の時間」１単位に代替して「探究基礎」１単位を実施

2年次の「理数数学Ⅱ」(4単位)と「理数数学特論」(2単位)に代替えして「ＳＳ数学Ⅱ」(6単位)を実施

1
特別

活動 ホームルーム活動

合　　　　　　　　　計 32

特別

活動 ホームルーム活動 1

31 31

名　 　　　　称　 名　 　　　　称

9 10 主として専門学科において開設される各教科・科目の計 15

学校設定教科に関する科目の計 2 3 学校設定教科に関する科目の計 1

β　4 γ　◆０、１

○探究

2
○スー

パー

サイエ

ンス

(SS)

1

1

7

β　3 γ　◆０、１

β　4 γ　◆０、１

β　3 γ　◆０、１

情
報

1

理
数

理 数 探 究 基 礎

理 数 探 究

7

△1

5

工 芸 Ⅲ 工 芸 Ⅲ

外
 

国
 

語

芸
　
　
　
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ

音 楽 Ⅱ 音 楽 Ⅱ

音 楽 Ⅲ 音 楽 Ⅲ

美 術 Ⅰ 美 術 Ⅰ

美 術 Ⅱ

工 芸 Ⅱ

保

健
体
育

2 2

1

化 学 基 礎

理
　
　
　
　
　
科

物 理 基 礎 物 理 基 礎

物 理 物 理

化 学 基 礎

数
　
　
　
学

数 学 Ⅰ 数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ 数 学 Ⅱ

地 理 Ｂ

公
　
民

現 代 社 会

○2 倫 理

○2

国
　
　
　
　
語

○2

△1

地
理
歴
史

○2

○2

○2

論 理 ・ 表 現 Ⅲ 英 語 表 現 Ⅱ

英 語 会 話

6

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅰ

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンⅢ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅲ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ 英 語 表 現 Ⅰ

書 道 Ⅰ 書 道 Ⅰ

書 道 Ⅱ 書 道 Ⅱ

書 道 Ⅲ 書 道 Ⅲ

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンⅠ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 基 礎

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンⅡ

工 芸 Ⅱ

工 芸 Ⅰ 工 芸 Ⅰ

美 術 Ⅱ

美 術 Ⅲ 美 術 Ⅲ

3年次の「理数数学Ⅱ」(4単位)及び「理数数学特論」(1単位)に代替して「ＳＳ数学Ⅲ」(5単位)を実施

2年次の「総合的な探究の時間」(2単位)に代替して「課題探究」(2単位)を実施

音 楽 Ⅰ

1年次の「理数数学Ⅰ」(5単位)に代替して「ＳＳ数学Ⅰ」(5単位)を実施

1

保 健 保 健

1年次及び2年次の「保健」(各1単位)に代替して「ライフサイエンス」(各1単位)を実施

体 育 3 体 育 1年次の「情報Ⅰ」(1単位)に代替して「データサイエンス」(1単位)を実施

理 科 課 題 研 究

地 学 地 学

地 学 基 礎 地 学 基 礎

生 物 生 物

合　　　　　　　　　計
化 学 化 学

生 物 基 礎 生 物 基 礎

総 合 的 な 探 究 の 時 間
3～6

総 合 的 な 探 究 の 時 間
3～6

科 学 と 人 間 生 活 科 学 と 人 間 生 活

18 各学科に共通する各教科・科目の計 16各学科に共通する各教科・科目の計 20
主として専門学科において開設される各教科・科目の計

数 学 Ｃ 数 学 活 用

1

数 学 Ｂ 数 学 Ｂ

数 学 Ａ 数 学 Ａ

数 学 Ⅲ 数 学 Ⅲ

1

理
　
　
　
　
　
数

理 数 数 学 Ⅰ

△1

政 治 ・ 経 済 政 治 ・ 経 済 ◎2

△1

倫 理 ◎2

公 共 2 ◎2

◎2 5 課 題 研 究

◎2 6

理 数 生 物

◎2 理 数 地 学 理 数 地 学

理 数 物 理

世 界 史 探 究 地 理 Ａ 理 数 化 学 理 数 化 学

日 本 史 探 究 日 本 史 Ｂ 理 数 物 理

理 数 生 物

歴 史 総 合 日 本 史 Ａ 理 数 数 学 特 論

理 数 数 学 Ⅱ

理 数 数 学 特 論

地 理 探 究 世 界 史 Ｂ 理 数 数 学 Ⅱ

地 理 総 合 世 界 史 Ａ 理 数 数 学 Ⅰ

1

△1

情 報 の 科 学

古 典 探 究 2 古 典 Ｂ 2

社 会 と 情 報

国 語 表 現 古 典 Ａ 情 報 Ⅱ

生 活 デ ザ イ ン

文 学 国 語 現 代 文 Ｂ 2 情 報 Ⅰ 1

家 庭 総 合

論 理 国 語 2 現 代 文 Ａ

言 語 文 化 2 国 語 表 現 家 庭 総 合
家
 

庭

家 庭 基 礎 2 家 庭 基 礎

３　　　年

科目・標準単位数 科目・標準単位数 科目・標準単位数 科目・標準単位数

現 代 の 国 語 2 国 語 総 合

教
科

１　　　年 ２　　　年 ３　　　年 教
科

１　　　年 ２　　　年

（ ） （ ） 

（ ） （ ） 

 

 

５ 活動の様子 

(1) 12 月 SSH 生徒研究発表交流会 
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(2) 令和５年度ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ生徒研究発表会（会場：神戸国際展示場） 

 
 

(3) SSH 課題研究英語発表会（英語講演会，名寄高校研究チームの参加） 
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６ SSH 第Ⅲ期事業概念図 
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